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　荒々しく唇を重ねながら、ベッドにふたり倒れ込んだ。

　唇を繋いだまま、重たいローブも口元を隠していたストールも自ら脱いで、身に付けていた銀の装飾もすべてかなぐり捨てる。

　指輪も腕輪も首元や耳の飾りも、ぜんぶ邪魔だ。これがあると思い切り彼女を抱き締められない。

「……ッ、シリウス、まって……！」

「まてない」

　それ以上の抗議を再び唇で塞ぐ。

　アステラをうつ伏せに組み敷きうなじや首筋に口づけを落としながら、その背中を光の下に晒した。

　目の前の光景に思わず息を呑む。その気配と動きを止めた自分に、肩越しに振り返ったアステラが仕方なさそうに笑った。

「そんな顔で、襲わないで」

「……っ、」

「泣かないで……シリウス」

　泣いてない、は嘘になる。

　嘘は言えない。それが生まれながらにはめられた枷だから。

　けれど本当のことも言えなかった。

　口にしても叶わないかもしれない望みがこわくて仕方ない。今まで口にしたことは、嫌でもすべて叶えられてきたのに。

　きみだけが唯一この枷を外してしまう。

　僕を無力なひとりの男にする。

　きみの望みはなんだって叶えると約束したのに。

　それを果たせない自分も許せなかった。




　好きなんだ、アステラ。

　僕を置いて行かないで。





　　　＊＊











プロローグ











　彼の訪問はいつだって突然だ。

　そろそろ寝ようと蝋燭の明かりを消したその瞬間。暗闇のなか、彼はベッドに腰かけていた。

　その光景をあまりにも見慣れ過ぎてしまっていて、驚く前に「またか」と思った。

　それから何の挨拶もなしに、まるでつい先ほどまでしていた会話の続きでもするかのように、その非常識な訪問者は話し始めた。

「この国の第二王子は大変難儀なヤツでな」

「……はぁ」

「生まれ持った異質な魔力と能力故に周りからは忌避され本人も相当な人嫌い。今や立派な引きこもりじゃ」

「それは……大変ですね」

「そうなんじゃよ。しかしヤツが生まれ持った〝力〟は大変希少で強力での。更に厄介なのが、その能力は血に継がれるもの。ヤツは王国の繁栄と安寧の為にも、その血を残す義務がある」

「……世継ぎ、ってことですか？」

「後継者というところかの。そもそも本来ならもっとはやくにすべきことを、諸々の事情から後回しにされてきた皺寄せをわしに押し付けおって」

「……」

「今になって子種の確保に乗り出したようでな。まぁシリウスの能力を現王族が保持しているというだけで他国への牽制としても充分だったのじゃが……」

「……あの、その話、わたしと何か関係あるんですか……？」

「あぁすまん、ちと話が逸れた。まぁつまりは、この国の第二王子・シリウスに急きょ子作りの王命が下ってな。その前に最低限の伽を済ませたいのじゃが、しかしその能力故に務まる相手がおらんのじゃ」

「そんなに気難しい方なんですか？」

「それ以前の問題じゃな。普通の娘では成立せん」

「……？」

「そこで、おぬしじゃ」

「……へ？」

「おそらくおぬしなら、相手が務まる」

「ちょっ、それって、わたしに王族の子を産めってことですか……!?」

「いやいや、腐っても第二王子。正式な相手は国が用意する。じゃが今のシリウスには女との同衾すら無理じゃ。これまでもさんざん拒否してきおったしな」

「わ、わたしも一応、女なんですけど……!?　それに、わたし……っ」

「分かっておる。おぬしに頼みたいのは王家の子を孕むことではない。あやつに色欲を教えてやってほしい」

「……し、色欲……？」

「一度だけ相手をしてやれば良い。シリウスはほとんどソレを知らん。知識ていどならあるじゃろうが、経験は皆無じゃ。年頃の男なんぞ一度知れば充分じゃ。知っているのと知らないのでは断然に違うからの。後は己の責務と心得て、行為に協力くらいはするじゃろう」

「……」

「おぬしにとっても悪い話ではない。王命貢献の褒美をわしから国王にかけあっても良いし、シリウスも〝初めての女〟に相応の対価くらいは払うじゃろう」

「対価……」

「おぬしの望みをひとつだけ叶えさせる。あやつにはそれが可能じゃ。それだけの力がある」

「……」

「帰りたいんじゃろう？　元の世界に」

　人のベッドに無遠慮に腰かけながら、その灰色の瞳を細めて笑う。答えなどはじめから分かっているかのように。

　彼の名前はキオン。「砂漠の賢者」と呼ばれる大魔術師だ。

　まばゆいばかりの金色の髪と、何をも映さないかのような灰色の瞳。老年のような喋り方とは裏腹に見た目も声色も少年だけれど、本人曰くものすごく長い年月を生きているらしい。

　飄々としていて気まぐれで、たまにこうして会いに来たと思ったら面倒事を押し付けてくる。今回もきっとその類だろう。

　断りたい。けれどキオンは砂漠でさ迷っていたところを助けてもらい、身を隠す場所と名前を与えてくれた恩人だ。恩人からの頼みごとは断り難い。それに対価とやらもすごくそそられる。

「どうする？　アステラ。おぬしが決めることじゃ」

　この世界に来てもうすぐ一年。

　役立たずだと烙印を押され追放された世界でも、生きてさえいればきっと帰れると信じていろいろ乗り越えてきた。

　帰れるチャンスがあるなら逃したくない。

　まだ何か隠していることがあるようだし、体を張るにはいささかリスクが大きい気もするけれど……純潔などとうに捨てたので渋るものでもない。

　不安も不満もあるけれど、迷う時間の方が惜しいくらいだ。

　心を決めて、顔を上げた。

「……やります！」

　ほんとうに望みが叶うのなら。

「良い子じゃ、アステラ。また次の満月の夜に迎えにくる」

　当然とばかりにアステラの返事を受け取って、キオンは夜の闇に消えていった。

　突然やって来て、突然消える。いつものことだ。

　彼の依頼を素直に受けることには抵抗があるけれど、アステラにとって必ずしも無益な依頼ばかりではなかった。

　再び訪れた静寂に小さくため息を零して、先ほどまで占領されていたベッドに今度こそもぐりこむ。そこにまだ僅かに残る彼の香りと温もりに懐かしさがこみあげた。甦る記憶は苦いものも多いけれど。

　明日も朝から仕事があるのではやく眠らなければ。




　遠くで夜鳴き鳥の声が聞こえる。

　春はまだ遠い夜。









第一章　月夜に出会う











　彼そいつはいつも決まった時間にこの部屋を訪れる。

　来るなと言っても聞かないので、せめて来る時は決まった日の決まった時間に、という約束だからそれは当然でもあるのだが。

　扉を開ける前にノックしろという最低限のマナーを何度言っても守らずに、盛大な音を立てながら今夜もその不作法な客は現れた。

「喜べシリウス。おぬしの相手が決まったぞ」

「は……？」

　ヴィラトリア王国王城の、一番はずれの北の塔。この塔がシリウスの部屋だ。ここを訪れる酔狂な人間はふたりだけ。その内のひとりがこの人物、キオンだ。

　賢者という肩書を持つキオンはヴィラトリア王家と古くから親交のある人物らしく、王族でも臣下でもないのに我が物顔で王城を闊歩する得体の知れない爺じじいだ。見た目は若いけれど、ずっと昔から生きているらしい。いまいち信じられないけれど。

　シリウスは浅く腰掛けていた椅子の肘掛に肘をついたまま、相変わらず突飛な客人に視線だけを向ける。手元の本の頁をぱらりとめくりながら。

「……なんの話……？」

　魔術師用のローブの更に上からぐるぐるに巻かれたストールを、ぐいと口元に押し付けながら言葉を落とす。

　誰かと話す時の癖のようなものだ。すっかり身体に染みついてしまった癖。と言っても話す相手もそうそういないのだけれど。

　ローブにもストールにも魔力抑制の魔法がかけられている。ジャラジャラと鳴る、過度なほどに身に付けている指輪やピアス等の銀の装飾品は、ほとんどがシリウスを縛る魔法道具だ。

　しかしそれらはすべて、シリウスではなく相手を護る為のもの。

「わしに言ったじゃろう。抱ける女を用意しろと」

「……は、いないでしょ、どう考えても……」

「頑なじゃな。おぬしが拒否するから拗れるのであって、いたすだけならそれほど難儀なものでもないじゃろうに」

「……」

　キオンにとってはただの軽口のつもりだったのかもしれない。けれどシリウスにとっては地雷にも等しい言い回しだった。

　他人と同じ物差しではかられることが何よりも苦痛で耐えがたい。誰かと同じだったことなんて一度たりともなかった。

「用がないなら帰って」

　シリウスの言葉に応じるように、バン！と大きな音をたててひとりでに扉が開く。キオンが呆れたように笑った。

「短気じゃのう」

「……」

「用ならある。言ったじゃろう。相手が決まったと」

「……」

「入っておいで、アステラ」

　キオンのその明らかに自分へ向けるものとは異なる声音と言葉に、シリウスはようやく扉の向こうに誰かがいることに気付いた。

　目の前の相手へ注力し過ぎていて油断した。そもそもここに人が訪れることなど想定していないのだ。

　先ほどシリウスが乱暴に開けた扉の向こうからおずおずと、人影が現れゆっくりと室内に足を踏み入れる。

　夜だというのにこの部屋の明かりはシリウスのいる机周りにしかない。窓の月明かりが一番の光源で、今夜は満月なのでとても明るい。それでも状況を確認するには不足で、キオンが見計らったように部屋の四隅の蝋燭に魔法で火を灯した。

　照らされたその人物は眩しそうに目を細め、それからキオンの傍まで行くと立ち止まり、そこからまっすぐシリウスに目を向けた。

「……！」

　どさりと、シリウスの手元から本が零れ落ち、月明かりに僅かに埃が舞う。

　まったく見知らぬ人物だった。しかも女の子だ。同じ年頃か、年下だろう。冬用の外套コートの上からでも分かる、小柄で華奢な体躯。

「だ……っ、誰……!?」

「おぬしの相手じゃ、シリウス」

「はァ……!?」

「カストルの命令を聞く気はあるんじゃろう？」

　カストルとはシリウスの父、つまりヴィラトリア現国王だ。

　国王からの命令──ここ最近のシリウスの一番憂鬱な悩みの種。

　国の為に血を残せという。

　つまり子を為せというのだ。結婚すらもしていないのに。

　シリウスだけではなく兄殿下であるルギウスにも同じ命が下されたと聞いた。けれどルギウスには婚約者がいる。さほど難しい問題ではないだろう。

　しかし、自分は。

　人と会うことも話すこともままならない自分には、到底無理な命令だった。

　はじめは抗議したものの受け容れてもらえず、荒れるシリウスを見かねたキオンが相手を見繕うと申し出たのが数日前。

　その時確かについ口走ったかもしれない。「だったら自分に抱ける女を連れて来てみろ」と。勿論そんな存在がいるはずもないという前提だった。

　抱けるはずもない。だって、自分は──。

「あの……えっと、はじめまして、わたし──」

「く、来るな……！」

　しまったと思った時には、既に口から言葉が出ていた。

　思わずストールを口元に押し付け椅子から立ち上がる。背後にあるのは大きな窓だけで逃げる場所などないのに、反射的に体が退路を探していた。

　しまった。やってしまった。

　キオンとルギウス以外の人間に不可抗力ながらも力を向けてしまったのは、久しぶりだった。動揺からストールを握る拳が僅かに震える。

「……キオン。めちゃくちゃ、嫌がられてませんか？　わたし……」

　聞こえてきたのは、なんとも緊張感のないただただ困惑の混じる声だった。

　シリウスに向けられたものではなく、キオンに向けられたもの。

「照れておるんじゃ。アステラ、拒まれても、あと三歩、前へ」

「……吹っ飛ばされません？」

「わしがおる。大丈夫じゃ」

　キオンの返事を受けて、渋々といった様子で少女は一歩前へと歩み出る。シリウスのいる方へ。

　シリウスはどっと汗が噴き出すのを感じた。鼓動が、息が、上がっていく。

（──どうして……どうして、動けるんだ）

　頭に浮かぶ疑問符と、目の前の光景が混乱を煽る。

「ま、まって……来ないで……来るな！」

「ごめんなさい、あの、せめて自己紹介だけ……」

　また一歩。距離が埋まる。

「……！　嘘、だ……、と、止まれ……！　頼むから黙って……!!」

　それまでの途方もない距離が、また一歩。

　シリウスの常識を覆していく。

「アステラです。えーーと、シリウス、王子……？」

　次の一歩でようやくアステラと名乗る少女が歩みを止めた。

　青ざめるシリウスにはまだ遠い。けれど顔は見える距離。

　逃げてしまえば良いと頭ではわかっていても、動くなと命令したシリウスの方こそが、指一本動かせなかった。

　そこでアステラはかたちばかりの礼をとった。外套の裾を指先で摘まんで持ち上げ僅かに腰を落とす。不慣れなことが明らかなぎこちない一礼。

　その一挙一動をシリウスは見つめる。口元を押さえるのも忘れて食い入るように。

「よろしくお願いいたします、シリウス王子」

　はにかむように笑うアステラに、シリウスはただ言葉を失うしかなかった。

　自分の力が、効かない。

　そんなこと初めてだった。

「……ほんとうに……？」

　零れたシリウスの問いに応じるかのように、アステラの隣にキオンが並ぶ。




　──シリウスの力。

　口に出す言葉すべてに魔力と強制力が宿り、相手を意のままに操れる〝言霊ことだま〟と称される異質な力だ。代々王族にのみ受け継がれている希少な能力。

　時には言葉が具現化することもありえ、その力に抗える者はほとんどいない。

　それがシリウスの血に生まれもった女神の〝祝福〟であり、〝呪い〟だった。





　　　＊






　満月の夜。前回の宣言通り、アステラを迎えにキオンは現れた。

　目的地まではキオンの魔法で移動するという。

「今から会わせるのが、シリウス・マレク・ヴィラトリア。この国の第二王子じゃ。だいたいの経緯はこの前話した通りじゃが……」

「ちょっとまってください、キオン。一番大事な部分を聞けてませんけど」

「口で説明するより会った方がはやいかと思ってな」

「いいえ！　事前情報は大事ですから……！　その、王子が孤立する原因である、異質な能力ってなんなんですか？」

「そうじゃのう……一言で言うなら、〝言霊ことだま〟じゃな」

「……ことだま……？」

「言葉に例外的な力が宿るってことじゃ。魔力を持つ者は常日頃から無意識に、身体や言葉から魔力を発しているものじゃが、シリウスの場合は例外中の例外じゃな。そこに〝強制力〟が加わる」

「……言いなりになる、ってことですか？」

「まぁ、簡単に言うとそうじゃ。命令形のものは特に強く作用する」

「……それでどうしてわたしは大丈夫なんです？」

「おぬしもまた、〝例外〟だからじゃ」

「……」

「シリウスの〝言葉〟が作用する相手は、基本的に魔力を有する生き物だけじゃ」

「……」

「おぬしはこの世界の人間じゃない。故に、魔力を持ち合わせとらん」

　キオンの他意のない物言いに、アステラは思わず唇を噛む。

　アステラはこの国の人間じゃない。もっと言うと、この世界の人間ですらない。

　異世界から来たアステラには、この世界の誰もが持っている魔力というものがないのだ。

　そのせいでさんざんな目に遭った。だからこそその事実は、なるべく隠しておきたいのだが──今回自分が選ばれた理由が、むしろそこにあるという。

「シリウスの力は、おそらくおぬしには効かん。この世界でおぬしにだけはな」




　──と、キオンからはそう聞いていたけれど。

　しかしいざその事実を目の前にすると、なんとも言えないものがある。

　僅かに距離を空けた先に立ち尽くすシリウスは、力の及ばないアステラに驚愕し言葉を失っているようだった。

　実際に会って分かったのは、確かにシリウスの言葉でアステラが何かしらの強制を強いられることはないということ。それが今回の夜伽にどのように繋がるのか、そこは未だに理解できていないのだけれど。

　第二王子だというシリウスは、アステラがイメージする王子さまとはおよそかけ離れた風貌だった。事前に聞いていた〝ひきこもり〟という言葉がなるほど確かにしっくりくる。

　この国の魔術師の証である濃紺のローブを着こみ、更に首元には幅のある大判のストールをぐるぐる巻いて、鼻先まで隠している。

　ストールの隙間から流れる髪は漆黒で、長い。見たところ、腰のあたりまでありそうだ。前髪もほとんど目元まで伸びていて、遠目に瞳の色は見えない。ただ強い視線を感じるだけ。

　つまり顔のほとんどが隠れていて、現状鼻先くらいしか認識できないのだ。相手の顔も表情も見えなさ過ぎて、さすがにいささか不安を覚える。

「これで分かったじゃろう？」

　キオンがシリウスに向かって微笑みかける。おそらく今この場で状況を理解しているのはキオンだけだろう。

　扉の向こうで聞いていたふたりのやりとりから察するに、今日のアステラの訪問はシリウスに知らされていなかったようだ。こんなに嫌がられるなんて聞いていない。

「アステラはワケあって魔力を持っておらん」

「……魔力がない……？　まったく？　そ、そんなこと、ありえるの……？」

「まぁこの世界は植物ですら微量ながらに魔力を有しておるからのう……信じられないのも分かるが」

　キオンがちらりと隣のアステラに視線を流す。

　アステラは思わずむっと睨み返した。植物以下とでも言いたいのか。

「良かったのう、シリウス。これで童貞を卒業でき……」

「キオン!!」

　何気なく言ったキオンの言葉を、シリウスがものすごい剣幕で遮った。

　わなわなと震えるその口元を、叫んだシリウスははっと慌てたようにまたストールを押し付けて隠して。ばさりとフードを被り、再び夜色のローブにその身を押し込めてしまった。ひどい狼狽えぶりだ。

「あの、キオン……本人にその気がないのなら、無理強いは良くないんじゃ……」

「そうはいかんのじゃよ。これはシリウスの王子としての義務じゃからの」

　──義務。果たすべき務め。

　つまりこれも、強制のようなものなのだろうか。

「まぁ、あとは若い者同士、どうするか決めると良い。わしの役目はここまでじゃ」

「え、ちょ、キオン!?　どこ行く気ですか……!?」

「わしがおったらやることもできんじゃろう。頃合いを見て迎えに来る。後程な」

「え、ちょ、まっ……！」

　この状態でふたりきりにされても困る。

　さすがにシリウスも抗議すべくキオンを引き留めようとした次の瞬間。

「キオンっ……！」

　キオンの姿は跡形もなく消えていた。

　次いでバタンと扉の閉まる音。律儀に閉めて行ってくれたらしい。

「……」

「……」

　非常に気まずい。

　無責任すぎる。

　重たい沈黙に耐えきれなくなったのは、アステラの方が先だった。

　机の向こうでアステラに背を向け微動だにしないシリウスに、なるべく害意がないことを伝えようと愛想笑いを貼り付ける。

「とっ、とりあえず……！　シリウス王子が嫌なのであれば、わたしからはこれ以上近づきません」

「……」

「動くなと言うなら動きませんし、黙っていてほしいなら黙ってます」

　一応それなりの覚悟でここに来たのだけれど、相手にその気がないのであれば話は別だ。

　無理強いはされる方は勿論、する方だってつらい。

「……ほ……」

　元の世界に戻れる手立てを失うのは残念だけれど、この話が破談なら二度と会うこともないだろうし──。

「ほんとうに、」

「え、あ、は、はい……!?」

　静寂の中かろうじて聞こえたその声に、慌ててアステラは視線を向ける。シリウスからの反応を期待していなかった為、過剰で失礼な返事になってしまった。

　立ち位置も体勢も微塵も変わらず、だけど濃紺のフードの内なかの暗闇から強い視線を感じた。アステラの頭のてっぺんからブーツの爪先まで。まるで値踏みでもするような失礼な視線だ。

「本当に、きみ、魔力がないの……？」

「……はい。わたし自身、自分の魔力というものを感じたこともありませんし、キオンもそう言っています」

「……」

　答えたアステラに、シリウスの無遠慮な視線が突き刺さる。

　困惑が薄れてきたかと思えば、今度は猜疑と嫌厭の混じる視線が絡みつくようだ。

「……きみ、もしかして、娼婦……なの……？」

　間を置いてシリウスの口から零れた言葉に、アステラは耳を疑った。

「……はい……？」

　──おそらく。言葉が足りないけれどシリウスは、どうして自分の相手役を引き受けたのか、とアステラに問うているのだろう。

　声が小さすぎてはじめなんて言っているのか分からなかった。おそらく癖なのだろう、首元のストールを口に押し付けたまま話すので、当然声はくぐもっている。

　実際に言葉にせずともシリウスからは嫌悪感がひしひしと伝わってくる。

　全身で拒絶するように、決して縮まらない一定の距離。

　金で買われた女だとでも思われているのだろうか。

　この世界での娼婦はそういう立場なのだとアステラも知っている。基本的人権も社会的立場や扱いも、最下層の人種だ。

　夜伽の為に連れてこられたアステラを、そう勘違いしてしまうのも仕方ないかもしれない。相手は一応この国の王子なので、文句など言えやしないけれど。

（……それでも。いくら王子だからって、失礼過ぎない？　初対面の相手に）

　素直に気に喰わなかった。

　アステラは再び愛想笑いを貼り付けて、背筋を伸ばしてシリウスの問いに答えた。

「いいえ、違います。娼館に売られる予定だったので、多少の知識はありますが……その前にキオンに拾われました。ご期待に添えるほどの経験も技量もありません」

　体面は貼りつけた笑顔で隠せても、声音は上手く隠せなかった。

　アステラの怒気の籠もる声音に、シリウスがはっと口を噤んで一歩後ずさる。自分の失言にようやく気付いたらしい。

「ですが相応の覚悟をもって、今日ここに来ました」

　夜伽の相手が何をするのかきちんと理解しているつもりだ。

　勿論抵抗がないわけではない。正直こんな得体の知れない相手を満足させられる自信もない。

　しかもキオンが言っていたように相手は童貞だ。別に偏見があるわけではないけれど、一応経験のあるこちらのリードが必要だろう。

　とはいえアステラ自身も経験豊富というわけでもものすごい知識や技量を持ち合わせているわけでもない。引き受けた以上できる限りの努力はするけれど、なかなかに厄介な依頼だと改めて思い知る。

　けれど今はその不安も不満も笑顔の下に覆い隠した。

「たとえあなたが誰であろうと、どんな相手だろうと、お相手する覚悟があります」

　一歩、彼への距離を詰める。

　シリウスが「ひっ」と怯えた声を上げた。

　気遣いとか配慮は今しがた捨てた。

「無理強いはされる側はもちろん、する側も気持ちの良いものではありません。そういう性趣向でもない限り」

「ちょ、な、なんでこっち来るの……！　う、動かないって……！」

「なのでなるべくこういうのは避けたいなと思っていたんですが……」

「う、動くなってば……！」

　彼はおそらくその能力を意図的に使う時にだけ、言葉に力が強く篭る。先ほどまでとは異なり、声音もはっきりと通る。相手に届くように。

　けれどそれでもアステラを止めることはできない。アステラにとってシリウスの言葉はただの言葉でしかないのだ。

　今度は遠慮なく距離を詰めるアステラに、シリウスは再び顔を青くして後ずさる。すぐ後ろには窓しかなく退路ははじめから断たれていた。

　近づくにつれ、月明かりがぼやけていたシリウスの輪郭を浮かび上がらせる。

「選んでください、シリウス王子。わたしも自分で選んでここに来ました」

「……っ」

　手を伸ばせば届く距離。だけど互いに手は出さない。

　緊張からかごくりと喉を鳴らす音が静かな部屋に響いた。

　たっぷりの沈黙を置いて、ストールを押さえていたシリウスの手がぎゅっと握りしめられる。

　直視すらできなかった顔を上げ、それでも身長差から見下ろすシリウスの瞳は背後の満月と同じ色。近くで見るとおそろしいほどに綺麗だ。

　その目にしっかりとアステラの姿を映して、小さな声でシリウスは答えた。

「……や、る」

　懸念も迷いも不本意さも、その一言に滲んでいる。

「……やる、よ……キオンとの約束、だし……きみに、お願いする。……きみにしか、頼めないみたいだから」

　それでも、シリウスは選んだ。

（……なんだか含みのある言い方だけど）

　その不承不承な態度にはこちらも思うところがあるけれど、口にはせずもう一度笑みのかたちを作る。

　忘れてはいけない。目的がある。

　仮にも王子。しかも規格外の魔力の持ち主だとキオンは言っていた。

　彼なら、できるだろうと。アステラの望みを叶えてくれるだろうと。

　どうせやるならしっかりと借りを作って、頼みごとをしやすくした方が良い。

「光栄です、シリウス王子。尽力します」

「……その、王子ってやめて……敬語も」

「でも、王子は王子ですし……」

「……きみ、いくつなの」

「十八です」

「僕、十九だから、あまり変わらないし……畏まった物言いは、好きじゃない」

「……そうなんですか」

　年も身分も上のひとに礼節を欠くのは抵抗がある。王族の名を呼び捨てなんて、本来なら厳罰ものだ。

　けれど本人がそれを望むということは、それなりの理由と意味があるのだろうと推察する。心の距離を詰める為にも彼の要望を尊重することに決めた。

「わかった。改めてよろしく、シリウス」

「…………」

　あ、今ちょっと嫌な顔をした。自分から言ったくせに。

　さすがに馴れ馴れしかっただろうか。僅かに覗く眉間にものすごい皺を刻んでいる。けれど特に文句は続かないようだった。

　代わりにひどくか細いシリウスの声が届く。

「始める、前に……ひとつだけ」

「……？」

「僕の、この力のこと……少し、補足させてほしい……」

「あぁ、それは助かります。キオンは肝心なことは何も教えてくれないから」

　アステラの返事にちらりとシリウスの視線が部屋の奥に向けられる。促されるように視線を追うと、おそらく来客用のスペースだろうテーブルとソファがあった。

　よく見れば本や物が溢れる雑多なこの部屋で、唯一まともに話ができそうな場所だ。

「座っていいの？」

　訊ねるアステラにシリウスは頷いて応え、そそくさと距離をとりつつ先導した。

　薄々感じていたけれど、シリウスは極端に発言を控えている。咄嗟に飛び出る言葉以外の、不用意な発言を避けている印象だ。声のトーンも大きさも極力落として、慎重に言葉を選んでいるようにも思えた。

　それだけ〝言霊〟とやらの能力が厄介なものなのだろう。何気ない会話の言葉にも強制力が宿るなら、人を避ける理由も頷ける。話すだけでものすごい神経をすり減らしそうだ。

　あちこちに積み上げられた本の山や謎の植物の隙間を器用に避けて通るシリウスの後を、アステラも黙ってついていく。彼が歩くたびにシャラシャラと金属のぶつかるような音が耳につく。よく見ると僅かに覗く耳元や胸元や指に、たくさんの銀の装飾品が見えた。

　そういえばキオンも多くの装飾品を身につけている。その半分くらいが制御や抑制の為の魔法道具だと言っていた。もう半分は単純にアクセサリー。彼シリウスの場合はどっちだろう。

　それから辿り着いたソファに目で促され、頷いてから腰を下ろした。

　続いてシリウスがアステラの隣に座ったのが意外で面食らう。ぜったいテーブルを挟んだ向かい側に座るだろうと思っていたのに。

「文字は、読める……？」

「えっと、はい。一通りは」

　アステラの返事を受け、シリウスの金色の瞳が一瞬だけ光った、次の瞬間。目の前に小さな光が灯る。

　シリウスの魔法だと分かるのに僅かな時間を要し、その間にも蒼白く光る文字がアステラの眼前に浮かび上がった。

　文字の可視化と投影の魔法だ。何もない空中への投影は初めて見る。

　普段魔法を使う人があまり周りにいないので、つい好奇心が勝り食い入るように見入ってしまう。自分には魔力が皆無だけれど、魔法への憧れは人並みにあるのだ。

　なるほどこれで声に出さずに会話できるのか。わざわざ隣に座ったのにも納得だ。便利だなと思わず感嘆する。

　この国で文字を習う為に学校に通うには、一定以上の身分と家柄が必要だ。アステラは身分も家柄もないけれど、キオンに習ったので読み書きは一応できる。

『読み難かったら、言って』

「大丈夫です。読めます」

　シリウスは小さく頷いて、再び夜の虚空に淡く光る文字を綴った。

『この言霊の力は、王家の血に継がれてきた〝祝福〟と〝呪い〟なんだ』

「祝福と……呪い？」

『ヴィラトリア王国の王族は皆、特殊な能力を継承して生まれる。人を従えさせることのできるそれは、王族にのみ与えられた女神からの〝祝福〟とされてきた』

「……」

『そして能力を継承した王族は、相反する呪いも持つ。祝福が他人へ干渉する力だとすれば、それは己を縛る制約……枷だ』

「枷……」

　シリウスの綴る文字が途中で止まり、そこに続く言葉に迷いと躊躇いが現れていた。けれど彼は小さく息を吐き、意を決したように続ける。

『僕は決して、嘘をつけない。この口から出る言葉はすべて本心だけ。言葉を偽ることは決してできないんだ』

　──嘘が、つけない。

　大事な言葉ほど、口にする時は一度自分の内なかで多少なりとも噛み砕くものだ。

　相手や状況を考慮し、時には本心とは異なる言葉を口にすることもある。人間は唯一嘘がつける生き物なのだから。

　けれど口にする言葉を偽れないということは、心がそのまま言葉に直結してしまうということ。繕うこともできないそれはしかも魔力を乗せて強制力を伴う。

　一時の感情でもそれが本心なら、人はおそらく本能的にも拒絶の心の方が勝るだろう。

（夜の行為をする上では、確かに大きな弊害かもな……）

　たとえ心の伴わない義務的な行為だとしても、心をなくすことはできないものだから。

『拒絶の言葉は、そのまま力に直結する。誤魔化せない。嘘が言えない為に、今まで相手を傷つけてきた。言葉だけじゃなくて、直接的にも』

「……」

　そこでようやくシリウスがこの説明を行った理由に気付いた。

　アステラの心配をしているのだ。傷つけないように。

『たとえきみに僕の力が通じなくても──言葉は嘘を、つけないから……だから──』

　そこで言葉は途切れ、続きを待ってもそれ以上は続かなかった。文字はバラバラになって光に溶け終わりを告げる。

　シリウスはまた俯いてしまった。

　アステラはしばし考え込み、それから顔を上げる。

「基本的に口から出る言葉は、すべて本心てことなんだよね」

　こくりと、シリウスが頷いて返す。様子を窺うように、そろりと顔を上げて。

「じゃあ、シリウスが嫌だって言ったら、やめた方が良いの？」

　アステラの問いに、びくりとシリウスの肩が跳ねるのが分かった。

　シリウスの告白はおそらく相手への気遣いだけじゃない。先に伝えておきたかった理由は、きっとそれだけじゃなくて。

　形になってしまう言葉以外の気持ちが、きっとそこにはあるのだということ。

　振り絞るように、小さく。シリウスが言葉にする。

「……嫌、だけど……嫌じゃないことも、ある」

　おそらくそれが、シリウスの本心だ。

　だからアステラも心を決めた。

　曝け出されたその心を受け止めると。

「わかった。やってみようよ、シリウス。駄目だったらまたその時考えればいいよ」

　気が付いたらアステラからシリウスの手をとっていた。

　僅かな間を置いて、弱々しくその手が握り返される。

　汗ばんでいるのに冷たい手。

　シリウスが立ち上がるのと同時に部屋中の明かりがそっと消え、月明かりだけを頼りに手をひかれる。

　ふたりの夜が幕を開けた。











第二章　はじめての夜伽











　──本当は。

　嘘でも偽りでもない隠れた感情を、ずっと持て余していた欲情を。

　誰かに暴いて欲しかった。




　ベッドは薄いカーテンで仕切られた部屋の更に奥にある。月明かりはほとんど届かず、暗闇に慣れてきた目でようやく互いの姿が確認できた。

　大きなベッドの上で、僅かな距離を置いて向き合っている。傍から見るとなんともおかしな光景だろう。

　シリウスは緊張と恐怖から再びフードを目深に被って、相変わらずその顔は見せないまま。全身を包む濃紺のローブも口元を覆うストールも、まだ何ひとつ外せない重装備。

　目の前のアステラが困惑している空気を感じるけれど、自分からは何をどうしたら良いか分からず微動だにできない。

　やはり先に口を開いたのはアステラだった。

「服、どうする？」

「ふ、服……!?　え、ぬ、脱がなきゃダメ……？」

　服を脱ぐ？　人前で？

（──冗談じゃない……！）

　もちろん冗談のつもりで言っているわけではないことくらいシリウスとてわかっている。究極的に局部は晒さねばできないことも。最低限の知識は持っているのだ。

　しかし服を脱ぐという行為は命がけにも近い。主に相手が。

　シリウスの身に付けているものにはすべて、特別な魔法の術式が込められている。魔力の抑制と制限と防護。それらは主に相手を守る為のものだ。

　膨大過ぎるシリウスの魔力が暴走して、感情のままに相手を傷つけてしまわないように。今のシリウスには外せない戒めだ。

　狼狽えるシリウスに、アステラは小さく笑う。

「駄目じゃないよ、着たままでもできる。でも顔は見たいかも」

　手を伸ばしてようやく触れられる、それが今のふたりの心の距離でもあった。

　アステラはまっすぐシリウスを見上げてくる。すぐに俯いてフードの内なかに隠れてしまうシリウスと、ちょうど目が合う角度で。

「……わ、わかった……」

　装飾品をそう簡単に外すわけにはいかないけれど、フードくらいならそこまで影響はない。もともとフードは視線除けでしかなかった。この距離ではほとんど意味がない。

　シリウスはフードの縁に手をかけ、わずかに躊躇いながらもゆっくりと下ろした。口元のストールだけは残したまま。

　目の前のアステラが、小さく息を呑む気配がした。

　どくどくと心臓がうるさい。こんな距離で異性と対面するなんてひどく久しぶりで、もう二度とそんな機会はないと思っていた。

　まっすぐな視線が遠慮なく突き刺さり、やっぱり視線を逸らしてしまう。

「あ、あんまり見つめないで、ほしいんだけど……慣れてないし、見られるの好きじゃない」

「ごめん、でも、綺麗だなと思って」

「……ッ、う、嘘だ……っ」

「？　なにが？」

「ぼ、僕のどこに、褒める要素が……」

　そうかリップサービスというやつだろうか。これからヤる相手の、少しでも相手の気持ちを持ち上げる商法。いやでもアステラは娼婦ではないと言っていた。

　脳内が既に混乱してきた。目の前のアステラの困惑顔を見ていられなくなる。コミュニケーション能力が圧倒的に足りない。何もかもが信じられない。

　アステラはシリウスの言葉に首を傾げながら続ける。

「素直に顔は好みだけどな……」

「は……!?」

「格好良いというよりは綺麗というか……まぁ言動でほとんど半減してる気がするけど、黙ってれば絶対モテるというか、文句なくイケメンのカテゴリというか」

「わぁ！　も、もうやめて……！　なにそれ呪文……!?」

「わたしくせ毛だから、まっすぐな髪質とか憧れだし、瞳だって金色で綺麗。部屋の中でも月があるみたい」

「やややめてってば、嘘でも本音でも困るんだけど……！」

　本当に、困る。綺麗だなんて言われたこともない。

　それと同時に、本当に自分の力が効かないんだなと、シリウスはまだどこか現実味を帯びない頭の中で思った。

　容姿については母親似だと言われたことしかない。父も兄も誰もが認める美形だが、その二人に自分が比べられたことすらない。比べられたくもないけれど。

「ごめん、困らせるつもりはなかったんだけど……あまり言わないようにする」

　シリウスの困惑ぶりに、申し訳なさそうにアステラが苦笑いを漏らす。

　こんなに会話が続いたのなんてどれくらいぶりだろう。キオンとだって必要最低限の会話と軽口のみだ。既に喉が悲鳴を上げている気がする。

　人との適切な話し方なんて分からない。今すぐにでも逃げ出したい。

　なのに。

「もう言わないから。だからもう一度、顔を見せて。シリウス」

「……っ」

　ぎし、とベッドが軋んで、アステラの声と体温が傾いた。

　はっと気づいて顔を上げる。距離の近さにどくりと心臓が跳ねあがった。

「シリウスはあまり言葉にしたくないみたいだから、せめて表か情おを見せてくれないと、シリウスの気持ちが分からない」

　そっと、手を伸ばしたのは彼女の方から。

　まっすぐにその瞳で見つめられ、痺れるような感覚と動揺に思わず目を逸らす。

　反射的に逃げ腰になって後退した。けれどアステラは追いかけてくる。

　そうこうしている内にアステラの指先がシリウスの頬に触れ、びくりと体が跳ねた。

　シリウスの反応に指先は離れたけれど、すぐにまた戻ってくる。

　堪らなくなって上げた視線の先に、アステラがいた。

　今度はなぜか目を逸らせなかった。

　アステラはようやく目が合ったことに満足したようで、口元を綻ばせる。

　心臓が痛くてどうにかなりそうだ。

　それから触れていたアステラの手がそっと、シリウスの頬の輪郭をなぞった。顔周りに巻かれたストールを辿り、分厚いローブ越しの胸元へ。下へ下へとシリウスの体を撫でていく。

　ローブの隙間からその手が内側へと入り込んだ時、シリウスはようやくアステラの意図に気付いた。その手の辿り着く先を。

　この場の目的としては当然なのに、頭がぜんぜん回らず制止の声を上げるには既に遅すぎた。

「……ちょ……！　ま、待って……！」

「服を脱がなくても、できるけど」

「……や、やめ、て……アステラ!!」

「ここだけは、脱いでもらわないとできないから」

「…………！」

　更にふたりの距離は縮まって、互いの吐息を呑むほどの距離。

　荒い呼吸を吐き出しているのはシリウスだけ。アステラは表情ひとつ変わらない。

　やっぱり手慣れているのだろうかと、今考えても仕方ないことが脳裏を過よぎる。

　少なくともアステラは自分と違い〝初めて〟ではないのだろう。

（──くそ……っ）

　困惑と苛立ちと焦燥。歯を食いしばって悪態をつくのを耐える。

　ままならぬ事態というのは生まれてこの方ほとんど経験がなかった。

　生まれ持ったこの力のせいで、大抵の人間はシリウスの思いのまま、言葉通りに動き従う。強制的に、相手の意思などお構いなしに。

　極めて狭いシリウスの世界は、シリウスの言葉だけで完結していたのだ。

　それが嫌だったはずなのに。

「触っていい？」

　アステラの手が、下腹部へと辿り着く。それからシリウスの局部へ。

　ローブの下で蠢くその手は見えないけれど、全神経がそこへ集中する。

　呼吸が荒くなる。やめてと言葉にできていたか分からない。もう既にアステラの手は、ズボン越しのシリウスのものに触れていたから。

　布越しでも分かる、アステラの手の小ささ。触れられる感触に眩暈がした。

「……も、う……さわって、る……」

「違うよ、直接」

　ようやく絞り出した震える抗議に、更にアステラが追い打ちをかける。

　その意味を理解してシリウスは咄嗟に首を左右に振った。

（触る？　直接？　なにを？）

　なにって、ひとつしかないけれど。

「だ、だめ……!!」

「でも、このままの方がつらいよ……？」

「う、動かさないでってば……！」

　ぐ、っとアステラの手の下で、シリウスのものが質量を増す。

　張り詰めたズボンがきつかった。その事実に打ちのめされそうになる。自分の身体の素直さに。頭が沸騰しそうだ。

　過去の苦い経験から自慰すらまともにしたことのない自分の男の部分が、他人にむりやり呼び起こされていくような感覚。なのに何故か今、嫌悪感は湧かなかった。

　その気になれば、魔法で制止も拒絶もできた。言霊の力が効かずとも、魔法が無効なわけではない。いくらでも逃げられる。それは解っていた。

　だからこそそれは、できなかった。

「嫌なら嫌って、言ってね、シリウス」

「……っ、」

「言ってくれないと、分からないから」

　──本当だろうか。

　なぜだかアステラにはすべて、見透かされている気がするのだ。

　やめてと言っても彼女の手は止まらない。おそらくシリウスの本心を、本人よりも先に気付いている。隠したがっていた本性を。

　理性の方がまるで追い付かない。ついさっき、はじめて会ったばかりの子と、こんな。──こんなことを、しているだなんて。

「……アステラ……っ、」

　何かが口に出かけて、思わず噤んだ。

　やめてと望むその心は、紛れもなくシリウスの本心だ。

　過去の経験からくる恐怖と嫌悪と拒絶が確かにある。

　けれど、それから。

　相反するもうひとつの感情。

　アステラはおそらくそれをただしく感じ取っているのだろう。

　魔力もなにも持たないのに、どうして。

　どうしてこんなに振り回されるんだ。

「言って、シリウス」

　ほんとうに、厄介だ。言葉にしないと相手に伝わらないなんて。今までぜんぶ、意のままだったのに。

　しかも言葉を偽れない。自分の本心をありのままに曝さなければいけない。

　今までずっとしてこなかった。曝け出せる相手がいなかったから。

　シリウスはぐっと眉根を寄せ熱い呼吸を繰り返した後に、ゆっくりと瞼を持ち上げて答えを待つアステラと目を合わせた。

　触れたままのアステラの手に力がこもったのか、シリウスの身体が先に反応したのかは分からないけれど、更に膨れる感触がした。

　心も体も今だけは、同じことを望んでいる。

「……や、やめ、ないで……」

　羞恥に泣き出しそうな気持ちと、期待に張り裂けそうな気持ちの、両方を抱えて。

　もう誤魔化す必要のないまっさらな欲望に、気持ちの箍が外れていくようだった。

「触って、アステラ……」

　今まではそれはただの〝命令〟でしかなかった。

　けれど、今は違う。

　この乞いを相手に託すこということの、ひどく心許なさと不安と一抹の期待と。

　言葉にできることの自由を、尊厳を、取り戻せた気さえした。

　シリウスの本音を聞き届けたアステラは、微かに笑ったような気がした。視界が霞んでよく見えない。感慨に耽っているあいだにも、アステラのもう片方の手が遠慮なくローブの中を暴いた。

　要望通りに衣服はほとんど身に付けたまま。重たいローブの裾を持ち上げてまくり、ズボンのベルトに手をかける。

　カチャリとした金属音に、シリウスの霞んでいた思考がいっきに覚醒する。

　やっぱり待って。そんな気持ちが浮かんだ次の瞬間には、ズボンの前が寛げられていた。本当に躊躇も遠慮もない。

　晒された肌にひやりとした空気が触れる。そこでようやくシリウスは今が冬なのだと思いだした。

「ま、待って、部屋、あたためる……！」

「え、いいよ、大丈夫」

「で、でも、脱いだら寒いんじゃないの、その、きみが……」

　自分はこれ以上脱ぐ気がないのである程度の防寒は保てる。けれどアステラが肌を晒したら凍えてしまうのではないだろうか。

　シリウスは慌てて頭の中で術式を結んで、室温調整に適した魔法を展開する。自分ひとりなら不要のもので、配慮が行き届かなかった。

「平気なのに」

「さ、さすがにそういうわけには……」

「わたしも、脱がないから」

　え、と口を開きかけたときにはもう、ゆっくりと体勢を変えつつ体を傾けたアステラの頭が、自分の脚の内側に沈み込んでいた。

　その後頭部が視界に映る。前からだと見えなかったけれど、頭の両サイドで編みこまれ耳元にきつく結われた栗色の髪がさらりと両肩に流れていく。本人の言っていた通り少しくせのある髪がふわりと余韻を残していた。

　きっちり首元まで詰められていた外套コートからほんの僅かだけ覗く白いうなじから目が離せない。

　シリウスの局部は屈みこんだアステラの影に隠れて、何をされているのか、されるのか、理解が追い付かなかった。

　ただ張り詰めていた自分のものが突如外気に触れ、そして柔らかな手の感触に包みこまれる感覚に思わず喉を震わせる。

　触れられている。直接。

　自分で触れることもままならなかったそれを、アステラが小さな両手で包み込むように握り込んで、加減しながら力をこめる。

「……っ、ぁ……！」

　悲鳴にも似た声が、思わず漏れる。咄嗟に自分の手の甲を押し付けるも、かぁ、と頬に熱が集まるのを感じた。

　そんなシリウスの初心な反応など気にも留めず、アステラが両手をゆっくり動かして少しずつ上下に扱き出す。シリウスの反応を見るように、様子を窺いつつ強弱をつけながら。

　突き抜ける快楽に腰が痺れるように震え出す。それだけでも十分刺激的過ぎて、どうにかなってしまいそうだったのに。

　先端にとろりとした液体の温い感触を感じたと思ったら、更に手の動きが潤滑になった。おそらくアステラが自身の唾液を垂らしたのだろう。先ほどよりも水音が増している。

　それが彼女の〝準備〟だとはもちろん知る由もなく、ただ初めての強い快感に唇を噛んで耐えていた時、とんでもない言葉がアステラの口から零れた。

「舐めて、いい？」

「……え……？」

「嫌なら言ってね」

「は、な、なに……？」

　目の前の快楽だけでもう、理性は陥落寸前だ。アステラの言葉が上手く頭にはいってこない。零れる声すら自分の意思では留めておけないのに。

（舐める？　なにを？　ナニ、を？　まさか──）

「まっ……！」

　その、まさかだった。

　手の感触とは明らかに異なる濡れた感触に息を呑む。

　自身がまさしく、食べられていた。

「……ッ、あ……！」

　温かくて小さな舌が蠢きながら、シリウスのものに唾液を塗りたくる。

　アステラの口内は温かく、けれど狭く。時折掠める硬い感触がおそらく歯だと分かり背筋をひやりとしたものが滑る。それなのに余計に膨れる自身に、アステラが喉の奥で小さく呻いた。

　ぷは、と一度口内から熱の塊が引き抜かれる。抜かれる時に吸われた先端と外気の温度差にがくがくと腰が震えた。

　今度は輪郭を舐められて、両手の動きを再開する。先ほどまでとは比べものにならないくらい大きくて、卑猥な水音。

　時折アステラが肉欲の先端の丸みにキスをした。わざとらしく音をたてて。

　本当のキスすらしていないというのに。自分でもよく分からないところで憤りを感じ、だけどすぐに劣情に塗り潰された。

　また、食べられてしまう。そして容易く快楽が高みへと押し上げられてしまう。

「……っ、く、だ、め……、も……！」

　想像もしたことのないような強い刺激に思わず前のめりになったシリウスが、アステラの頭を両手で抱え込むように掴んだ。

　行為を止めたかったのか、続きを請うていたのかはもはや自分でもわからない。

　先ほどより奥まで咥えこまれて、また知らない快楽をシリウスに強く植え付けた。

　電流のように突き抜けて、込み上げる激情を自分の意思では止められない。

「ぁ、ああ、駄目、とまってアステラ……！」

　ぐっと、頭を掴む手に力がこもる。

　アステラは止まらない。

　ぎしぎしとベッドが激しく悲鳴を上げる。

　喘いでいるのはひとりだけだ。

「……っ、」

　抵抗を見せているようでいて、シリウスの腰は押し付けられたまま。おそらく本人も無自覚で。シリウスの両手の指にいくつも嵌められていた硬い指輪が、アステラの細い髪を絡めとる。痛みに顔を顰めながらも、アステラに行為をやめる気配はなかった。

「む、り……！　イく、で、る……！」

　アステラの口内でシリウスのものが、一層膨れて終わりの兆しを感じた。

「……っ、ぁあ……！」

　喘ぐように体を震わせて、ほとんど無意識に腰を押し付けて、アステラの頭を抱え込むように抱き締めて。

　シリウスはアステラの口のなかに色欲を吐き出していた。

「……っ」

　はぁはぁと、静寂のなか呼吸音がやけに響く。上がる息も胸の動悸も眩暈にも似た焦燥も、ちっともおさまる気配がない。

　吐精自体が久しぶり過ぎて、あまりの刺激と劣情に理性などまるで働かず、自分の卑しい本能を見せつけられたようだった。

　短いようで長いその間、アステラはじっと眉間に皺を寄せたまま耐えている。

　シリウスの手はまだアステラの頭を抱いたままで、放心状態も相俟って動けなかった。

　けれどしばらくして息苦しそうに、アステラが身じろぐ。

　そこでようやくシリウスの意識がはっと引き戻された。

　吐精後も熱を保った自分のものは、まだアステラの口内を埋めたまま。さっと全身から血の気のひく感覚。

　はやく抜かなければ。吐き出させてあげなければ。

　けっこうな量を出してしまった。しかも無断で。ほぼ無理やり。

　自覚すればするほどに、罪悪感と申し訳なさと自身への嫌悪感で胸が押し潰されそうだった。

　咄嗟に引こうとした腰を、アステラの手が制する。ぐ、っとシリウスの太腿に添えられていた手に力がこもり、離れることを拒む意思を見せた。

　一体なにを、とシリウスが眉を顰めた時。

　アステラの喉が上下し出した。こくり、と。

「……な、なに、してるのアステラ……！」

　目の前の光景にシリウスが悲鳴をあげる。

　俄かには信じがたい。心臓の奥が掴まれたように痛い。

　まさか──まさかまさか。

「の、飲んじゃったの……!?」

　ようやくアステラが口を開けてシリウスのものを解放する。

　その時にはシリウスのものは再びかたくなっていたけれど、さすがにそれどころではなかった。

　途端にアステラが激しく咳き込む。一瞬躊躇いつつもシリウスは、遠慮がちに手をまわしてその背中をさすった。

　それからきょろきょろと視線を彷徨わせてから、ベッド脇にあった水差しの水に目に留め、傍にあったグラスに魔法で注いでからふわりと浮かせて取り寄せた。

「ど、どうして……何やってるの、アステラ……」

「……だっ、て……」

　頭が回らないシリウスに、アステラは口元を手で拭いながら言葉を濁す。

「ごめんね、やりすぎちゃった」

「……ッ、ほ、本当に全部、飲んじゃったの……？」

「……駄目だった？」

「だ、駄目とかそういう問題じゃなくて……」

「……嫌だった？　ごめん、もうしない」

　どこか不安そうに自分を見上げるアステラに、シリウスはぐっと言葉に詰まってしまう。

　嫌とかそういう問題ではない。嫌がる以前の問題だ。

　返答に迷って彷徨わせていた視線が、アステラの口元でぴたりと止まる。アステラの背を未ださすり続ける手とは逆の、水のはいったグラスを持っていた手にぐっと力がこもった。

「シリウス……？」

　シリウスの手のなかで、パキリと音を立ててグラスがひび割れ砕け散った。

　ばしゃりと虚空に水が舞い、重力のままに落ちてシリウスのローブやアステラのコートの裾を濡らす。バチン、とどこかで鋭い金属音が響いた。

　アステラは目の前で割れたグラスにただ目を瞠り、思わず叫ぶ。

「シ、シリウス！　け、怪我は……！」

「……してない。ごめん、だいじょうぶ……」

「で、でも……」

　アステラの動揺を置いて、シリウスは淡々とした声音で砕けた硝子片を魔法で跡形もなく消し去る。

　心配するアステラに見せたその手に怪我は見当たらず、ほっと胸を撫で下ろすのが見てとれた。

　それからシリウスはアステラをじっと見据えた。

　シリウスの手の平のくぼみには、僅かに残った水がたゆたっていた。月の光をきらきらと反射させながら。

　アステラはその手を見つめ肩を落としている。おそらく水を欲していたのだろう、至極残念そうなその様子に再度謝ろうと口を開き、だけどまったく違う言葉が口から出ていた。

「……み」

「……み……？」

「見せて、口の、なか……」

「……へ……？」





　　　＊






（口のなかを？　見せる？　なぜ？）

　分からないながらもシリウスの無言の圧に、アステラは素直に従った。

　シリウスの金色に燃える瞳が何か欲情以上のものを宿しているように見えて、大人しく従っておいた方が良いと判断したのだ。

　背中に添えられたままの手は力強く、逃げられない。

　わずかに顎が痛んだけれど、なるべく悟られないようにおずおずと口を開ける。

　開けてから口内を見られることにひどく羞恥心を覚えた。

　これは、駄目だ。思っていたよりずっと恥ずかしい。しかもつい先ほどまでシリウスのものが、残っていたのに。

　何よりシリウスの視線の強さに得体の知れない感情が込み上げるのを感じた。

　一体なにを確認しているのだろう。何かヘンなスイッチでも押してしまったのだろうか。藪蛇だったなぁと、アステラは内心こっそり後悔した。

　正直もう途中から、今日は挿入までの行為は止めておこうと思ったのだ。それ以外で満足してもらおうと。

　シリウスが想像以上に複雑そうな生い立ちなのと、アステラ自身も思ったよりシリウスに引っ張られそうな自覚があったから。

　深入りしたら厄介だ。自分の目的はべつにあるのだから。

　けれどキオンから夜伽の役目を引き受けた以上は、一定の成果を残さなければいけないとも思う。手ぶらでは帰れない。

　ようは人嫌いのシリウスに、嫌悪感以上の欲情を植え付けてしまえば良いと、アステラはそう解釈した。

　なので半ば強硬手段に出た。アステラなりにシリウスの反応に気を配りながら、最大限の性技を披露した。

　そういうことを教え込まれた時期があったのだ。実技の機会がまさかこのような場になろうとは思わなかったけれど。

　結果、おおむね目論見は成功した──と言えるのだろうか。

　ただこの状況は想定していなかった。

　シリウスの視線は、アステラの口内に注がれたまま。そろそろ羞恥心に負けそうだ。なのにシリウスが退く気配は感じられない。

　身長差から背中を丸めて身をかがめるシリウスの、黒くて長い髪がアステラにも降りかかる。覆い被さるように、外界から余計なものを遮るように。

　それからふと顔を上げたシリウスは、グラスを持っていた方の手に僅かに残っていた水を自ら啜った。それからぐいとストールを引っ張って顔周りから外す。

　あ、水、とまた場違いなことを思う。だって、欲しかったのに──。

　けれど間を置いて、アステラの望みは叶えられる。

　シリウスの顔が傾きながら、ゆっくりとアステラに近づいてくる。

　背中にあった手がアステラの体を引き寄せて、いつのまにか開いた方の手が頬の輪郭に添えられていて、避けることも逃げることもかなわなかった。

　瞬きひとつしないシリウスの、金色の瞳めから視線を逸らせない。

　触れた瞬間に閉じかけていた口をむりやり開かされて、ぬるい水が口内に流れ込んだ。

　反射的に喉が鳴る。彼の唾液の混じる水を飲み込む。

　確かに水が欲しかった。けれどそれ以外のものも、いっしょにアステラの口内に入り込んでくる。

　僅かな水はあっという間に呑み干してしまったのに、まだ口内は埋め尽くされていた。

「……ん、んん、……」

「……舌……だして、気持ち悪いでしょう……？」

　ようやく離れた唇で、シリウスがアステラにささやくように請う。彼の〝言葉〟はアステラには〝効かない〟はずなのに──。

「……っ、ん……」

　いつの間にか体が先に動いてしまうからふしぎだった。

　べ、っと舌先を突き出して見せつける。彼の吐き出したものはもうほとんど残っていない。

　また、キスされる。そう思ったけれど実際には違った。

　食べられていた。舌先からまるごと全部。ぱくりとその口の中に。

　口づけよりもっとすごいこと。

　そういえばアステラは、キスの仕方はしらなかった。

「ふ、ぁ……っ」

　欲情の勝る手荒なキスは、徐々に深い口づけへと変わっていった。

　おそらくシリウスにとって初めてのその行為は、どこか手探りでたどたどしく、時折かつんと歯をぶつけるような稚拙さがあったのに、あっという間に要領を得ている節がある。

　軽く押し付けるだけだった唇は初心な少年のようだったのに咥内に侵入してくる舌先は荒々しく、欲望に忠実にアステラの口内を蹂躙する。

　そうやって熱を植え付けられて、アステラの体は抗いようのないくらい疼きを感じていた。

　舌先に絡みついて、吸い上げて、時折流し込む彼の唾液を飲まされる。こくりと上下するアステラの喉を撫でるシリウスの指先が、うっすら開けたままその様子を見つめる金の瞳が、ひどく満足そうに見えてアステラはきつく目を瞑った。先に逸らしたのが自分だなんて悔しくなる。

　いつのまにかアステラの体はぜんぶ、シリウスのローブの内側にあった。細い腕にきつく抱き締められている。下半身を押し付け合いながら。

　ぎゅうぎゅうの隙間を縫って、アステラの手はすぐ傍で未だ剥き出しのままだったシリウスのものに触れていた。ほとんど無意識で探りあてた。

　勝手に主導権を奪われた報復もある。だけど触れたい衝動のほうが強かった。

　確かめるように握り込んだ瞬間、ぴくりとシリウスの肩が跳ね、苦しげに眉を寄せる。

　それからゆっくりと、上下に動かす。先走りのおかげで滑りも良い。

　途端にまた、アステラの手のなかで硬く熱く猛っていく。

　下腹部がどうしようもなく疼いて、腰が揺れるのを止められなかった。

「……っ、ぁ……アステラ……っ」

「ん、……は、んんっ」

　アステラの頭や背中に回ったシリウスの腕に一層力がこもり、きつく密着する。シリウスの腕や胸元の装飾品が当たって衣服越しとはいえ少し痛い。なのに抵抗も文句も出てこなくて、ただ薄目で目の前の快楽に歪む顔を見つめながら行為に耽った。

（──深入りしちゃだめ。わかってる）

　そう自身に言い聞かせる。

　今夜だけ、一度きりの関係だ。しっかりと割り切らなければ。

　握っていた手に思わず力がこもり、シリウスの顔が快楽に歪んで限界を伝えている。

　アステラは構わず手を動かし続けた。いっそう強く舌を吸われて、自身もどんどん煽られる。シリウスがかたく目を瞑りぶるりとその腰が震えたとき。

「……ッ、ぁ……！　イ、く……！」

　そう零した次の瞬間にはまた強く唇を押し付けられていた。

　彼の切なげな叫びがアステラの口内から下半身まで突き抜ける。まるでシリウスの欲情に引きずられるように。

「……っ」

　耐え難くなってぎゅっと目を瞑った瞬間、ついシリウスの唇に歯を立ててしまった。目の前のシリウスの綺麗な顔が痛みに小さく呻く。

　じわりと鉄の匂いが鼻に抜け、慌てて離そうとしたのにシリウスがそれを許さなかった。しっかりと頭を抑えこまれ、また金属の弾ける音が遠くで響いた気がした。

　アステラの手の中でシリウスのものが膨らんで、白濁が爆ぜる。

　受け止めきれずにアステラの両手から零れたそれは、あたりにも欲を撒き散らした。

　ゆっくりと互いに行為を止め、はぁはぁと荒い呼吸が静寂を埋める。

　唇が腫れぼったく感じるほどに繰り返していたキスは、銀糸の余韻を残し終わりを告げた。

　ようやくシリウスの唇が離れる。ひどく名残惜し気な視線を絡み付かせながら。

　そのままきつく抱き締められた。

　耳を預けるその胸の鼓動はどこか心地良く、抱き締められる腕の痛みはどこか切なく。

　シリウスの背中につい腕をまわしてしまった。そう命令されたわけでもないのに。

「……シリウス……」

　僅かに掠れた声で、微動だにしないシリウスを呼ぶ。ゆっくりと呼吸と理性が戻ってきて、目についたのは辺りの惨状だ。

　ベッドのシーツだけでなく、互いのローブやコートも濡れて汚れてしまっている。ちゃんと綺麗にして帰れるかなと、ぼんやり思ったその時。ぐらりとシリウスの体がアステラの方へと傾いた。

　突然のことに驚きつつも一度は一緒に倒れることは耐えたけれど、体格差があるので長くはもたなかった。悲鳴を上げてそのまま床に倒れ込む。

（……え……ていうか、まさかこの状況で……？）

「シリウス……!?」

　倒れたシリウスの下敷きになりながら、何度読んでも返事はかえってこない。

　なんとかその腕から這い出て、シリウスの身体をベッドの上に転がした。

　黒くて長い髪が白いシーツの波間に揺蕩って、金の瞳は閉じられている。

　そろりと顔を覗き込むと、規則的な吐息がアステラの前髪を揺らした。

「…………寝て、る……？」

　起きていないことだけは、確かだ。

「うそぉ……」

　呆然とベッドの上で途方に暮れるアステラの後方から、半分呆れた笑いの含む声がした。

「──やけにシリウスの魔力が乱れておると思ったら……」

　はっと振り返るとそこには、見知った人物がいた。

「……キオン……！」

「ずいぶん面白いことになっとるのう」

「わ、笑いごとじゃないですよ……！」

　アステラの今の状況は悲惨なものだった。

　きっちり編みこんでいた髪は乱れ、コートや手元はシリウスの吐き出したもので汚れ、傍らには突如意識を失った相手。半泣きもいいところだ。

　そんなアステラの様子に、キオンはおかしそうに噴き出した。

「すまんすまん、そやつは平気じゃよ。今は吐き出すもの吐き出してスッキリしたんじゃろ、安定しておる。おそらく魔力が溢れるのを無理矢理抑え込もうとした反動じゃろ」

「そ、そんな風に、溢れちゃうものなんですか……？　魔力って」

　もしそうならこの行為自体がとんでもなく危険なものなのでは？

　魔力をもたないアステラには分からないけれど、意識を失ってしまうって余程のことではないのだろうか。

　青ざめるアステラにキオンは笑う。慰めにも同情にも似た表か情おで。

「こやつの魔力が異常なんじゃよ。受け皿が機能せんとこうして自らに返ってきてしまう。おぬしのせいではない」

「……異常、なんですか」

「大丈夫じゃよ、アステラ。寝ているだけじゃ」

　キオンに諭され少しだけ気持ちが落ち着いてくる。

　そうか、寝ているだけか。それもどうなのと思わなくもないけれど。

　自分の目的の為に無理やり迫ったようなものだったから、倒れるほど無理をさせてしまったのだとしたら、さすがに後味が悪かった。

「もとからこやつの魔力は溢れ気味での。身体うつわに収まりきっておらんのじゃ。いろんな方法で制御や受け皿を作ってやったりはしておるのじゃが……それらはすべてシリウスの心身と直結しておっての。今までこれほど制御不能になることはなかったんじゃが……見直す良い機会じゃな」

　言って、その視線をベッドの上で横たわるシリウスに落とす。ほんの少しだけ感傷と、罪悪感の滲む横顔だった。あまり見ない表か情おのキオンだ。

「後はわしが引き受ける。送ってやろう」

　言ってキオンがパチンと指を鳴らした。

　途端にアステラの外套コートの汚れや滲みが、跡形もなく消える。

　と同時に、一瞬にして視界が切り替わる。

　はっと見渡せば見慣れた自分の部屋の、馴染んだベッドの上だった。

　シリウスもキオンの姿もない。

　ひとり呆然とあたりを見回し、盛大に溜息を零す。

「……はぁ～」

　思わずどさりとベッドに倒れ込んだ。どっと押し寄せる疲れに脱力しながら、すぐ脇の窓の向こうを見上げる。

　満月は既に高い位置にあった。

「ちゃんと、できたのかな……」

　自分の役目はひとまず終わりで良いのだろうか。

　最初から一度だけという話だった。

　当初の目的としては距離を縮めて、キオンに言わせると〝異常〟だという魔力の恩恵に与れれば、もしくは彼の力を利用して元の世界に帰れれば、頑張った甲斐があるのだけれど──。

　今考えても仕方のないことばかりが浮かび、更に溜息が重くなる。

　この時間だとシャワーはもう使えない。キオンの魔法で綺麗にはなっているはずだけれど、気持ち的にもさっぱりしたい。

　なんとかのそりと体を起こし、せめて着替えだけでもとベッドから下りる。

　暖房もない部屋で寒さに体を竦ませながら手早く着替えを済ませ、髪を解き櫛でさっとといてベッドに潜り込んだ。

　伏せた瞼の裏側であの金色の瞳が、煌めいてなかなか寝付けない。

　きっともう会うこともないのに、お別れも言えなかった。

　それだけが唯一の心残りだった。
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　目が覚めるとシリウスはひとりだった。

　それはいつもと同じなので特に何も違和感などないはず──なのに。

　なぜか頭にひっかかる。なぜひとりなのだろうと。

　生まれてからこれまで、ほとんどずっとひとりだったのに、何を今さら。

　ひとりではないならば、〝誰〟が──。

「……ッ！　アステラ……!?」

　がばりと身体を起こして思わず叫んだ。

　起き抜けにこんなに声を張り上げたことなどほとんどない。突然の凶行に喉が驚いている。思わず咳き込むほどに。

（──アステラ……そうだ、アステラ……！）

　突如キオンが連れてきた、自分の夜伽の相手。

　暗闇のなか月明かりの下で、じっとまっすぐ自分の目を見てくる、強い視線の強さを思い出して胸が疼いた。

　げほごほと肩を揺らし胸元を押えながら、さっとあたりに視線を巡らせる。

　そこにはいつも通りの雑多な自分の部屋が、月明かりを浴びて夜に浮かんでいるだけだった。

（──いない……？）

　そこに彼女の痕跡はひとつもない。

　記憶の通りなら行為の最中に諸々汚しているはずだが、自分のローブもベッドもシーツにも汚れは見当たらなかった。

（まさか、夢……？）

　最近眠りはめっきり浅く、夢なんかほとんど見ることもなかったのに。

　夢だとしたら、なんて都合の良い夢だろう。

　魔力がない故に自分の力の影響を一切受けず、逃げず、怯えず、触れることを躊躇わず。

　凶星の王子と厭われた自分を受け容れてくれた、出会ったばかりの女の子。

　あんなにも自分の本能を曝け出したのは初めてだった。それ故に、自制も何もできなかった。だから、あんなことを──。

（夢だとしたらどこからどこまでが……？）

　いや本当に夢だったのだろうか。あんな、生々しい夢。自分の性欲などとうに枯れたと思っていたのに。

　それでも〝夢〟のなかで〝アステラ〟への行為を思い出してシリウスはかっと頬に熱が走るのを感じた。

（そうだ、なんてことを。半ばむりやり、あんな……あんな──）

　瞬間的に体が真っ先に反応してしまう。ずくりと疼く下半身と同時に、唇に鋭い痛みが走った。

「……っ」

　はっと思い出す。この痛みの理由を。

　自分が果てる直前に噛み付かれた痕だ。

　震える指先で一瞬だけ触れて、確かめて、あとはどうしてか触れられなかった。

　それは紛れもなく彼女がここにいた証。自分の寂しい虚像なんかではなく。

（──そうだ、夢なわけない）

　ようやく意識が覚醒してくる。

　首元に自ら緩めたストールがあって、それをいつものように口元に押し当てながら深く長く息を吐き出す。酸素と共に魔力の巡りを感じながら。

　あたりをよく見れば砕けた銀の装飾品の残骸があちこちに散らばっていた。それから微かに残る知らない匂い。

　この夜には確かに自分以外の誰かがいた。夢ではないという実感にシリウスの胸が知らず高鳴る。

「……夢じゃ、ない」

　今まで自分の言霊のろいのせいで、いろんなものをごく自然と諦めてきた。

　物心つく前からの癖みたいに、望みや希望を持たないように生きてきたのだ。

　特に性行為なんかはその最たるものだった。

　ただでさえ弱い部分を晒し合う行為だというのに、自分のこの自虐と加虐性を鑑みたら諦めて然るべき。一生誰とも肌を合わせることもないつもりでいた。そもそもできるわけないと思っていたのだ。

　言霊という強制力は相手の意思などお構いなしに行為を強いてしまう。

　そして自分にとって呪いである〝嘘をつけない〟という枷は、その本心から相手を嫌でも拒絶し、傷つける。なにより行為中の本心を晒すなんて羞恥に耐え難い。それまでの夜伽がすべて失敗していた原因でもある。

　彼女だけだった。その一線を越えられたのは。

「……アステラは、どこに……」

　どうして、ひとりなのだろう。この部屋には特殊な結界があり、入るのにも出るのにも制限がある。ひとりで出られるはずはない。特に彼女は魔力を有していないのだから。

「アステラなら帰したぞ」

　その声にシリウスは勢いよく振り返る。

　いつからいたのか、そこには見慣れた相手がいた。

　相変わらず気配を殺して相手の反応をからかう意地の悪さをその顔に貼り付けて。

「……キオン……！」

「おぬしが寝ている間、城内や王都の至る所で結界や術式に不備が出て大変だったのじゃぞ。なんとかわしの方で収め大事には至らなかったが……ルギウスたちも心配しておった。おまえに何かあったのかと」

「……心配してるのは、僕のことじゃないでしょ……」

　その名前にいっきに現実へと引き戻される。

　シリウスは王子としての公務を放棄し表には一切姿を見せないが、ただひきこもっているだけではない。その膨大な魔力とひきこもり時間を利用して、王都の護りを担っている。ヴィラトリア王都には城を中心に防衛魔法や結界の術式が張り巡らされており、細部の調整は現地の魔術師が担当しているが、総管轄はほとんどシリウスだ。

　非常時や異常時は国王のカストルと、第一王子のルギウスに即刻通達・感知できる仕組みになっている。

　ちなみにキオンは術式に組み込んでいないのに、勝手に関知して首を突っ込んでくる。もはや例外として無視する他ない。

「まぁ良い機会じゃから早急に術式を独立させるか、別の術者に引き継ぐことじゃな。おぬしがいつまたぶっ倒れても良いように」

「……」

　そうか。自分はぶっ倒れたのかとそこでようやく認識した。

　二度目の吐精をした後──確かに意識が遠のくのを感じた。制御下を離れた魔力が逆流してくるような、異様な感覚も。シリウスにとって初めての感覚だった。

　改めてあたりに散らばる銀の装飾品の残骸を見てぞっとする。魔力がまったく制御できていなかったということだ。これがこのまま彼女に向かっていたらと思うと──。

「まぁ得るものがあったようでなによりじゃな。カストルやルギウスにはわしから上手いこと報告しておいてやろう」

　呑気な声でそうまとめるキオンを、シリウスは思わずじとりを睨んだ。

　しかしキオンが父や兄に説明してくれるというのは助かる。おそらく上手く濁して報告してくれるのだろう。まさか夜の情事が原因で王城や王都の結界を狂わせたとはさすがに言い難い。

「次までに対策を講じておくのじゃぞ。術式を引き継ぐ魔術師の候補はルギウスが手配してくるじゃろう」

「……次？　次が、あるの？」

「あるとも。そういう命令じゃからな。おぬしのその才は引き継いでもらわねば。この国の為にも」

　──そうだ。

　そもそもの目的は、自分の血と力を残す為。生きている内に、自分の子の血に。

　背負わせるのか。この祝福ともいわれる呪いを。

　想像するだけで喉の奥から嫌悪感が込み上げるてくる。

　思わずいつもの癖で首元のストールをぐいと口に押しつけた時に、唇に残る傷痕に触れて痛みが走った。

　もう血の味はしない。思い出すのは彼女の舌の感触と温もりと水音と。匂いや、味や、漏らす声。

　知らず唾を飲む自分を恥じ首を振った。

　身勝手に思い出して昂らせている場合ではない。謝罪しなければ、アステラに。夢ではないのなら、余計に。

「あ、アステラとは……次、いつ会えるの……？」

　どことなく後ろめたさも手伝い随分小さくなった声で訊くと、キオンは面白いものでも見るようにその灰色の目を細めた。それからすっぱりと言い放つ。

「アステラとはもう会えんぞ」

「…………え？」

「アステラとは最初の一度きりの約束じゃからの。成果はそこそこ見られたようじゃし、アステラにこだわる必要はないじゃろ」

「……な、なんで……」

「次はプロの娼婦を用意してやろう。慣れたら本番じゃ。相手の候補はもう挙がっておる。おぬしが認知せんでもじゅうぶん後ろ盾を得られる縁ある家柄のな」

「……」

「アステラは慣れていそうでもアレで、ただの一介の娘じゃよ。魔力を持たないだけの、針子の娘じゃ」

　それはもう、〝ただの〟娘とは言わない気がする。

　けれどシリウスの口をついて出たのは別の言葉だった。

「……どうして……アステラだったの」

　おそらく一番の理由は、魔力をもたない故にシリウスの力の干渉を受けない稀有な娘だったからだとは容易に想像できる。

　自分が連れてこいと言ったのだ。そんな存在、いないと思ったから。

「何かあった時に、揉み消しやすいじゃろう。おぬしには前科もあるからの」

「…………最低だ」

（──そう、都合が良かったんだ。利用するのに）

「さっさと頭を切り替えて務めを果たせ。一週間後にはメルトルグとの最後の協議がこの城で行われる。おぬしも出席するのじゃぞ」

「……」

　ヴィラトリア王国は今、隣国のメルトルグと冷戦の最中だ。ある一件以来、二国間は非常に緊迫した状態が続いている。

「おそらく破談じゃ。メルトルグの提案をヴィラトリアは受け容れんじゃろう」

　それはつまり──。

「……戦争になるの？」

「カストルはその可能性が高いと見ておる。避けられるのなら、避けたいのじゃがの」

　いつも飄々とした態度で人を喰ったような笑みを浮かべるキオンの、珍しく小さな声音。それは避けられないところまで来ているのだと悟るのにじゅうぶんだった。

　ヴィラトリアは魔法大国だ。国力でもメルトルグに勝っている。

　万が一戦争という事態になっても、ヴィラトリア王国の方が圧倒的に有利のはずだ。本来ならそこまで懸念する相手ではない、はずだった。

　ここ最近になって、メルトルグの不穏なうわさを聞くまでは。

　おそらく自分は戦線に立つ。次期国王であるルギウスを戦線に送ることはしないだろう。

　けれど国家間の前線には現場で指揮をとる者が必要だ。シリウスはこう見えて戦場に立つのが初めてではない。

「……分かった」

　こんな名ばかりの王子でも、ヴィラトリアの王子としての矜持はまだ捨てていない。王子としての責務は果たせずとも、ありあまる魔力の使い道を研究し、魔術師としての経験は積んできた。国の為に尽くす義務がある。

　この突然の夜伽の命は、シリウスが戦線で命を落とす可能性を見据えてのものなのだろう。

　シリウスの為のものではない。〝言霊〟の能力を継承させる為の夜伽だ。

「……メルトルグも同じ女神を信仰する国。女神アルシェラはどちらに微笑むんじゃろうな」

　キオンのその皮肉っぽい言い方が意外だった。〝賢者〟として女神の恩恵を一番受けているのはキオンではないのだろうか。

　この世界はアルシェラという創星の女神を信仰している。魔力はその女神からの賜り物としてすべての生き物が持って生まれるものだ。

　ヴィラトリア王国は有数の魔法国家として多くの有能な魔術師を排出し、魔法は国民の生活にも深く根ざしている。

　そのなかでも王家は女神信仰が厚く、また女神からも〝祝福〟という加護を受けているとされ、王族のみに受け継がれる特別な力があった。

　そのひとつがシリウスの宿す〝言霊〟だ。

　使い方によって相手を意のままにする〝言霊〟は、代替わりのたびに国王の資質として重宝されてきた。能力は保持者が死ぬことでその血脈の次の代へと受け継がれる。

　シリウスの兄のルギウスも別の〝祝福〟を持っている。言霊とは異なるがやはり他者へ強く干渉する王の資質たる能力だ。

　けれどその能力も、使いこなせなければ意味がない。

　歴代の国王は言霊の力を持つ者が多かったせいか、幼少の頃はシリウスを国王へと推す覇権争いもあった。しかし能力は継承者本人との相性というものも大きくあり、シリウスの性格は完全に国王には不向きだった。

　生まれた時に占われた星の啓示も、不吉を表す〝凶星〟。これは歴代王族で初めてのことらしい。〝吉星〟を生まれ持った兄ルギウスとは何もかもが正反対だった。

　シリウスは早々に覇権争いから離脱した。生まれもった魔力の大きさと言霊の力が干渉し過ぎたのだ。

　幼少の頃は今よりもっと、制御負荷による言霊の魔力の暴走がひどかった。

　見るなと言葉にすれば相手の目が潰れ、黙れと叫べば喉を潰した。特にひどかったのが、歴代の継承者には例を見ない能力だった。

　シリウスの言葉が顕現するというもの。実際に存在するわけでないそれは、幻覚を見せているに近い能力だった。

　言霊の能力で、見せているのだ。シリウスの言葉から紡がれたものを。言葉ひとつで相手の脳やこの世の理にまで影響を及ぼすその規格外の力は、国王にすら手に余るものだった。

　誰もシリウスの力を上手く扱うことができず、皆シリウスを敬遠した。

　魔力の制御が可能になるまで、シリウスは特別な結界を張った北の塔で謹慎を命じられた。隔離にも近い処置だ。その真意は厄介払いに他ならない。

　時折会いに来るのは兄のルギウスと、どこにも属さない変わり者のキオンくらいだった。

　徐々に抑制する術を身に付けてからも、表に出ることは拒否し自らこの部屋にひきこもるようになった。

　国民もシリウスという第二王子の存在をほとんど認識していないだろう。第一王子であるルギウスが紛れもなく優秀な王位継承者であり、次の即位はもう決まっている。本来なら自分の血など残す必要性も感じられないくらいだ。

　必要なのは、この能力だけ。

　命を惜しむ気持ちすらシリウスにはなかった。ひとりの時間が長過ぎた。

　ただなるべくなら相手を傷つけたくない。そして何よりもうこれ以上、自分自身が傷つきたくなかった。

　だから、完全に予想外だったのだ。

　自分の力の及ばない、アステラという存在は。

（……それも、一度きりの関係だけど）

　隣国メルトルグ間との戦争の噂は既に国民の間でも流れている。

　約一年前、メルトルグ国内での情勢悪化による救援要請があり、ヴィラトリア現国王はメルトルグに魔術師使節団を派遣した。

　しかし誰ひとりとして戻らず連絡が途絶えたのが、ことの発端だった。

　その上、派遣した魔術師の返還をメルトルグが拒否したのだ。今も彼らの所在と安否は判っていない。

　不戦条約も和平協定も今やただの紙切れ同然。後はどちらが〝きっかけ〟を与えるか、という所まで来ているという。それがもうすぐ行われる協議の場だ。

　交渉が決裂したら戦争になる。その時は──。

「……自分の務めは、果たすよ」

　自分に言い聞かせるように呟いた。

　ヴィラトリアとメルトルグの国境には広大な砂漠があり、そこは不可侵の中立地帯だ。両国のどちらにも属していない。おそらく戦線はそこに立つだろう。

「戦力的にもヴィラトリアが負けることはまずないじゃろう。しかしメルトルグがただの負け戦を仕掛けるとは思えん」

「……何か策が、あるってこと……？」

「どうじゃろうな。わしは昨今のあちらメルトルグの情勢や事情には疎いからの。……じゃが」

　そこで言葉を切ったキオンは、珍しく悲観にも近い笑みを浮かべて窓の向こうに視線を向けた。灰色の瞳に映る月は、どこか色褪せて見える。

「メルトルグには昔から、ひみつの儀式があるからの。国の危機を救うとされる、救世の儀式が」





　　　＊






　アステラの朝は早い。夜明けと共に皆が集う礼拝堂から一日が始まる。

　アステラが住み込みで働く修道院は、王都の端にあるエスター教会に併設されている建物だ。孤児院も兼ねているそこは、国内で最も歴史がある修道院ながらも王都から距離があるせいか、信仰に見捨てられたような寂しさを孕んでいる。教会への礼拝者も日に数えるほどしか訪れない。

　孤児院に身を寄せる子ども達はぜんぶで七人。それから司祭とシスターがひとりずつ。住み込みで働く教会の修道者たちが、アステラを含めて三人。

　アステラは修道者シスターというよりはただの住み込みのお針子だ。ワケあって置いてもらっている身に過ぎない。

　総勢十二人が朝早くから礼拝堂の女神像の前に並び、今日も朝の祈りを捧げていた。

　この国の崇拝神は、アルシェラという創星の女神らしい。ヴィラトリアだけでなく近隣の国も大半が同一の神を崇めている。

　この世界を創ったとされる女神で、空に浮かぶ数多の星にも女神の加護が宿るといわれていた。

　夜空はアルシェラの袂たもととされ、死んだ者は皆そこに帰り眠ると信じられている。神職に就く者は星を読む者も多いらしい。

　魔力は女神からの賜り物とされているが、この孤児院にいる子ども達はそんな女神に見放された子たちだと、アステラは思う。

　生まれ持つ魔力の保有値が極端に少ないせいで生活能力に支障があるとみなされ、親に捨てられた子ども達が大半だからだ。

　それでもまったく魔力をもたないアステラよりもできることは多く、魔法だってやさしいものなら扱える。ただ修道院では魔法の使用は厳しく制限されているので、普段はあまり使わない。

　魔力主義のこの国での、待遇の格差や差別の現状が確かにここはある。孤児院出身の子ども達は基本的に学校にも通えない。就職でも制限がある。魔力の優劣における格差社会での、一番底がこの場所なのだ。

　そんな場所で毎朝毎晩感謝と祈りを女神に捧げているのだ。女神は何も与えてはくれなかったのに。

　ひとには祈り縋るものが必要だということは、アステラだって知っていた。だけど子ども達を見ていると時折やるせなくなるのだ。

　周りに倣ってかたちばかりの祈りを捧げるも、アステラにとって朝の礼拝の時間はその日の仕事の段取りを頭のなかで組み立てる時間だ。今日ばかりは僅かな雑念も混じっていたけれど。




「夜更ししてたのか？　夜中に物音がした」

　朝の礼拝を終えて食堂に向かう途中、隣を歩いていたアークが小声で訊いてきた。

　アステラはまさに口から出かけていた欠伸を慌てて呑み込む。

「そんなことな……」

「寝坊なんて珍しいもんね。アステラ、いつも朝は一番なのに」

　反対側からは同じく住み込み仲間であるスピナにひょいと顔を覗き込まれ、更に追い打ちをかけられてしまった。一瞬言葉に詰まるも、「寝付けなかっただけ」となんとか笑って曖昧に誤魔化す。

　貴族の嫡男でありながらも修道士見習いとして司祭であるレグルスに師事しているアークと、王都にあった料理屋の看板娘だったスピナは、アステラがこの修道院に来る前から住み込みで働いている〝先輩〟だ。ふたりとも年が近いので気安く接してくれる。

　アステラは一年前の夜に、キオンから預けられるかたちで身を寄せることになった。

　レグルスはキオンの古い友人らしく、快く受け入れてくれた。幸い手先が器用なのと裁縫がそこそこできたので、お針子として縫製係を受け持ちつつ、子ども達の身の回りの世話を手伝っている。

　ほとんど転がり込んだようなものなのに、誰ひとりとしてアステラの素性や事情を深くは追求せず迎え入れてくれた。特に年の近いこのふたりは何かとアステラのことを気にかけてくれる良い友人だと思っている。この世界での唯一の友人だ。

　昨夜けっきょくなかなか寝付けなかった原因のあの金の瞳が微かに過ったけれど、もう過去の出来事だ。

　見上げた空の青さに思考が切り替えられていく。やるべきことは目の前に山積みなのだ。




　朝食の準備や調理や給仕、それから片づけが終わったら洗濯をし、午前中は畑仕事と家畜の世話が主な仕事だ。魔法は使えない規則ルールなのでもちろん全部手作業でやる。魔力のないアステラと分け隔てのないこの規則は、アステラにとって有難い。

　洗濯をした後は衣服や寝具の縫製作業で午前中は終わる。

　集中して作業していると、コンコンと窓を叩く音がした。開け放っていた仕立て部屋の窓の向こうから、スピナが顔を覗かせている。その後ろにはアークもいた。

「アステラ、私アークと街まで買い出しに行ってくる」

「先生は？」

「今日も体調が優れないみたいで、部屋で休んでる。シスター・アルルは小さい子たちを見てるから、庭の子ども達をよろしくね」

「分かった、気をつけてね」

「アステラもね。今日は午後から天気が崩れるって」

「こんな良い天気なのに？」

「先生が昨日の夜に言ってたから、おそらく当たるわ」

　レグルスが言うのなら、確かに間違いないだろう。

　アステラがこの修道院で働き出してからもうすぐ一年になるが、レグルスが天気の予報を外したところを見たことがない。

　初老を迎える司祭のレグルスは体の不調が続いている。持病が悪化しているらしく、ここのところ伏せ気味なのがここ最近の一番の気がかりだ。

「わかった、気をつけるね」と素直に忠告を受け取って、「じゃあね！」と急ぎ足で離れていくスピナに手を振る。

　雨が降る前に帰ってきたいのだろう、スピナがアークをせっつく姿を微笑ましげに見送った。

（もうすぐ、一年か……）

　複雑な心境を抱え、アステラは溜息をひとつこぼした。




　きりの良いところで針立てに縫い針を刺し作業を中断する。ずっと同じ体勢でかたまっていた背中を伸ばし、道具箱の蓋を閉めた。立ち上がってエプロンとスカートの裾を払う。

　本来なら修道者シスターの資格がないと着られないこの服も、レグルスの特権で貸し与えてもらった。修道院ここにいるならそのほうが目立たないから、と。

　スピナも揃いの平服で、作業時にはエプロンを付ける。この修道院はそこまで服装に厳しくなく、シスターベールをしているのは正規の修道女であるシスター・アルルくらいだ。

　裏口から庭に出て、空を仰いだ。まだまだ降りそうもないが、洗濯物の乾き加減を見て取り込んでしまおう。濡れたらすぐには乾かせない。こんな時ばかりは魔法が使えたら便利なのにな、と都合の良いことを思ってしまう。

　自然に任せられることは自然の力を借りるのが修道院ここでの教えだ。

　成人である司祭やシスター、アークやスピナは一定以上の魔力を有しているけれど、生活する上での魔力の使用は最低限に留めている。

　この国のほとんどの生活基盤は魔力が動源だ。専用の魔導具に魔力を注ぎ、火や水や風といった基礎的な生活魔法を活用して、とても便利かつ快適に暮らせる。

　けれど、孤児院の子たちはそうはいかない。孤児院ここを出たあともこの国で生きていかなければいけないのだ。魔力が少なくてもひとりで生き抜く術を覚えなければいけない。

　アステラは一番日当たりの良い場所に広げている洗濯物を見てまわり、乾き具合を確認してまわった。お昼前のこの時間、乾くにはさすがにまだはやすぎる。もう少しこのままにしておくことにした。

　しばらくは外で天気に注視していよう。日が陰ればすぐに気付く。

　手製の柵を越えて畑を覗くと、当番の子どもたちが三人、肩を寄せ合って何やら屈みこんでいた。

　何を見ているのだろうと歩み寄る。背中を向ける子ども達はアステラの足音にも気づいていないようだ。

　どうやら三人が熱心に見つめているのは、つい最近ようやく芽を出した花の種を植えた場所。院で一番年少のミモザが植えたもので、芽が出たことをとても喜んでいたのだ。

　当の本人は今ここにはいない。シスターと共に室内で遊んでいるのだろう。

「どうしたの？　三人そろって、仲良しだね」

「……！　アステラか、びっくりしたぁ」

「驚かせてごめんね、ハウル」

　そこに並んでいたのは最年長のハウルを筆頭に、二番目に年長のミラ、そして花の種を植えたミモザと仲の良いルクスだった。みんなアステラの登場に驚いて振り返り、目を丸くしている。

　子ども達のなかで最年長といってもハウルはまだ十歳だ。それでも最年長らしく一番しっかりしていて、みんなを引っ張る頼もしい面を見せてくれる。

「見て、これ」

　そう小さな声で言ったのはルクスだった。六歳の男の子で、五歳のミモザとは本当のきょうだいのように仲が良い。

　アステラは背を屈めて促されるままにルクスの指したもの覗き込む。つい先日まで青々としていた花の芽が、地面に伏していた。

　おそらく水を与えた後なのだろう、表面には水滴がきらきらと日の光を反射して輝いていたけれど、芽そのものは新芽の色を失っているように見える。

「……弱ってる？」

「昨日もこうだった。これじゃあ花は咲かない？　アステラ」

「……どうだろう。でもまだ、枯れたわけじゃないと思うよ。元気がないのは明らかだけど」

「……どうすればいい？　ミモザが見たら、きっと哀しむ」

　呟いたルクスが俯いて肩を落としている。大切な友人を想い心を痛めるその様子にアステラの胸も痛んだ。

　その両隣にいるハウルとミラが言葉少なに慰めている。おそらく畑や花壇の当番になることの多いこの三人が、ミモザの花をずっと見守っていたのだろう。

　アステラも傍らに寄り添いじっと花の芽を見つめる。

　水も日の光もじゅうぶんだったはずなのに、この花にはきっと何かが足りなかった。もしくは芽を出したところで力尽きてしまったのだろうか。

　なんにせよアステラにはどうすることもできなかった。仮に魔法を使えたとしても、植物とはいえ命に干渉をする魔法はご法度だ。そう聞いたことがある。

　そもそもそんな高等な魔法を扱える人間は孤児院ここには──。

「──……場所が、良くないと、思う」

　その声は、突如アステラの背後から聞こえたものだった。

　ぼそりと小さく落とされた、極力声音を抑えたような男の人の声。どこかで聞いた覚えのあるような声だ。

　勢いよく振り返るアステラの視界に映ったのは──。

「……っ、……！」

　そこにいたのは、魔術師の証である濃紺のローブを纏った背の高い男。見下ろす影に顔は隠れて一切見えない。

（──だれ……!?　いつの間に、後ろに……!?）

　驚きでアステラの心臓が跳ねる。子ども達がその突然現れた闇色の訪問者に悲鳴を上げた。

　ローブと同じ色のフードを頭からすっぽりと被り、首元には複雑な紋様の長いストールをぐるぐる巻いて、その隙間から長い黒髪が零れている。ストールや髪の隙間からはきらきらと太陽の光に煌めくいくつもの装飾品が覗いていた。

　見るからにあやしいその男は、じっとアステラを見つめている。その瞳は見覚えのある金の色だった。

　そこでようやく相手に思い当たる。

（──まさか。どうしてここに）

「シリウス……!?」

　それは、もう二度と会うことはないと思っていた相手だった。

「ど、どうして、ここに……？」

　アステラの問いに、シリウスは俯いて顔を伏せてしまった。

　シリウスの部屋は確か王城の一角、北の塔だとキオンに聞いている。この修道院は王城のある王都からだいぶ遠い。周りは見通しのいい平原が広がるばかりで馬車も通っていない。街までは歩いて一時間以上かかる。客人なんてめったに来ないのだ。

　王都の街まで行けば転移魔法の中継ポイントというのがある。発動には相応の身分と魔力が必要なのでもちろんアステラは使用したことはないけれど、シリウスなら使えるのかもしれない。

　それでも街からここまでどうやって来たのだろうか。転移魔法の中継ポイントは主に都市や主要施設に置かれるもので、こんな辺境の修道院に置かれるものではない。

（仮にも王子がこんな辺鄙な所にひとりで、一体なにをしに──）

「アステラ、ひ、ひとを呼んだほうが……！」

　口を噤んだままのシリウスにひとり思考を巡らせている傍らで、ハウルが顔を青くしながらアステラにしがみついた。

　自国の王子が完全に不審者扱いだ。

「ま、まってハウル……！　だいじょうぶ、知り合い、というか……知ってるひとなの、大丈夫だよ」

「だって魔術師でしょう……!?」

　叫んだのは、アステラの後ろに隠れて泣き出したミラだった。

　シリウスが身に付けているのは確かに魔術師の目印ともいえるローブで、所属によってその色が異なる。濃紺のローブは王城所属の色だ。

　魔術師はこの国で騎士団と並ぶ国家資格だ。違法行為の取り締まりや命にかかわる緊急時において、魔法を用いての行使力と権限を持ちあわせている。

　しかし孤児院における魔術師たちは、こども達から最も嫌厭される存在でもあった。

「だいじょうぶ、確かに魔術師だけど、このひとは……」

　この国の王子さまだから──と言いかけて思わず口を噤む。さすがにそれは軽々しく口にしてはいけない気がした。

　ちらりとシリウスの方を覗き見る。子ども達の明らかな拒絶に多少の動揺と困惑と、それから悲哀が見てとれた。日の光の下でもそこだけまるで空気が暗い。

　アステラの視線にシリウスは、ぐいと首元のストールを引き上げ口元を更に隠してしまった。極力発言を控えているのは、おそらく彼なりの気遣いなのだろう。

　そういえばこの国に身を寄せて一年近く、アステラの耳にこの第二王子の名前が届いたことは一度もなかった。深層の存在なのだろう。

　対応を考えあぐねるアステラの様子を見て、シリウスがまたあの文字の可視化の魔法を目の前で紡いだ。

『ごめん、急に』

「う、ううん、普段お客さんなんてめったに来ないから、みんな驚いてるだけ」

『……ごめん、こわがらせて』

　アステラなりに気遣いのフォローをいれてみるも、本人には響いていない。心なしか文字が昨日より小さかったり歪んでいる。シリウスの心情がここまで顕著に表れることに、笑ってしまいそうになる。

　子どもたちのあからさまな怯えと拒絶はさすがにショックだったのだろう。普段ひきこもりならいっそうこうした直接的な拒絶は慣れていないのかもしれない。シリウスを拒絶しているわけではないのだけれど。

　内心同情しつつも用件を訊く。

「どうして、ここに？」

『……きのうの、ことを』

　そこまで浮かべてから、シリウスの文字が途切れる。

　それからちらりとアステラに隠れて様子を窺う子ども達へと視線を向けた。

　その視線を追って、シリウスが言葉を切った理由にはっと気づく。

　そうだ、昨夜のことは誰にも知られてはいけないのだ。子どもたちはまだ文字を読めないけれど、このまま会話を続けることは出来れば避けたい。

「ま、まってシリウス、ちょっとこっち」

　言って、シリウスの腕を掴んでぐいぐいとひき、近くの一番大きな樹のところに連れていく。

「ここでちょっと待ってて」と言い置いて、それから慌てて再び子ども達のもとへと戻り、不安げな子ども達に努めて明るく説明した。

「あの人は知り合いなの。お城の魔術師だから、ミラたちの心配しているようなことはしないよ」

「……でも」

「ローブの色が、紺色でしょう？　大丈夫、紫じゃないよ」

「……そうだけど……」

　紫色は、魔術研究所に所属する魔術師たちの色だ。孤児院ここに来るこども達は必ずそこで魔力の測定や判定を受ける。魔力量が僅少であるということは、それだけで〝異常〟扱いされるのだ。

　アステラは研究所に行ったことがないけれど、子ども達の魔術師への拒絶ぶりから察するに、良い場所と言えないことだけは確かだった。

「あのね、わたしの……友達なの」

「……友達？　あの魔術師が？」

「そう、とてもすごい魔術師なんだよ。たぶんこの国で一番とか、二番目とか、そのあたり」

　確かキオンがそんなことを言っていたはず。多少盛っても良いだろう。シリウスへの警戒心を解き株を上げる為だ。子どもは一番とか二番が好きな生き物なのだ。

「一番!?　すごい、王さまとか王子さまよりすごい魔術師なの……!?」

　アステラの言葉に目を輝かせたのはミラだった。繰り返し読んでいる絵本の王子さまに憧れるお年頃。一応シリウスも王子さまなのだけれど。

「あーー……っと、どうだろう……今度、訊いてみる」

「さっき、芽を見て場所がどうとかって、言ってた」

　おずおずと口を開いたのはルクスだった。孤児院での共通認識として魔術師への警戒心はあるようだけれど、ハウルやミラのように怯えてまではいないようだ。

　それよりもシリウスの、開口一番のあの言葉が気にかかるらしい。

　地面に伏した芽に向けられた言葉だったと、聞き逃していなかったようだ。

「すごい魔術師って、見ただけでそんなことも分かるの？　どうすればあの芽が元気になるか、分かる？」

　ルクスの縋るような表か情おに、アステラはしまったと後悔する。

　余計なことを言うべきではなかった。アステラの軽率で無責任な説明のせいで、シリウスへのハードルが上がってしまった。まさかルクスが食いついてくるなんて予想外だったのだ。

　途端にハウルとミラまで期待に満ちた瞳めでアステラを見上げてくる。言外に「どうにかなるの？」「友達なんでしょう？」と訴える目だった。

「……き、訊いて、くる……」

　もはやそう答えるしかなかった。

　子ども達の一縷の不安と強い切望の視線を背中に受け、アステラは離れた先の樹の下でひとり待つシリウスの元へと向かったのだった。
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　日の光を浴びたのなんて、いったいどれくらいぶりだろう。

　シリウスは大きな木の下で、ぼうっと遠くを見つめて思いを馳せる。

　久方ぶりに直接浴びる日光は思っていた以上にシリウスに容赦がなかった。照りつける太陽の暴力におののく。まるで俗世から離れてきた自分を責めるかのようだ。

　初対面の子ども達の予想外の怯えっぷりと拒絶ぶりも相俟って、たった数分で心身ともになかなかのダメージを負った。

　アステラが子ども達から自分を引き剥がし距離をとってくれて良かった。アステラ自身も話を聞かれたくなかったのだろうとは思うけれど。

　しばしの休憩という名の現実逃避のもと、意識をなるべく遠くに向ける。でないと今すぐにでも自室に飛んで帰りたくなってしまうのだ。目的もまだ果たせていないのに。

（王都の中継地点からもけっこう距離があった……だいぶ、遠い……）

　目の前のどこまでも広がる平原と、まっすぐに並ぶ柵が大地の輪郭を象っているのがおもしろいなとぼんやり思う。地面よりも空の面積のほうが多いのだ。城の自室からは決して見られない光景だ。街の喧噪も届かない静けさと、肌を撫でる冷たい風が心地良い。

（孤児院にいるってことは、アステラは孤児、なのか……？）

　いや、確か規定では孤児院にいられるのは十五歳までだ。そこからは一人立ちを強いられる。

　ということは職員か何かなのだろうか。そういえばキオンの説明では一介のお針子だと言っていたことを思い出す。

　今日のアステラはコート姿ではなく、修道服に真っ白なエプロンをしている。シスターが着用するようなベールはしておらず、髪は昨夜と同じように耳元できつく結ってあった。栗色の髪は日の光の下だと昨夜の印象より大分明るく見える。遠目に見つめているだけなのに、眩しくて逸らしたくなるほど。

　本当は今すぐ帰りたい。けれどそれではここまで来た意味がない。

　昨夜、アステラが帰ったあとのキオンとの会話を思い出す。アステラとはもう会えないと言われ、今度は他の女を宛てがわれると言われた。

　それでも良いからアステラに会いたいと申し出たのは、シリウスからだ。

　会って、謝罪したいと。

　相変わらず食えない顔でおかしそうに笑ったキオンの答えは一言だけ。

『だったら会いにいけば良いじゃろう、自分の足で』

　言ってキオンが消えた跡に、アステラの居場所が書かれた紙切れが残った。

　きっと後で何かしら無茶な要望があるだろう。キオンにあまり貸しは作りたくなかったのに。

　けれど多少の損得を差し引いても、自分の矜持を捨ててでも。

　もう一度会いたかった。会って、謝りたかったのだ。

　そうしてシリウスはここに来た。久方ぶりに自分の意思で自室を出て、ひとりで。

（謝って、帰る。それだけ。それだけ……）

　こうして再会してその存在を確かめてしまえば、改めて罪の意識がシリウスを襲う。

　自分の欲だけを押し付けて、あまつさえ気絶している間に別れたこと。その罪悪感を僅かでも解消する為に、こうして会いに来たに過ぎないのだ。

　アステラがシリウスの謝罪を受け容れようと受け容れまいと、きちんと謝罪してそれで今度こそ、本当に終わり──。

「──シリウス」

　呼ばれてはっと、遠くに向けていた視線を引き戻す。

　少しだけ離れた所に立つアステラが、こちらの様子を窺っていた。

　いきなり近づき過ぎないように気を遣ってくれたのだろう、シリウスがアステラの声に顔を上げたのを確認してから距離を詰める。

　慌てて木に預けていた姿勢をただし、口元をストールで隠しながらアステラに向き直る。

　そうだ、彼女とはそのまま話しても大丈夫なのだと思い直したけれど、やはり隠しているこちらの方が落ち着く。

「……アステラ」

「ごめんなさい、追いやるようなかたちになっちゃって……」

「う、いや、それは、ぜんぜん……」

　むしろこっちが謝りたい。子ども達を盛大に怯えさせてしまって申し訳ない。

　あまり自分の容姿に頓着がないので配慮を怠っていた。ひきこもりで顔色も良くない自覚はあるので、きっとひどい陰険な男に映っているのだろう。健全な子ども達には目の毒だ。

　ようやく目的地に着いてアステラの姿を見つけ、躊躇いながらも近づいてみたら、何やら人が集まって熱心に地面を見つめているものだから、つい気になって自分も覗いてしまった。そうしたらなんとなく事態が読めて、つい言葉がぽろりと出てしまったのだ。口から出る言葉には気を遣っていたつもりなのに。

「あ、の……シスター、だったんだね……」

「え、あ、ううん。違うの。この格好は仕事着みたいなものというか……働くのに馴染みやすいから着ているだけで、資格も持ってないし、ただの修道院のお針子係だよ」

「……そ、そう、なんだ……」

　確かに修道女シスターとして修道院に属するには資格がいる。そこには身分の壁がある。

　それ以上込み入ったことを訊けるはずもなく、ふたり揃って黙りこくってしまった。

　お互いに次の言葉に躊躇しているのが嫌でも分かる。

　沈黙がふたりの間に積み重なった。謝りに来たはずなのに、その相手が目の前にいるのに、言葉が出てこない。

「……あの……！」

　先に口を開いたのはアステラだった。

　シリウスが大げさなほどに体を揺らし視線を向ける。

　改めてこうして並ぶと身長差があり、自分を見上げるアステラのその様子に知らず胸が騒いだ。なぜだか目が離せない。

「さっき花壇の芽を見て、場所が良くないって言っていたでしょう？　あの芽が弱ってるのって、土のせいなの？」

「……え、っと……」

「場所を変えればいい？　あの花が咲くのを、楽しみにしている子がいるの」

　アステラが一歩距離を詰めて、シリウスの手をとる。びくりと身体を強張らせ目を瞠った。

「わたしがあの子たちにできることなんて、そう多くはないから……だからできることなら、なんだってしてあげたい。力になってあげたいの」

　拒否される前にと手を強く握りしめるられる。

「教えて、シリウス。力を貸して……！」

「……ッ」

　謝りに来た、だけなのに。

　けれどその手は振り払えなかった。

　アステラの気迫に押されて思わず後退しそうになるのを、シリウスはなんとか踏み留まる。微かに動いたブーツの底が、じゃり、と土を踏みしめた。

　掴まれた手が熱くて、小さくて、強くて。その熱が手に余る。この手をどうしたらいいか分からない。人と関わる経験の少ない自分には、あの日と同じように握り返すしかできなかった。

　ごくんと唾を飲んで、口を開く。

「……場所、もだけど……土との相性が、良くないみたい……」

「……相性？　そんなのがあるの？」

「あの花はたぶん、大きくなるにつれて広く根を張るから……もっと広いところに、植え替えた方が良い、かも」

「そうなの!?　ていうかあれって何の花なの？　子どもの一人がどこからか拾って来た種で、わたし達もよく分かってなくて」

「う、ごめん僕もそこまでは……ただ、周りの花と、土の色との相性は良くないみたいで……」

「色!?　色ってなに？」

「えぇっと、ごめん、識別魔法の一種なんだ……鑑定ってほどじゃないんだけど、属性を視みてみたというか……植物にも土にも、微量だけど魔力が宿ってるから……」

「そういえばキオンもそんなこと言ってたっけ」

　シリウスの返答にアステラはしばし考え込み、それから「うん」と呟いて顔を上げた。昨夜と同じあのまっすぐな目で見上げられると落ち着かないのでやめてほしい。しかも嫌な予感がする。

「来て、シリウス！　手伝って！」

「え、えぇ……!?」
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　……まずいことになった。

「このお兄さんが、手伝ってくれます！」

　戻ってきたアステラの言葉に、子ども達が一様に戸惑いの表情を浮かべている。

　それもそのはずだ。話を聞いてくるだけかと思いきや、一緒に戻ってきて開口一番の台詞がそれなのだから。

　有無を言わせないアステラの要請に、シリウスは断ることもできなかった。

　子ども達の前で言葉を使うことを避ける為に咄嗟の拒否はできなかったのと、可視化の魔法を使うには集中力が足りな過ぎたのだ。

　その突然の提案を快く受け容れた者はおそらくその場に誰ひとりいなかった。もちろんシリウス自身を含む。

「このお花の根に対して、ここは場所が良くないんだって。どこなら良いのか、お兄さんに聞きながら植え替えを手伝ってもらおうと思って。はいみんな、スコップを持ってきて」

　アステラの指示に子ども達は、戸惑いながらも条件反射のようにこくりと頷いて動き出した。

「シリウス、どこなら相性が良いのか分かる？」

「ぅ、えっ、と……」

　言われるままにシリウスは背筋を伸ばし、あたりに視線を巡らせる。

　区画ごとに別れた畑と花壇。植えられたものによって土が帯びる属性は染まっていくものだ。何も埋っていない場所の方が馴染みやすい。

　ということを説明したかったけれど、口に出すのは躊躇われた。

　自分の言葉に害意や悪意がなくとも、無意識下で魔力が強制力を伴い、聞いた者へ干渉してしまう。時に意図せずして言葉を聞いた相手に予想外の行為を強いることもあるのだ。

　アステラは魔力を持たない故にその影響を受けないが、彼女が例外なだけだ。

　孤児院の子ども達の事情はシリウスも少なからず知っている。僅少ながらも魔力を持つのなら、言霊の干渉の対象内だ。

　口を噤んだまま戸惑うシリウスの様子にアステラもその懸念を察したらしい。隣まで来て手の平で「屈んで」と身振りで伝えられる。どぎまぎしながら身を屈めるシリウスの耳元でアステラがささやいた。

「話すの、小声なら平気？　わたしにだけ聞こえるくらい」

　シリウスの身体が思わず強張る。同時に甘い痺れにも似た電流を伴って。

「……え、た、たぶん……」

　おそらく、相手に届かなければ問題はないと認識している。シリウスの言霊は〝音〟と〝言葉〟に乗るものだからだ。ただこういった事例の子ども達を相手にしたことがほとんどないので、確証はない。

　そしてこの距離の近さと耳にかかるアステラの吐息にシリウスの意識が持っていかれる。

　くすぐったいという問題ではない。今にも触れてしまいそうな距離。シリウスの耳に揺れる飾りの音さえやけに鮮明に拾ってしまう。アステラはまったく気にしていないようだけれど。

「じゃあ、わたしに言って、わたしが伝える」

「……わ、わかった……」

「ん」

　言って、アステラが今度は自身の耳をシリウスへと傾ける。ご丁寧に顔周りの髪を耳にかけて晒しながら。

　もちろんよく聞こえるようにというアステラの気遣いだが、その無防備さにシリウスは眩暈を覚えた。

　魔力をもたない故なのかは分からないけれど、アステラは警戒心がなさ過ぎる。ふつうは逆だ。魔力がないということは、それだけ危険だということなのに。

　修道院や孤児院等の国が管理する施設には簡易的な結界はあるけれど、属する大人たちの魔力値も不揃いと聞く。それに有事以外はほとんど魔法を使わないということも。

　そんな所に己を守る術を持たないアステラはいるのか。そう思うだけでシリウスはひどく心許ない気持ちになった。

　はやる鼓動をおさえてその耳元にそっと唇を寄せる。いつも無意識に持ち上げるストールの裾を、自らそっと避けて。

　言葉にする前に吐息が漏れた。ぴくんとその細い肩が揺れて、ちらりとその目がシリウスを見上げる。昨日は気付かなかったけれど、日の光の下で見る彼女の瞳は榛色だった。シリウスの好きな色だ。自分を産んで亡くなった母親と同じ色。肖像画でしか見たことはないけれど。

　もっとその瞳めを見ていたくて、見つめていて欲しくて。

　わざとゆっくりと言葉を紡いだ。小さく、彼女だけにしか届かない声で。

「つ、土は、何も混ざっていない方がいい」

「……うん」

「花壇や畑から、離れた場所が良いと思う。だけど、日当たりの良いところ」

「わかった」

　アステラがシリウスの言葉をそのまま子ども達に伝える。まずは花の根の掘り出しが始まった。

「勝手に植え替えたらミモザが泣かない？」

「このまま枯れるよりいいと思うよ、新しい場所用に何か目印ないかな」

「この前ギルが作った挿し木の枝は？」

「カペラが全部埋めて遊んでた」

「ねぇ、手で持ちきれないよ、バケツ持ってきて誰か」

　目の前で子ども達が一生懸命にスコップで土をかけわけながら、花の根を掘り起こしている。出てきた根は小さな芽の割に想像以上に長く張っていて、ちょっとした騒ぎになっていた。

　子ども達はすぐに次の候補地を探して、揃ってその無垢な顔がシリウスに可否を問うていた。そこについ先ほどまでの怯えはもうなく、シリウスも思わず見つめ返してしまう。なんて順応性の高い生き物なのだろう。

　それから候補地の土を魔法で鑑定をして、問題ないだろうとシリウスが頷いたそばから子ども達はもう穴を掘り始めている。

　それを見つめながら、再びアステラの耳元に顔を寄せた。

「深めに、掘ったほうが良いよ、あと水は多めに。たぶんけっこう、好みのうるさい花みたいだから……」

「そんなことも分かるの？」

　ふふ、とアステラがすぐ目の前で笑って、シリウスの言葉におかしそうに目を細めた。

　どきりと心臓が跳ねる。ゆるやかに弧を描く唇は、昨日自分が触れたものだ。

　そうだ、まだ、謝っていない。

　なのに先に笑った顔を見られるなんて思ってなかった。

　自分の言葉に笑ってくれる人を、初めて見た。

　アステラ、と呼ぼうとした時。

　花の種の植え替えを終えたルクスが先にその名前を呼んだ。

「アステラ、歌うたって！　花が咲くやつ」

「え……」

「いつもの歌だよ、芽が出て花が咲く歌！」

「ちょ、ちょっとまって、今は、その……さすがに……」

「だってアステラが世話した花の方が、花が活き活きしてるって先生も言ってたよ」

　ルクスにせがまれたアステラが明らかに動揺と困惑で上ずった声を上げた。

　それから隣のシリウスを見やり、僅かに頬を染める。さすがに客人の前で歌うのは恥ずかしいのだろう。意外な一面にシリウスのいたずら心がくすぐられる。

　アステラにこそりと身を寄せ小さく訊ねた。

「アステラにも、そんな力が……？」

「ち、違うよ……！　願掛けというかジンクスというか……！」

「ジンクス？」

「植物は歌が好きって、わたしの故郷では言われてたんだけど……こっちの世界では言わないよね」

　改めて花壇に目を向けながら、どこか懐かしそうに目を細めるアステラの横顔を見つめる。

　そんな迷信ははじめて聞いた。暇さえあれば魔法の研究をするか本を読んでいるので、たいていのことは知識として把握している自負がある。けれどまだ自分にも知らないものがあったことに内心驚いた。そして、惹かれた。

「僕も、聞きたい」

「え……っ！」

　シリウスの言葉が予想外だったのか、アステラが勢いよく振り返る。

「た、ただの童謡だよ。そんな真剣に聞いてもらうほどのものじゃない」

「歌が本当に植物に、影響を与えるのか……すごく気になる」

　シリウスのその真剣な目と好奇心を滲ませた口ぶりに、アステラは言葉に詰まり視線を彷徨わせている。

　あまり人と目を合わせようとしないシリウスの、珍しいくらいに真っ直ぐな瞳にあてられて、それ以上無碍にもできなかったのだろう。

　アステラはしぶしぶといった様子で小さく息を吐きながら、ちらりとシリウスに視線を向けた。

「……本当に、何もないよ……？」

　シリウスはこくこくと嬉しそうに頷いた。

　そんな姿を横目に見ながら、アステラはおもいきり息を吸い込んで、歌い出した。花の咲く歌を。

（……魔力はぜんぜん感じない。でも）

　空気が変わっていくような錯覚がする。やさしい歌声と風に乗って。

　歓びの声が聴こえる。それがきっと、彼女自身の力なのだろう。

　短い歌をうたい終わった後で、ゆっくりとアステラはシリウスに向き直る。

　反射的に目を逸らしそうになるシリウスの腕をアステラががしりと掴んだ。

「シリウス、歌は？」

「……えっ、な、にが……？」

「あらかじめ言葉が決まっている歌を歌うだけなら、シリウスの言霊？ってやつも、平気なんじゃない……!?」

　名案とばかりに顔を輝かせるアステラの、言っている意味がよくわからなかった。それよりもアステラの歌に心が奪われていたから。

　確かにアステラのその歌にはきっとなんの効力もないだろう。それなのに。

　歌うその横顔が胸に焼け付いてしまった。雷に打たれたかのように息が止まって、今この時を止めてしまいたいほどに。

「シリウスも歌ってみたら？」

　シリウスの胸中など知る由もなく、アステラはシリウスのローブをぐいぐいとひっぱりながら興奮気味に見上げてくる。まるで名案とばかりに顔を輝かせて。

　あまりよく話を聞いていなかったなんて言ったら怒られるだろうか。その姿に見惚れていたなんて決して口にできず、ほとんど無意識に首を横に振っていた。

　シリウスの発する言葉に、乗せられる魔力の大きさに、強制力を伴ってしまう〝言霊〟という力。〝歌〟でも発現するかだなんて考えたこともなかった。

「この国にも花を咲かせる歌があるでしょう？　みんなが時々歌ってる」

　歌なんて生まれてから一度も歌ったことがない。おそらくアステラの言う歌も知らない。誰かに歌ってもらったことすら一度もないのだから。

「ムリだよ、歌自体、歌ったことない」

「だったらやってみたら？　良い機会じゃない」

「……っ」

　再度の拒絶の意思を込めて、ぶんぶんと勢いよく首を振る。

　ようやく霞んでいた意識が覚醒してきた。今とても良くない状況だ、これは。

「うーん、良い案だと思ったのになぁ……じゃあわたし達は勝手に歌うから、シリウスも歌ってみたくなったら、はいってきてね」

　歌うなんて論外だ。けれどそれを上手く説明できる自信もない。口籠っている間にアステラが子ども達に声をかけて立たせている。

「あ、アステラ……！」

　言葉を選ぼうとすると、余計に届かなくなってしまう。

　子ども達はアステラの誘いに元気よく返事をして、それからなんの躊躇もなく本当に歌い出してしまった。シリウスを置いて。

「……っ」

　それはおそらく童謡で、同じ歌詞と旋律をひたすら繰り返すだけのとても短い歌だった。

　聞いていればすぐに覚えてしまうような、そんな簡単な歌。

　陽の光と雨の恵みで芽吹きを乞う希望の歌だ。

（……あれ、聞いたこと、あるかもしれない……）

　アステラも子ども達もシリウスに強制はしなかった。いつもの日常と客人シリウスのいるほんの少しの非日常にはしゃいでいる空気が、高く空に弾けていく。

　魔力を込めた魔法だとか、特別な力だとか、そんなものではなくて。けれどシリウスの目には、世界が輝いてさえ見えたのだ。

　あの部屋の景色とはまるで違うお伽話みたいな世界だ。

　はいれるのなら、自分も。参加してみたい。この世界に。

　ほとんど無意識に口が動いていた。

　ワンフレーズだけ、つられるようにシリウスが口ずさんだ、その直後。

　ざっと天気が急変し、大粒の雨が降り出した。

「……！」

　アステラと子ども達は驚きの叫び声を上げて、世界が一瞬で表情を変える。

　シリウスは咄嗟にストールで口元を覆った。自分のしでかした事態に血相を変える。

（──しまった……！）

　自分のせいだ。口にしてしまった。

　せっかく晴れていたのに。みんな楽しそうに歌っていたのに。

　台無しにしてしまった。いつもそうだ。誰かといると必ず、相手の一番望まないことをしてしまう。自分の、〝言霊ことば〟が──。

「雨だーーーー！」

　けれどシリウスの耳に届いたのは、シリウスの予想とはおよそかけ離れた楽しそうな子ども達の声だった。

　その歓声に目と耳を疑う。そこにはもちろん子ども達に混じってアステラの声もした。

「そうだ、先生が降るって言ってたの忘れてた！」

「水やりの手間が省けたね、やったぁ」

「ここまで濡れたらもう慌てる気にもならないね」

「あーーアステラ！　洗濯物ーー!!」

「あ、しまった！　きゃーーー!!」

　突然の雨の中、声を張り上げながらみんな笑っている。この場で途方に暮れて泣いているなんてシリウスだけだった。

　どうして笑っているのかはじめ分からなかった。不遇に際して笑う人間をシリウスはほとんど見たことがない。

　何か嫌なことがあると人は、自分以外に理由や因果を求める。他人のせいにする。その方が楽だし都合も良いからだ。

　シリウスの言霊ちからのことはアステラ以外知らないので、子ども達にとっては本当に偶然でしかなかったのかもしれない。

　けれど、だから、分かった。

　すべてを〝言霊〟のせいにしたいのはシリウス自身なのだ。

　雨で重たくなったローブのフードを更にひいて、俯いた顔を隠す。誰にも見られたくない。これ以上この場を壊したくなかった。

　──良いことも、悪いことも。

　全部自分の心ひとつなのだと突き付けられる。

　同じ世界にいるはずなのに、シリウスだけがどこか遠い世界にいるみたいだった。





　　　＊






「──シリウス？」

　子ども達を室内へと促していたアステラがシリウスの様子にようやく気付いて足を止める。それから雨に打たれたまま動かないシリウスの傍へと駆け寄った。ただでさえ重たそうなローブが水を含んで更に重たそうだ。

「シリウス？　どうし──」

　俯くシリウスにそっとのばした手を、とられる。相変わらず指輪や装飾品の多いその手はごつごつとしていて冷たかった。

　滴る黒髪の隙間から金の瞳が覗いている。どきりとしたのはその目が泣いているように見えたから。思わず口を噤む。

「……昨日のこと、を……謝りたくて、来たんだ」

　小さなその声は、雨音にまぎれることなくアステラのもとへ届いた。

「……いいのに」

「良くない、ぜんぜん、良くない……」

　懺悔のようなその声も掴まれた手も震えていて、けれどその理由が見当たらなくてアステラはかける言葉に詰まってしまう。

　今なにを言ってもシリウスに届かない気がした。こんなに近くにいるのにまるでずっと遠くにいるようだった。

「ごめん、アステラ。嫌なことを、たくさんして……僕はいるだけで、みんなに迷惑をかけてしまう。けど、きみに会えて良かった。それだけ、伝えたかった」

「……シリウス？」

　ゆっくりと、慎重に。シリウスが言葉を選んでいるのがわかる。本心を本心として伝える為に。シリウスの手に力がこもりその痛みにアステラが顔をしかめるも、俯くシリウスには気付けない。

「……さよなら」

「待って、シリウス……っ」

　それだけを残して、シリウスの姿は雨音と共に掻き消えてしまった。

　掴まれていた鈍い痛みも、冷たい手の温もりも、体を打ち付けていた雨も一緒に。

　無意識に見上げた空は青かった。先ほどまでの雨など見る影もないほど晴れ渡る空。

　まるで魔法にでもかけられた気分。

　そこまで考えて、ふとようやくシリウスの様子に思い当たった。

（もしかして、シリウスの言霊ちからが呼んだ雨……？）

　それで急に帰ってしまったのだろうか。まさしく水を差されて、責任を感じて。そんなこと誰も思わないのに。

（あんな、何もかもを自分のせいみたいに、言わなくてもいいのに……）

　けれどそのすべてを否定できる根拠も自信もアステラにはない。まだ昨日知り合ったばかりの彼に、語れる言葉を持ち合わせていなかった。

　ふと視線の先にあるものに思わず目を瞠る。

「虹……」

　空にかかる七色の橋を見つめて、アステラは掴まれた手の強さを思い出していた。

　相手への配慮とか加減とか、きっと不慣れなんだろうなと思う。ひとりではできないことだから。

　ひきこもりだって言っていたのに、わざわざここまで会いに来てくれた。

　自ら誰かと関わろうとしてくれたその気持ちは純粋にアステラの胸に強く響いた。

「……あの部屋からは、見えなさそうだな」

　王都はどっちの方向だっけ。アステラは街にも買い出しにも同行したことがないので方角はよく分からないけれど、いつもスピナ達が消えていくあたり。

　ちょうど平野の地平線の向こうから荷物を抱えたアークとスピナが帰ってくる姿が見えた。

　シリウスはあんな風に誰かと並んで歩いたこともないのだろうか。

　彼にも見せてあげられたら良かった。

　たぶんシリウスは、雨上がりに見上げる空を知らない気がした。









第四章　願いを結ぶ











『あれからもう三日じゃぞ、いつになったら次の娘に会うつもりじゃ、扉の結界まで強化しおって、わしも暇ではないんじゃぞ。お膳立てまでしてやったアステラとは、あの後いったいどうなったんじゃ！　報告もなしとは薄情過ぎやせんかまったく！』

　キオンの溢れんばかりの小言が、やる気なくペンを走らせるシリウスに降りかかってくる。

　けれどこの場にキオンの姿はない。その声は黄色い小鳥から発せられていた。キオンの声で文句を撒き散らしながらシリウスのまわりを飛び回っている。

　この小鳥はキオンの魔法の一種だ。かかる魔力を極限にまで抑えてあるせいか、シリウス特製の結界の隙をついて室内に侵入してきてしまうのだ。

　結界の強化はほぼキオン避けだというのにけっきょく彼には敵わない。それでも本人がいるよりはずっとマシなので、シリウスは無視を決め込んでいる。

　アステラに会いに行ってから──ひきこもりのシリウスが更にひきこもりに磨きをかけてから、三日が経った。もはや籠城に近い。

『伽を続ける気がないのなら、自分の口からカストルに言わんか。間にはいっとるわしの身にもなってみろ、板挟みじゃぞ。かわいそうに』

　机上に散乱している書類の上にちょこんととまり、その場で相変わらずしゃべり続ける小鳥姿のキオンはどう見ても暇を持て余しているようにしか見えない。

　記入し終えたばかりの紙をそこに放ると、小鳥は羽音をたて飛び立ち今度はシリウスの目の前にあるインクの瓶の上にとまった。距離が近くなって思わず顔をしかめる。

『それはそれとして、術式の引き継ぎは順調のようじゃの』

「……まぁね」

　あの日不覚にも倒れて以降、シリウスが主導となっていた城内や王都主要施設に張られている結界の術式は相応の地位の魔術師へと順当に引き継がれている。

　自分がいなくなってもいい準備が着々と進められ、なんとも複雑過ぎて笑えない。

　キオンの他意のない言葉にさえ今は癇に障りシリウスは思わず舌打ちを漏らした。諌めるように小鳥がピィと鳴く。

　術式を切り離した代わりにシリウスの身体への負荷が一時的に増え、体調も機嫌も大変よろしくないのだ。悪態もつきたくなる。

　今まで逃がしていた魔力の受け皿がなくなり、余る魔力が身の内でくすぶっているような感覚が心底不快で堪らない。シリウス自身が神経をすり減らして魔力の過多に耐えるしかないのが現状だ。

『今後に集中できるのは良いことじゃよ。城の空気も変わってきたからの』

「……そうだね」

　三日後には城内で隣国メルトルグとの国家間議会があり、シリウスも出席するように言われている。メルトルグにも魔術師はいるはずだ。王族もそれなりの魔力を有していると聞く。それでもヴィラトリア国との力の差は歴然だと、おそらく誰もが思っているのだろう。ヴィラトリアはあくまで大国の姿勢を崩さない。

　まだ不確定とはいえ敵国にも近い相手の国の要人を易々と城に招き入れるとは、危機管理的にどうなのか。魔法大国の驕りなのか。当日の結界はどうするつもりなのか。シリウスは既に頭が痛い。

　メルトルグにはシリウスと同じ年頃の王子がいると聞く。キオン曰くその王子がシリウスと同じように現場の戦線に赴くのではないかとのこと。

　他人との対面はひどく神経を使うので心底憂鬱ではあるけれど、自分が対峙する相手の顔くらいは見ておかなければ。

　ここまでくるとだんだん開き直ってくるもので、今シリウスの頭の中は完全にこれまで知識のみだった攻撃魔法の術式を効率化する為の新たな術式を練ることに注力している。

　そう、シリウスは今忙しいのだ。

　他のことを、ましては夜伽のことを考えている暇などない。

　シリウスは「はぁ」と息を吐き、猫背をただしてキオンに向き直る。

「夜伽のほかの女は、いらない」

　シリウスの発した言葉に黄色い鳥はぴくりと尾羽を震わせる。一瞬輪郭がぼやけたかと思ったけれど、すぐに持ち直してまた鳴き出した。

　シリウスの言葉の影響を受けても実体を伴わないその存在への干渉はそれほど大きくないようだ。その真っ黒な瞳がシリウスに向けられる。

「三日後までもう誰にも会わない。夜伽以外の責務は全うする。父上にもそう言うよ、自分で」

　いつまでも逃げてはいられない。一度くらいはちゃんと向き合わなければならない相手だろう。生まれてから数えるほどしか会ったことのない相手でも。

　現国王である父カストルは、この戦争の勝利を餞に退位する気なのだとシリウスは推測している。そして指揮官である第一王子のルギウスが国王に即位する。おそらくそういう筋書きなのだろう。自分は前線でそのお膳立てをするだけ。

　けれど、それなら。後はもう好きにさせてもらいたい。ひとりにしておいてほしい。

　どうしたって掻き乱される。自分に誰かと関わることなんて所詮ムリだったのだ。

　あのたった二日間が今でも胸を焦がすのに。

『……そうか。なら』

　シリウスの言葉の切実さをキオンも感じ取ったようだった。黄色い鳥がどこか残念そうに小さく鳴いて、窓の外に視線を向ける。

　無意識にそれを追うも、すぐにシリウスは瞼を閉じた。月を見るといやでもあの日を思い出してしまうから。

『アステラが会いたいらしいんじゃが、わしから断っておいて良いんじゃな』

　キオンの言葉に一瞬の間を置いて、ガタガタッと大きな音とともにシリウスが椅子から転げ落ちた。

　その勢いに黄色い鳥も逃げるように場所を変え、机の上の重要な書類があちこちに飛び散り舞い落ちる。

「は……な、え、だ、誰、が……？」

『でもまぁ、多少は自ら行動することを覚えたようじゃしな』

　は、っとそこでようやく気付く。

　幾重にも遮断魔法を重ねて一切の干渉と介入を拒んだこの部屋唯一の扉の向こう。そこにひとの気配を感じた。

（…………まさか）

　どくんと大きく心臓が鳴る。

　ぐるぐるに巻いたストールが呼吸の邪魔で、僅かにずらして息を吐いた。その手が微かに震えている。

　自ら張り巡らせた結界が邪魔だ。結界の向こう側を一切関知できない。

『今回だけは特別に世話を焼いてやる。前回の報告もせん薄情者には黙っておこうかと思ったが、アステラからの頼みじゃったしの。良かったな、わしが断る前で』

　シリウスは急いで立ち上がり、重たいローブの裾を翻しながら扉へと駆け寄った。

　頭の中で半ば強制的に術式を解いて扉に手をかける。魔法で開けることもできたのに、体が先に動いていた。

　勢いよく押し開いた、その向こうには。

「……こんばんは、シリウス」

　アステラがいた。

　初めて会った、あの夜と同じ姿で。

「ど、どうして……」

　扉を開けたシリウスの口から戸惑いの滲む言葉が零れる。

　アステラは一瞬視線を彷徨わせたあと、目の前のシリウスを見上げながら「入っていい？」と訊ねた。シリウスは慌てて体をひいて「ど、どうぞ」と室内へ促す。

　アステラが前回と同じ来客用ソファに腰かけると、その肩に黄色い鳥がとまった。キオンだとすぐに気付いたのか知っていたのか、驚く素振りもない。

『帰りはシリウスに送ってもらえ。こう見えてわしは忙しいからな』

「そうなんですか？」

『良いな、シリウス。修道院の座標は記録しておるじゃろう。きちんとアステラを送り届けるんじゃぞ』

「う、わ、わかった、けど……」

　状況についていけていないシリウスの返事を聞き届け、黄色い小鳥はふっと姿を消してしまった。

　ふたりきり。あの日と同じ、この部屋で。

「……」

「……」

　しんと静まりかえる部屋に、ふたりの沈黙が更に重なる。

　シリウスはぐっとストールの下で唇を噛み締めた。何か言わなければと思うのに、言葉が出てこない。

「ごめんね、急に」

　先に口を開いたのはアステラの方からだった。どこか困ったようにはにかみながら、まっすぐシリウスを見つめている。

　どくりと心臓が更に大きく鳴って、痛みに思わず顔を歪める。

　それから音が出そうなくらい勢いよく首を振って、大丈夫だという意思を伝えた。

　アステラがわざわざ会いにきてくれた理由が思い当たらない。自分はさよならをしたつもりだったから。

　だけど随分一方的な謝罪になってしまった自覚はある。もしかしたら文句のひとつでも言いにきたのかもしれない。

　思わず唾を飲むとごくりと喉が鳴った。自分からそれを問う勇気はない。

「伝えたいこととか、渡したいものとか、したいことがあって……キオンに頼んで、連れてきてもらったの」

　シリウスの想定以上に用件が山盛りで思わず目を丸くする。

　とりあえず今挙げたものの中に文句は入ってなくてほっと胸を撫で下ろした。

　シリウスもようやくアステラの隣に腰を落ち着けながら、用件を聞く気持ちが前向きになる。

　単純に自分に用があって会いに来てくれたと考えると、先ほどまでの気持ちが嘘のように心が軽くなった。

「この前はいろいろ教えてくれて、手伝ってくれて、ありがとう。ちゃんとお礼、言えてなかったから」

「そ、そんな……ぜんぜん……」

　けっきょくその後は自分のせいで台無しにしてしまったことを思うと、途端に気持ちが萎れていく。ぐいとストールを押しつけて表か情おを隠しながら、シリウスは言葉に詰まって俯くしかできない。

「あの花、あれからまた元気になって、みんな驚いてた。花の種を植えたミモザが、特にいちばん喜んでて……これ、お礼だって」

　言って、アステラがコートのポケットから折り畳まれた紙きれを取り出し、シリウスに差し出した。僅かに躊躇ってからそれを受け取る。

　アステラに「開いてみて」と促されおずおずと畳まれた画用紙を開くと、そこには紙いっぱいに描かれた七色の虹と、同じ色の糸で編まれた組紐があった。

　シリウスは驚きで目を丸くする。〝お礼〟、だなんて。

「シリウスが帰ったあとに、すごく綺麗な虹が出てたんだよ。シリウスにも見せてあげたくて……そんな話をしてたら、そのミモザって女の子が虹の絵を描いてくれたの」

「……」

「組紐は、修道院で流行ってる願掛けみたいなもので……たくさんの人の手で編むほどに、ひとの気持ちが紡がれて、その人を護ってくれる。結ぶときに願いごとをすると、切れた時に叶うんだよ」

「……はじめて、聞いた」

「じゃあ、覚えておいて。願いごとも考えておいてね」

　まるで子ども達を相手に話すようなその明るくて穏やかな話し方が、シリウスの耳にひどく心地良く届くから困ってしまう。すべてを許して受け容れているかのようにシリウスのしでかしたことには一切言及されない。

　組紐を手にとって目の前に掲げてみる。七色の不揃いで気まぐれな編み目は、端だけが几帳面に切り揃えられていた。

「もちろんわたしも編んだんだよ、シリウスを想って」

　──本当に。シリウスの知らないことばかりだ。

　出会ってからもうずっと、アステラには驚かされてばかりいる。きっと他意のないそんな言葉にさえ、泣き出してしまいたくなる。

　ずっとずっと、考えていた。

　ずっとずっと、胸の内から消えなかった。

　さよならなんて言ったことを後悔して、本当はまた会いたくて仕方なかった。

　会いたかった。

　ほかの誰かじゃなくて、きみに。

「ありがとう、シリウス」

　アステラのまっすぐなその言葉にシリウスはふるふると首を振る。お礼も素直に受け取れない自分が嫌だ。

　けれど、でも。どう受け止めていいのか分からないのだ。人と接することをずっと避けてきたから。会いに来てくれる人なんて、誰もいなかったから。

　紙を持つシリウスの手にほんの僅かに力がこもり、くしゃりと音がして慌てて力を緩めて広げなおす。

　改めてよく見ると大きな虹の下に黄色い花の絵が描かれていた。それはおそらくまだ花の色も知らない子どもが描いた、明るい未来を想像するという力そのものに思えた。

「……すごい、上手だね……綺麗だ」

「ほんと？　伝えとくね、褒めてくれてたよって」

「うん、すごく……嬉しい」

　それはぽろりと心のままに出た言葉で、シリウスの紛れもない本心だった。

　目の前でアステラの笑う気配がしてなぜだか胸がいっぱいになる。

　紙は丁寧に折り畳んで組紐と一緒に両手に収め、それからようやく顔を上げてアステラと目を合わせた。

　その瞳に自分が映る。以前はおそろしさしかなかったそれが、今は別のざわめきを連れてくる。

「シリウス、願いごとは考えた？」

「え……」

「それ、願掛けするって言ったでしょ？」

　言ってアステラは、シリウスの手を指差す。

　虹の絵の紙と──七色の組紐。結ぶということは、組紐の方のことだろう。

　アステラの意図に出遅れるシリウスの手の平から、アステラはひょいと組紐を取り上げて柔らかく笑った。

「手、出して。今考えて、願いごと」

「えっ、い、今……？」

「シリウスの願いごとが叶うように、わたしが心をこめて結ぶから」

　アステラはなんでもないことのように言うけれど。

（僕の、願いごと？　そんなもの──）

「……か、考えたこと、ない」

「それなら今、考えてみようよ。些細なことでもなんでもいいから」

　そんなことを急に言われても。

　自分はいずれ戦争に出る。すなわち命の保証もないのだ。未来なんて想像もできない。

　宣告されてからそれは、諦めにも似た気持ちで受け入れてきたつもりだった。

　だけど願いを持つということは、どんなに些細なものでも未来への〝希望〟となりそして今の未練にもなり得るもの。

　戦線に出ると決まった以上は相応の覚悟もあった。唯一の未練があるとすれば、それは今まさに目の前にあるものくらいだ。今こうしてほんの僅かな距離に、場違いなくらいに胸が騒いでいるのに。

　けれどそんなことは言えやしない。

　思わずストールで口元を押さえ言葉に詰まるシリウスに、アステラは仕方なさそうに笑った。

「じゃあ、明日の願いごとは？　ずっと先のことじゃなくても良いよ、身近なものでも。今やってることが上手くいきますようにとか、欲しいものが手に入りますようにとか」

「……」

　それなら幾分かハードルが下がった気がする。些細でも良い、願いごと。

　思わず下げた視線に自分の手が映る。相変わらず指にはごつごつとした銀の指輪が連なって、そこに更に今現在試作中でもある新しい抑制方法の痕が見えた。

　頭の片隅にいくつもある術式を最短にして最効率化する構築式を今すぐ欲しいとか、ここ最近の新しい魔力抑制方法による心身負荷をどうにかしてほしいだとか。

　確かに望むだけなら誰にも咎められないのだと気付いた。

　ふと薄暗い室内に視線を巡らせる。身近なものというけれど、シリウスにとってはこの室内がほとんど世界のすべてだった。

　この部屋ももう少しくらいは片付いてると良いなと思うし、借りっぱなしの文献を返さなきゃいけないから誰か返してくれたらいいのにとか、書き散らかした研究報告書を誰かまとめて提出してほしいとか。

　思ったより自分の横着さと無責任さに呆れるものがあった。少しだけおかしくなる。

　猫背をなおしたいし、筋肉や体力も人並みに欲しい。この前孤児院で植え替え作業をほんの少し手伝っただけで体が悲鳴を上げていた。日常生活を魔法に頼りきっているツケだ。今までそれでなんの支障もなかったけれど、外の世界に触れてみて自分の非力さを突き付けられた気がした。

　悪夢を見るのでいつからかベッドで寝なくなった。だけど本当はベッドでぐっすり眠りたい。

　口にいれてもあまり味のしない料理は残して下げるのが申し訳なくて、以来自分で用意するからと断るようになった。だけど本当は、自分の為に用意されたごはんをちゃんと食べられるようになりたい。

　考え出したらあとは雪崩のように、日頃積み重なっていた小さな不満が溢れてくる。

　今まで頓着してこなかった自分の人生に、後悔ばかりが付き纏っているのを嫌でも自覚する。命なんて惜しくもなかったはずなのに。そのままでいられたら、余程良かった。

　この孤独と苦痛がいつまで続くのか分からない自分の未来に希望は持てなかった。戦線に立つことは、ある意味でこの世界を終わりにしてくれる唯一の希望だったのかもしれない。

　けれどもう、アステラと出会う前には決して戻れないこともわかっていた。出会わなければ良かったなんて死んでも思えない。今いちばん、望んでいるのは。

「身に付ける場所によっても意味が変わるんだけど……そこまでこだわらなくてもいいか。シリウスは、利き手どっち？　利き手とは反対の手首に結んだ方が邪魔にならないかな」

　シリウスの人生を振り返るほどの感傷になど気付かず、アステラが明るく訊いてくる。

　限りなく平静を装って、大人しく左手を差し出した。「右利きなんだね」と笑ったアステラが、シリウスのローブの裾と中のシャツの袖を捲り上げて手首を晒す。

　それを見てアステラは目を丸くした。

「あれ、アクセサリー、減ってる？　前はこう、もっとじゃらじゃらしてなかった？」

　シリウスの左手の装飾品は、いくつかの指輪を残してなくなっていた。

　代わりにあるのは紺色の刺青いれずみだ。シリウスの左腕の半分くらいを埋めるように、魔法の術式が象られた複雑な紋様が広がっている。

　おそらく初めて目にするのであろうそれを、アステラは食い入るように見つめていた。

「彫って、あるの？」

「……半分、くらい。魔力抑制の魔法定着には、その方が馴染みやすかったんだ。半分は顔料だよ。後から変えられるように。まだ、左手分しかできてないけど……」

　言ってシリウスがアステラに見えるように右手を掲げる。じゃらんと金属音が連なって、シリウスの右手首や指には見覚えのある銀の装飾品が重々しく煌めいていた。

「そっか、重たそうだったから、そっちの方が良いのかな……？　よく分からないけれど」

　小さく呟きながら、その指先がそっとシリウスの腕の刺青を撫でる。

　ぴくりとシリウスの肩が跳ね、すぐに誤魔化すように短く息を吐きだした。

　触れた部分が熱い。気にも留めずにアステラは組紐を結びはじめている。

　すぐ隣でアステラの気配を感じて、脳裏に浮かぶのはあの日のことばかりだ。

　あの日も始まりはこの場所からだった。視界の端に映る奥の仕切りカーテンの向こうはベッド。熱を分け合ったのはほんの数日前だ。

　あの初めての色欲に溺れて相手を蔑ろにした罪悪感が今でもシリウスを苛むほどに鮮烈で、けれどそれを上回るほどの快楽の記憶は容易くこの体に火種を灯す。

　今欲情しているのはあきらかにシリウスだけだろう。哀しいのか虚しいのかも分からない。そもそも自分たちの関係は一体なんなのか。

　今日彼女は夜伽に来たのではない。シリウスは必死に自分を律する。

　組紐の端を持ったアステラの手がシリウスの左手首を一周し、あっという間に小さな結び目ができた。

「……訊かないの？　願いごと」

「他人が聞くものじゃないよ、胸の内でこっそり思ってて。だけど、ちゃんと願ってる。シリウスの願いが、叶いますようにって」

　一度結んだ結び目にまた同じものが重ねられて、それをきつく引っ張ってかたく結ばれる。銀の装飾品がなくなってひとつの制限しばりから解き放たれた腕に付けた、新しいお守り。だけどこれは誰も傷つけない。シリウス自身も、抱き締める相手も。

　ああそうか。アステラと再会してからずっと。

　抱き締めたかったんだ、今すぐにでも。

　結び終えて離れていこうとしていたアステラの手をとる。ふしぎそうに見上げたアステラの瞳には、欲を湛えた自分の顔が映っていた。

「僕の、今の願いなんて……ひとつだけだよ」









第五章　ふたりの請い











「……シリウス？」

「今すぐ帰った方が良い……でないと僕はまた、きみを利用してしまう」

　アステラの手を掴んだシリウスの手が微かに震えていた。その瞳は苦しそうに細められ、けれど決してアステラから逸らさない。

　シリウスは言葉を続ける。

「でも、帰したくない。本当は」

「……」

「帰らないで、アステラ」

「……シリウス」

「ここにいて」

　まるで縋るような切望だった。

　言葉を重ねる毎に強く握られる手が言いようのない熱を孕む。彼の本心はいつだってとても単純で、飾らないたったひとつの望みだ。誤魔化すことも偽ることもできないそれが〝呪い〟であり〝枷〟だと彼は厭うけれど。

　嘘でも真実でもどちらでも良い時がある。受け取る側の心次第で、言葉はいくらでもかたちを変えるものだから。

　だから今のアステラにとって都合の良い言葉を選ぶだけ。

「帰らないよ」

　心残りも未練も残さないと決めて、アステラは今日ここに来た。自分の意思で。

「あの夜のことを謝るシリウスは、まるで悪いことをしたみたいに言ってたでしょう？　わたし、それが納得いかなかった」

　始めたのはアステラの方だ。夜伽の意味だってちゃんと解っていた。

　特に傷ついてなんかいないし、謝らないでほしかった。

「わたしがしたくて、したんだよ。嫌じゃなかったから、ぜんぶ受け入れたの」

　シリウスが僅かに目を細めて泣き出しそうな顔をする。

　それから一度だけきつく目を瞑って、開くのと同時に口元のストールに手をかけて下ろし微かに震える唇があらわになった。

「わたしがあなたの夜伽を引き受けたのは、あなたにお願いがあったから。わたしもあなたのことを利用しようとしてたし、今も……してる」

　近づいてくるシリウスの顔がゆっくりと傾けられる。まだ話し途中なのに、まるでもう全部わかったみたいな顔で、待てないとでもいうように。

　だけどそれはアステラも同じ気持ちだった。

　いつの間にか腰にまわっていたシリウスの手を拒むことも咎めることもする気はない。

　キスしたかった。キスしてほしかった。

　でも最後まで言わせて欲しくて、唇同士が触れるすんでのところで自分の手の平でシリウスの唇を阻む。

「話し終わるまで待って」と小さく零すアステラに、手の平に触れたままのシリウスの唇がふっと笑った。目だけはまだ泣き出しそうなまま。

　濡れた吐息に熱が上がる。すぐ目の前で薄く開かれる金色の瞳。決して逸らされることのないその欲を湛えた視線に、体の奥が疼きを覚える。

「いいよ、僕にできることなら……なんでも叶えてあげる」

「……まだどんな内容かも、聞いてないのに？」

「聞いたって聞かなくたって関係ない。それできみがここにいてくれるなら、なんだっていい」

　熱に浮かされたその台詞に不覚にもアステラの頬に熱が走る。

　この場ですべてを言えなくても、この関係が〝夜伽〟の延長線上でしかなくても。

　甘いささやきと求められる熱量に絆されてしまう気持ちは止めようがない。

　シリウスの唇をそっと撫でたら熱い舌先で舐められてびくりと肩が跳ねる。いつの間にかアステラの吐く息も熱く、冷たい夜に霞んでいた。

「……夜伽でもいい。何が目的でも、たとえ騙されていたとしても。この前の続きを教えて、アステラ。きみじゃなきゃ嫌なんだ」

　シリウスのその切望に、返事の代わりにアステラは濡れた手の平をそっとずらした。

　待ちかねたようにシリウスの唇が夜の境界を呑み込む。

　そのまま抱きかかえ上げられてシリウスの膝の上できつく抱き締められた。ブーツはいつの間にか床に落ちていて、体重全部を預けてシリウスの首に腕を回す。

　僅か数メートル離れた場所のベッドまで移動するのすら億劫で、ソファに座るシリウスの脚に跨るように乗り上げたのはアステラの方から。そのまま腰を抱き寄せられて角度を変えてキスをする。

　シリウスの胸元の装飾品はまだごつごつと存在を主張していて、抱き締められるとアステラの胸元に容赦なく食い込んだ。アステラが小さく呻いて痛みに顔をしかめると、シリウスは慌てて僅かに距離をとる。それでも唇は重なったまま。

　触れ合わない境界がじれったくもどかしい。思い切り抱きつきたいのにそれがかなわない。息継ぎの合間に唇が少しだけ離れる。

「……今ほどこれを、邪魔だと思ったことない……」

　恨み言を言うシリウスにくすりと笑う。シリウスも自分と同じ気持ちだったことがおかしくて嬉しかった。

「でもないと大変なんでしょう？」と訊くと、拗ねたようにまた唇にかぶりつかれた。

　口づけたまま、シリウスの手がアステラのコートの釦ボタンにそろりと伸びる。

　釦ボタンまでは難なく外せたけれどその下に着ていた修道服に苦戦しているようだ。キスをやめれば手元が見えるのに、それは嫌なのか唇は離れない。

　アステラがコートを脱いでいる間におそるおそるといったふうに胸を揉みしだきつつ、真っ黒な修道服の上をシリウスの手が彷徨う。手伝おうかと迷ったけれどなんとなくやめておいた。不慣れなその手つきが、焦れたように漏らす息が、くすぐったくて心地良くてしばらく浸りたかったのだ。

　首元を詰めた白くて大きな襟に並ぶ留め具をようやく探り当てられる。外そうとする指先にアステラが一瞬身を強張らせた。嫌なわけではないのにほぼ条件反射に近い。

　その反応にシリウスの手が一瞬躊躇ったのが分かり離れそうになる手をとって胸に押し付け先を促す。少しの間を置いてシリウスの手が再開し、アステラもシリウスの重たいローブの合わせに手を伸ばした。

　分厚い魔術師用のローブの下は首元まで詰められた白いシャツとシンプルなデザインのチュニック、下はズボンとブーツだけだ。

　修道服に比べたら脱がすのは簡単で、アステラの手によってシリウスの服の胸元がすぐにはだけられる。じゃらじゃらと幾重にも重なる首回りの装飾品と緩く垂れたストールがやはり邪魔だなと思った。冷たく硬い手触りはどうしても肌になじまない。

　胸元にかかっていた長い黒髪を避けながら、辿り着いた素肌を撫で回す。

　薄い胸板や鎖骨や喉仏。あまり筋肉はないしどちらかというと痩せて骨ばっている。けれど汗ばんだ肌は触り心地が良くてアステラの気分を高揚させた。

　ローブを脱がそうか迷ったけれど、未だ被ったままのフードも首回りのストールもアステラの意思で外していいかは判らずやめた。フードもストールもシリウスの最低限の自衛だ。外すなら自分の手の方がいいだろう。

　そのかわりにシャツの釦は全部外して、ついでにベルトの金具もズボンの留め具も全部取り払って、無許可で勝手に寛げさせた。

　薄い布越しにシリウスのものに触れたとき、アステラの胸を揉んでいたシリウスの手に思わず力がこもった。「んっ、」と小さく呻いて顔を顰めるアステラに、シリウスは慌てて口を離す。

「ご、ごめん」

「だいじょうぶ、そんなに痛くないよ」

「でも、僕……加減がうまく、分からないから……」

「シリウスの好きにしていいよ。わたしも好きにするから」

　そう告げるとシリウスは小さく頷いて、真っ先に再開したのはやはり口づけからだった。

　薄く口を開けてシリウスの舌を受け容れれば、あっという間に吸い付かれる。

　口内を荒らしながら歯列や頬の内側の柔らかな部分をなぞり、また舌に戻ってきて絡めとられた。互いの唾液の混ざる音が耳について熱が上がる。

　シリウスの綺麗な顔が切なそうに歪められる。同時に下からシリウスのものを押し付けられて、アステラの下腹部も甘く疼いた。

　シリウスがようやく修道服の襟元の留め具をすべて外し、前部分を開く。一体型のワンピースなので開くのは腰のあたりまで。半ば強引に下着シュミーズがずらされて、ふるりとアステラの胸が零れ出た。冷たい外気に晒されてその先端がぴんと立ちあがっている。

「……っ」

　その光景にシリウスの金の瞳が釘づけになるのが分かり、アステラの方まで気恥ずかしくなった。小さくも大きくもないごく標準的なサイズだと自分では思っているけれど、男の人は好みがあるだろうから。好みから外れてないといいなと、そんなことを無意識に思ってしまう。

　おそるおそる触れられ、ぴくりとアステラが身を竦める。シリウスの五本全部の指がアステラの零れる胸を包み、持ち上げ、感慨深げに溜息を零した。そのいくつかの指に嵌っている指輪の硬くて冷たい感触にぞくりと背筋が粟立った。

「……やわらか……」

　おそらくほとんど無意識に零れたであろう感想は、聞かなかったことにする。純粋に恥ずかしい。

　それからシリウスはやわやわと両方の胸を揉みしだき、形を変え柔らかさを確かめ堪能するさまを間近で見つめる。いつの間にか指輪の冷たさは気にならなくなった。

　はじめは遠慮がちに触れていたそれが徐々に大胆さを増し、アステラの吐息も熱くなっていく。

「痛かったら、言って」

「……ぅ、ん……」

　不慣れだけど情熱的なその様子はとっくに忘れていた純情を思い起こさせた。たどたどしいのに貪欲で、求められる愉悦に身体が悦んでいるのがわかる。あまりにも熱心でかわいいと思ったけれど、口に出すのはさすがに自重した。

　と、油断していたところで胸の頂を摘ままれて思わず声が漏れる。そのままシリウスの顔が近づいてきたかと思ったら、食べられてしまった。

　口に含まれて、舌先で転がされ、吸われる。

「……っ、ぁ……！」

　思わず仰け反りながら、シリウスの頭を抱え込む。

　温かく柔らかなシリウスの舌に、見えないけれど確かに感じる硬くなった胸の頂が翻弄され、内側からとろりと蜜が零れるのを感じた。

　アステラの脚の間のシリウスのものが更に膨れて硬くなる。下穿きの布一枚越しの熱が堪らなくあつい。

　ほとんど無意識に腰を揺らし、修道服の丈の長いスカートの下で秘所と秘所を擦りつけ合う。見えないのに余計に興奮してどちらからともなく水音がした。

「……っ、アステラ、それ、まず、い」

「……ん、気持ち、いい」

　アステラの腰が揺れる。気持ち良い。シリウスの真っ赤に染まる顔を見ると余計に込み上げる欲情を抑えられない。

　スカートの下に手を差し込んでシリウスの下穿きをずらし、取り出す。既に硬く膨らんでいたそれを軽く握ると、シリウスが眉間に皺を寄せて呻くと同時に胸元から口が離れふるりと首を振った。けれど拒絶の言葉は出て来ない。

　膝をついて体を起こし自らスカートの裾をたくし上げた。アステラの局部を守るものは下着一枚だけ。目の前でシリウスが目を瞠り、息を呑む。

「……つ、アス、テラ」

　片方の手でスカートの裾をおさえたまま、もう片方の手でシリウスのその屹立を自らの秘所にあてがった。

「……！　まっ、まって、アステラ……！」

　アステラの大胆過ぎるその行為にシリウスが慌ててその腰を押さえて制止する。その顔は今にも泣き出しそうなほど赤くなっていた。

「待って、い、いきなり、すぎるというか」

「でも、こっちはもうきつそうだよ」

　そっと撫でつけたシリウスの男根ははちきれそうなほどに硬く勃ちあがっている。先端は涎を垂らしてそれを待ち望んでいて、アステラの指に絡みつくほど。

「……だめ？」

「だ、だめじゃ、ないけど……！」

「じゃあ、いい……？」

　この問答を以前もした気がする。ぐ、っとその先端がアステラの柔らかな泥濘に触れた。

　自らの指先で下着をずらし、既に十分に濡れていたその入口にぴったりと押し付ける。

「……っ、ぁ、ま……っ」

　抑えられたままの手に力がはいり、シリウスの戸惑いと怖気とまだどこか躊躇する心が伝わってきた。だけどやめてとは、言わないから。更に腰を押し進めた。

「あ、あぁ……っ」

　お互いはぁはぁと呼吸は荒く、噛み締めた唇からは飲みこみきれない涎が溢れる。

　抑えつけているつもりのシリウスの手はもはや形だけも同然だった。

「──はいっ、ちゃ……」

　ごくりと無意識にシリウスの喉が鳴った。痺れるように腰が震える。

　けれど沈んだのはほんの先端の部分だけ。ぐちゅりと濡れた音が耳に届いて、ぶるぶると身体が震える。

　そこでふとアステラは動きを止めた。

　シリウスは言葉を呑み込んでしまう人だから、確かめておかなければと思ったのだ。

「……こわい？　やめても、良いよ。今なら」

　アステラの質問にシリウスがびくりと顔を上げて目を合わせる。

　やめて欲しいのか、やめないで欲しいのか。

　その瞳に映る自分の顔のほうがよほど正直だった。彼にはどんな風に映っているのだろう。

　我慢できないのは自分のほうだったのかもしれない。欲しくてたまらないのは。

　お預けをされたままのシリウスが小さく答える。

「……こわい、は……ある、かも……」

「痛くは、ないと思うよ……？　とくにシリウスのほうは」

「わ、わかってる……けど、その……何か、変わる……？　この行為に、意味を求めていいのか、分からない」

　シリウスの言葉に内心アステラは首を傾げる。この行為ひとつにそれほどまでの大きな意味を求めたことはない。

　ただおそらくシリウスは、何かが変わることをおそれているのかもしれない。変化によってもたらされる何かを。

　ひとの価値観は他人にはかれない。だからアステラはアステラの物差しで、自分の答えを差し出すしかできない。

「……わからない。変わってほしいものと、変わってほしくないもの……たぶんそれぞれあると思うから」

　この行為に価値や意義を問うのなんて、きっとそれを求める人だけだ。

　ただの生殖行為でもあるし、欲の捌け口でもあるし、愛を確かめあう手段でもある。

「……アステラは……？」

「……え……？」

「アステラは、なにか、変わった……？　はじめての、とき」

　この状況でそれを訊くのは明らかなマナー違反だと思うけれど。

　しかし彼の場合は純粋に知りたいと思ったことなのだろう。悪気があるわけではないのだろうけれど、行為の最中に他の男を思い出させるなんて本来なら言語道断だ。

　アステラの微妙な空気にシリウス自身も失言に気付いたようで、さっと顔を青ざめさせた。

　まったくもう、ほんとうに。

　苦笑いと共にアステラは再び自らの腰を落とした。ぐぐ、っとその丸みを帯びた先端が、アステラの濡れそぼる入口を押し広げる。初めてではないけれど行為自体は久しぶりだ。体の自然な抵抗にアステラは眉を寄せて、は、と息を吐く。

　その不意打ちにシリウスが泣き出しそうに顔を歪め、歯を食いしばった。

「……っ、ぅ、まって、まだ、話して、……！」

「変わらないよ、なにも」

　アステラの答えにシリウスがどんな顔をしていたのかは分からない。たぶんわざと見ないように視線を逸らしていた。そうして自身の過去からも目を背けたかったのかもしれない。

「自分を変えられるのは、自分だけ、だから」

　そうして、見せつけるように。シリウスのものをゆっくりと、自分の内なかにおさめていく。

　熱のかたまりに自身が割り開かれて、先がはいってしまえばあとは自重と愛液でなんとか奥へと受け入れることができた。痛みはほとんどないけれど、圧迫感に顔をしかめる。

「……んっ……」

「……っ、あぁ……！」

　無意識に詰めていた息をようやく吐き出すと同時に身体がふるえる。些細な動きでもシリウスには響くようで、小さく呻いて顔を伏せてしまった。

　荒い呼吸が、ふたり分。

　思った以上に強張っていた身体にアステラ自身も多少強行していたことを自覚する。シリウスの気持ちよりも自分の気持ちを優先した。シリウスが拒否できないことなんて、わかりきっていた。

「……ぜんぶ、はいった、ね……」

　吐息と共に零した言葉にシリウスが僅かに顔を上げるのが分かった。長く重たい前髪の隙間から鋭く覗くその瞳は、初めての快楽を享受しようともがいているようにも見える。

　ゆっくりと緊張が解けぐずぐずに蕩けた自分の内側を、めいっぱいに埋める圧迫感が心地良い。そんなことを思うのは初めてだった。

　なぜだか少しだけ泣きたくなる。理由もよく分からず脱力していた体を持ち上げた。

「動いて、い……？　ちょっとだけ」

　あくまでアステラの主導にシリウスがどう思っているのかは分からない。けれど、好きにすると宣言はした。嫌な時は嫌だと言ってくれる。

　たぶん変えたかったのはアステラのほうだった。この行為に意味を求めているのも。

　間を置いてシリウスが頷くのを見届けてから、僅かに体勢をずらして位置を確認する。

　めくり上げたスカートの裾が邪魔で、支える力が片手では足りなくて、仕方なく裾を口に咥える。

　それから両手をシリウスのお腹のあたりに置いて自重を支え、ほんの少しだけ腰を浮かせた。ずるりとシリウスのものが引き抜かれ、けれどまたすぐに押し込める。

「……ッ、ん、ふ……っ」

「……っ、あ……！」

　ぐちんと最奥にあたる感触にきつく目を瞑って快楽に耐える。噛み締めた歯の隙間から吐息が漏れて、ぶるぶるとお腹の奥が小さく震えた。

　同時に中のシリウスのものをきゅうっと締め上げて、今度はシリウスの方が呻いて喘ぐ。

　気持ち良い、けれど。足りなくてぐりぐりと自ら腰を押し付けた。一番奥の、感じるところ。シリウスにも覚えて欲しくて繰り返す。

「ふ、ぁ……っ」

「ぅ、あぁ、だめ、そんな、しめないで……！」

　内側でシリウスのものが膨れる感触がした。その脈まで感じそうなほどに、互いに限界を感じ合う。振り絞るように両手に力を込めて、腰を持ち上げてはすぐに最奥に擦りつける行為を繰り返す。

　卑猥な水音と、ぶつかり合って喘ぐ声。アステラのものかシリウスのものかはもう分からない。

　いつの間にかシリウスの手がアステラのお尻あたりに伸びていて、アステラの動きに合わせて押し付ける行為を手伝っていた。同時に下から突き上げられる感覚。ひとりよりもふたり分の欲がぶつかり合って、とても長くは保もたなかった。

「あ、奥、ぅ……！」

「っは、ぁ、ず、るい、そんな、やらし……い、の……」

「っ、きもち、いい……、シリウス……っ」

「腰、止まらない……そんなに、気持ち良くなっちゃうの、アステラ……」

　──僕の、で。

　シリウスの吐息に混じるささやきに、ぞくりと背中を快感が駆け上がる。

　いっそう強く膣なかをしめつけて、シリウスが苦しそう唇を噛んで眉根を寄せた。

　額や頬に汗が滲んでいる。シリウスもつらそうなのに、アステラを煽る余裕はあるようだ。

　それが少し悔しくて更に動きをはやめてみるけれど、いつの間にか乱されるのはアステラの方ばかりだった。

　スカートを咥える余裕はとてもなく、けれど突き上げる行為を覚えたシリウスが今度は主導を握っていた。

　アステラはもはやスカートの裾を抱えるように握りしめて、その衝動に倒れないようにと必死に膝をついて耐えるだけ。そしてその時を待ち侘びるだけ。

　シリウスの切先が抉るように最奥を穿つそこに、溜め込まれた快楽が許容を超える。

「あぁ、も……っ、だめ、イっちゃ、う……！」

「……ま、って、アステラ、僕も、もうイく、から……っ」

　アステラの内なかの収縮がひと際大きく波打って、はっとシリウスが離れようと腰を掴んだ。その意図を察してアステラがシリウスの首に腕をまわして抱きつく。

　耳元で息を呑む気配を感じる。アステラの意図を探っているのが分かる。けれどそんな時間も余裕もなく、僅かに間を置いて強く抱き締め返された。

「っぁ、ごめ、ん、アステラ……！」

　シリウスの余裕のない掠れた声と共に、下から思い切り突き上げられる。

「っ、あ、あぁ……！」

　悲鳴にも近いアステラの嬌声を、シリウスの口が受け止めた。熱い舌がアステラの口内を埋め、ぐちゃぐちゃな下半身も彼の熱に貫かれたまま。

　お腹の奥が一層膨れる感触に、熱い血潮が最奥に注がれる感触に。

　アステラの意識は白く塗り潰され、快楽の一番高みへと押し上げられた。





　　　＊






　波が、なかなかひかない。

　頭の芯が熱く、身体の奥がいつまでも燻っている。余韻というより残り火みたいだ。

　それでもしばらくじっと待って呼吸を整えていれば、僅かながらに理性が戻ってくる。

「……アステラ……？」

　くたりと脱力し自分に体を預けるアステラに声をかける。

　ぴくりとも動かない。心臓の鼓動と呼吸だけは聞こえているので、どうやら意識を飛ばしてしまったようだ。そっとその細い背中をひと撫でして息をつく。

　数秒間迷ってから、意を決してアステラの中から自分のものを引き抜いた。それだけで喉が震えるほどの快楽がまた再燃しそうになるのを堪えながら、アステラを抱きかかえて立ち上がり部屋の奥へと向かう。

　ベッドになるべくゆっくりと彼女の体を下ろし長く深く息を吐き出す。この前と逆だなと思って微かに苦く口元が緩んだ。

　それからふと改めてアステラの姿を見下ろす。

　事後の形跡を残すその姿はそれまでの行為を生々しく映し出していた。

　編みこまれた栗色の髪は乱れ、黒い修道服の胸元ははだけて、白く飛び散った体液で汚れている。

　何より目をひいたのはアステラの胸元に残る赤い傷痕だった。大きさは様々で引っ掻いたような傷と内出血したような痕がある。どちらもまだ真新しい。

　なんだろうと思ったけれど、すぐに思い当たり自分の胸元の銀の装飾を握りしめた。じゃらりと冷たい金属の音が耳につく。

「……ッ」

　この傷は他ならぬ自分がつけたものだ。白い肌に痛々しいほどはっきりと。

（──はやくこれも、外せるようにならないと。また──）

　そこまで考えて、いいようのない虚しさに襲われる。果たして次なんてあるのだろうか。

（アステラは、キオンに頼まれた夜伽を完遂してくれただけなのに……）

　ふらりとベッドの端に腰を下ろして、手の平に魔力を集中させる。脳内で目当ての術の構築式を呼び起こして瞬きひとつで展開した。気休めにしかならないけれど、治癒の魔法だ。知識だけはあるものの専門外なので一度も使ったことがなく効果のほどは分からない。実際アステラの胸元の傷痕はほとんど残ったままだった。

　罪悪感に胸が痛くなる。女の子の身体に傷をつけるなんて。

　ふとアステラが身じろぎし、仰向けに寝ていた身体がシリウスの方に寝返りをうった。

　どきりとしたけれどアステラはまだ眠っている。伏せる睫の長い影。規則的に上下する肩と呼吸がいとおしい。

　ふとまだはだけたままの寄せられた胸元と晒された白い脚が目について、無意識に熱い吐息が漏れた。

「……アステラ……？」

　返事はない。

　シリウスはおもむろに立ち上がり、重たいローブを脱ぎ捨て首元のストールも取り払う。

　この銀の戒めを取り外せないのが忌々しい。けっきょく傷つけてしまうだけなら、いっそ取り払ってしまいたい。

　けれどシリウスの魔力の抑制はまだ不安要素が多い。特に新しい手法に移行中の今は旧来の安定した手法をそう簡単に手放せない。

　傷つけたくない気持ちは本心なのに、己の欲望を止められない。

　シリウスはぎしりとベッドに乗り上げて、アステラの肩をそっと押して再び仰向けに寝かせた。そのまま覆い被さるように顔の横に手をついて、改めて見下ろす。じゃら、と鳴る銀の装飾品が警告しているようにも聞こえたけれど気付かないフリをした。

　寝ているアステラにそっと唇を寄せる。はじめは触れるだけ。何度も重ねる内に、水音を増していく。

　それで終わればまだ良かった。

　けれどもうこの体は、口づけだけで簡単に熱を上げる。

　ちらりと自分の下腹部に目をやると、剥き出しのままの肉欲が既に硬くたち勃ち上がっていた。

「……アステラ……」

　口づけを繰り返しながらアステラの胸元に手が伸びる。ゆっくりと押し付けた指先で撫で回し、包み込むように揉みしだき先端を掠める。

　アステラの肩がぴくりと跳ねて眉根が寄った。

　今アステラが目を覚ましたら確実に気まずい。軽蔑されるかもしれない。

　起きないでと思う反面、起きて欲しいとも切に願う。ひとりで持て余す欲は虚しくて切なくて、何よりその声が聞きたい。

　自分の名前を呼ぶ声を、達する時の昂りを、気持ち良いと啼く声を。思い出すだけで腰が重たく疼く。

　昼間は修道服に身を包み修道院で働きながら子ども達の面倒も見る彼女の、乱れた姿を知る男はどれくらいいるのだろう。彼女の初めてを、許されたのは──。

　そんな考えても仕方ないことまでも頭に浮かぶ。明らかに欲情とは別の感情が急激に膨らんでいくのを感じて、シリウスは小さく唇を噛んで愛撫を再開した。

　そのまま胸元から肌を滑り、薄い腹と小さな臍のくぼみを経てベルトと布地の下を通って下着の淵に指先が辿り着く。

　そっと内側に手を滑らせるとべたりと濡れた感触がした。それがなんの跡なのかをおのずと悟り、いいようのない気持ちが湧き上がる。

　一瞬の躊躇を置いて慎重に隙間から指を滑り込ませる。

　ぐちゅ、とぬかるむ感触はおそらくアステラの愛液だけでなく、白く濁っているであろうことが想像できた。

　自分の吐き出した欲がアステラの内を埋め溢れている。その罪悪感と背徳と仄暗い悦びに心が震えた。

　更に指を押し込んで、中のものを掻き出すように動かす。僅かに内側が震えて収縮し、また己の欲情が腰を突き抜けて痛いくらいだった。

　我慢できずに体を持ち上げ、アステラを弄る右手はそのままに反対の手で自分のものをさする。

「おねがい、起きて、アステラ……」

　止まらない。

　堰を切った欲情が。

　初めて知った快楽が。

　本能のままにシリウスを突き動かす。

　我慢できずに自分で扱いたままアステラの横に手をついて身を屈め、何度も何度も口づけた。

　薄く開いた唇の隙間から舌を捻じ込んで口内を味わい尽くし、それでも起きないアステラは息苦しさからか小さく呻いて抗議し、シリウスはようやく舌を引き抜く。

　荒い呼吸と口元を拭って体を起こし、限界とばかりにアステラの脚をぐいと持ち上げそこに自分の下半身を滑り込ませた。ぎしりとベッドが大きく軋む。

　脚の付け根を押えながらそっと下着をずらして、ぐちぐちとその切先をアステラの入口に擦りつける。

　はじめ場所が分からないかと思ったけれど、先ほど指で確認したあたり。そこにあてがえばふしぎとぴったりと重なった気がした。この先の快楽をもう、自分は知っている。

　ぐ、っと。後は腰を推し進めるだけで、またあの快楽を。

　──だけど。

（────これは、ない……）

　自嘲気味にわらって、シリウスは持ち上げていたアステラの脚を下ろした。

　それから腰を落ち着けて深く息をついて項垂れる。全神経で理性を掻き集めながら。

　意識のない相手になんてことをするつもりだったんだ。自分をどんなに劣等だと蔑んでも、人としての境界は侵せない。そんなことをしたら今度こそもう二度とアステラに会えなくなる。それだけは嫌だった。

　また会えるのかも分からないのに。だったらいっそと、思うのに。

　この一線は侵せない。相手の気持ちを蔑ろにはできない。過去の自分を救えなくなる。

　その時ふたたびベッドが軋む音を立てた。

「……シリウスは、やさしいね」

「……！」

　はっと顔を上げると、目を覚ましたらしいアステラの苦笑いの顔が見える。

　シリウスからみるみる血の気がひいていった。

「い、いつから、起きて……!?」

「少し前、かな……？」

「……っ！」

「あ、ローブ脱いだんだね」

「ご、ごめ……！」

「やっと顔が見えた」

「ごめん……っ」

　罪悪感と後ろめたさでまともに顔が見られなかった。未遂とはいえ熱に浮かされるままにさんざんしでかした行為はなかったことにできるものではない。

　顔を歪めるシリウスにアステラは仕方なさそうに笑う。よいしょと身体を起こして。

「そんな顔しなくて大丈夫だよ。好きにしていいよって、言ったでしょう？」

　けれどあくまでそれは常識の範囲内だ。意識のない相手に行為を強行するなんてしていいわけがない。

　今にも泣き出しそうなシリウスの体を、アステラがゆっくりと抱き締めた。そっと胸元だけ距離を空けて、泣きたくなるくらい優しい抱擁だった。

「ちゃんと、気持ち良かった？　シリウスは」

「……気持ち、良かった……」

　微かに頷いて返すシリウスに、「良かった」と笑う気配がした。

　気持ち良かった。頭がおかしくなりそうなくらい、気持ち良かった。

　すべてアステラが手解きして先導してくれたようなものだ。まさに夜伽に他ならないのだろう、自分とのこの行為は。業務確認みたいな事務的なやりとりが寂しくなる。

　その背中に腕をまわしても思いきり抱き締めることの叶わない自分の身が忌まわしい。

「大丈夫、わたし以外のひととも、ちゃんとできるよ」

　なにげなく言われたアステラの言葉にシリウスは目を見開く。

（他の人？　アステラ以外の？）

　あぁ、でもそうだ。すっかり忘れていたけれどもとはそういう話だったのだ。

　王命により自分の能力の継承先を確保する為にどこぞの貴族令嬢に種付すること。

　その為の夜伽だった。キオンからアステラへの説明も詳細は濁しているだろうがおそらく近しい事情が伝えられていたのだろう。

　ただその経緯──シリウスが戦線に立つことまではさすがに伏せられているはずだ。戦争は国家機密。アステラも知らないはず。

　だからアステラにとってシリウスとの行為は、単純に世継ぎの為の伽の手伝いに過ぎなかったのだ。それ以上でも以下でもない。

　ようやく合点がいった。この温度差に。

「……しないよ」

「……え？」

「アステラ以外とは、もうしない」

　そもそもそんな時間も残されていない。時間があったとしても、他の女となんて論外だ。だってそれは彼女ではないのだから。

　アステラとの関係は未来も希望も名前すらもないものだ。はじめは自分だってそのつもりだったのだ。戦線に出たら帰ってくるつもりなんてなかった。帰ってくる場所もないと、そのつもりで準備していた。

　──けれど。

「アステラの、望みはなに……？」

　抱き締めることはできないけれど、その他の可能な限りの部分を触れ合わせる。アステラの首元に鼻先を埋めてわざと顔は見ないように、見せないようにした。

「こんなに体を張ってまで、アステラは何を望んでるの……？」

　シリウスの問いにアステラの体が僅かに強張る気配がした。

　きっとこれがアステラの核心だ。

「おしえて、僕が、叶えてあげる」





　　　＊






「……わたし、の……願い」

　シリウスに問われたアステラは思わず言葉に詰まってしまった。

　ここで正直に言葉にすることがなぜかひどく躊躇われたのだ。

　──アステラの願いは、元の世界へ帰ること。

　その為には膨大な魔力が必要だった。そしてその魔力をシリウスに手助けしてもらえたら、というのがこの夜伽の発端でもあったのだ。

　叶えてくれるとシリウスは言う。アステラの目的が、悲願が、達成されるのだ。

　自分は相応の働きをした。おそらく受け取って良い当然の対価だ。

　──なのに。

「……」

　そっとシリウスの腕の中から離れる。抱擁を解いて改めて向き直り、その顔を見上げた。

　シリウスの瞳は揺るぎも迷いもなく、おそらく本当にアステラの口から出る望みをその力を以て叶えてくれる気概が窺えた。

「アステラ……？」

　どうしてか言葉にできない。すべての事情を伏せて力を貸してもらいたいというのは不義理だし不誠実だとアステラは思う。力を請うなら隠しておくことはできないだろう。

　けれど、今は。

　望んで体を繋げてしまった今だけは、どうしても言葉にできなかった。

（一年間、待ったのに……シリウスとは知り合ってまだたったの数日なのに）

　割り切ったつもりでいても結局、割り切ることなどできなかった自分の見立ての甘さを思い知る。

「……今は、言えない」

「どうして？　約束は守るよ、誓約書を書いてもいい」

「う、いや、そこまでしてもらわなくても、信じてるからだいじょうぶ……」

「……」

　見るからにシリウスの顔が落胆に陰り、アステラは罪悪感に胸を掴まれる。せっかくシリウスの方から申し出てくれたのに。

「……次会った時には、ちゃんと説明できるようにしておく……そしたら、お願いする。シリウスにしか、頼めないことだから」

　今はこれで勘弁して欲しいという持ちを込めて、シリウスの顔をしっかり見て伝える。

　金色の瞳が僅かに見開いて、それからゆっくりと細められるさまにアステラは思わず見惚れてしまった。

　本当に、綺麗。その瞳も、月明かりに照らされる端整な顔も、長い黒髪も。たぶんどうしたってアステラの心を奪うものなのだ。

　だからその顔がゆっくりと近づいてくるのをなんの抵抗もなく受け入れた。

　唇に、触れる。すぐに離れて鼻先でお互いに笑ってしまった。たぶん同じことを考えていた。

「さっき僕が言ったこと、覚えてる……？」

「さっき？」

「アステラ以外とは、する気はないって」

「でも、確か偉いひとの命令じゃ……」

「僕がしたいのは、アステラだけだよ」

「……シリウス……」

「したい、アステラ。いい？　嫌なら言って」

　シリウスの気持ちの大きさに躊躇っているうちにまた唇が重なってしまう。今度は長く、深いところまで。

　ここから先はやめておいた方が良い。そう訴える理性的な自分も確かにいる。

　でも嫌だなんて言えなかった。嫌だなんて思えなかった。

　自分もしたいと思ってしまったから。

　好きだと気付いてしまったから。





　　　＊






　口づけを許されると安心する。

　再びベッドの上に仰向けになったアステラの上にシリウスが覆い被って、互いの口内を確かめ合う。

　上半身だけ晒していたシリウスの、その肌に残る銀の装飾と左手の紺の刺青が普段は臆病で繊細なシリウスをどこか危うく見せている。

　それから一瞬だけ目を合わせるとシリウスの方から動き出した。

　口づけを残したまま右手がアステラの太腿を撫で上げ、湿る下着に手をかける。ぴくりとアステラの肩が揺れ、ぎゅっときつく目を瞑るさまにシリウスの胸が知らず疼いた。

　今まではほとんどアステラがリードしてくれていたので、恥ずかしそうな姿を見るのは初めてかもしれない。

　そのままゆっくりと指を差し込んで下着をひっぱり脱がす意思を伝える。アステラは躊躇いながらもお尻を持ち上げて、下着を引き抜くのを手伝ってくれた。

　拒まれることなく自分の望みが受け入れられている。その事実に下半身が痛いほどに反応する。

　先ほどまでの行為を反芻するように、アステラの脚の間に手を伸ばす。指先が温かく湿ったぬかるみに触れ、すでに開かれていたあわいの部分はシリウスの指を難なく受け入れた。

　くちゅくちゅと上下し場所を探る途中で一番敏感な小さな芽に触れた。アステラがびくんとそれまでとは比べものにならない反応を示す。

「……っ、は、ぁ……！」

　意識のない時とはまるで違うアステラの反応に、眩暈にも似た衝動に駆られた。

　アステラは耳まで赤く染め上げてシリウスの与える快楽に翻弄されている。

　きっと一番感じる部分なのだろう、シリウスはその花芯を指先で慎重に触れつつも執拗に撫であげ、快楽に喘ぐアステラの様子を愉しんだ。

　それから少しだけ指の場所を移し入口を探り当てる。アステラの息を呑む気配。

　ぐちゅりと呑み込まれる音はいやらしく、小さな体が強張るのが分かった。

「……あ、まっ、シリウ、ス……っ」

「……ん、き、つい、ね……」

　けれどその許容を既に知っているシリウスは、ゆっくりと更に指を増やしてその内側を探るように動かした。アステラの声が、表情が、指を締め付ける内なかの反応が。すべてシリウスの腰に響く。

（──あぁ、だめ、僕のほうが……）

　拙い愛撫を切り上げて体を起こしたシリウスは、アステラの脚を広げて腰を引き寄せた。

　再び自身をアステラの入口にあてがう。ぐちゅんとわざと揺らして確かめれば、その内側からこぽりと何かが零れ落ちた。

　その光景がシリウスの残る理性を奪い去る。零れたものを自身の先端に塗り付けて纏い、そして押し込めた。彼女が好きな一番奥まで。

「……っ、あ、あぁ……っ」

　仰け反って声を上げるアステラを先ほどまでとは違う角度で見つめる。

　はだけた白い胸元を突きだすそのさまは、ひどく煽情的な光景だった。

　細い腰をしっかり持って、自身をゆっくり引き抜いては一息に押し込める。快楽が突き抜けて高みを目指す。

「あっ、は、あぁ……！」

「……っく、は、アステラ……っ」

　既に一度経験済みのはずなのに、体勢が違うだけで見えてくるものもまるで違う。

　白いシーツに明るい栗毛が波打ち、身を任せるがままのアステラはただシリウスが与える熱と欲に喘いでいた。

　打ち付けるたびに繋がった部分からぐちゅぐちゅと音がする。アステラ自身の液と、それからシリウスが吐き出したもの。今それがアステラの胎の中で混ざり合っているかと思うと、背徳と愉悦で喉が震えた。

　シリウスは腰を押し付けたまま身を屈め、更にキスを求める。こちらの方がアステラの表か情おがよく見える。それに見せつけられる。今この瞬間の、相手が誰であるかを。

「きもち、い……？　アステラ」

「ふ、ぁ、っ、ん……、きもち、いい……っ」

「……僕も、きもちいい……」

「あ、だめ、そこ……っ」

　何度目かの抽挿でアステラの良い部分にあたったらしく更にきつく締め付けられる。シリウスは呻きと共に眉根を寄せ、けれど見つけたそこを重点的に擦り上げた。

「だめ、あ、い、イっちゃ、ぅ……！」

「……っ、アステラ……！」

　できるだけ長く繋がっていたいのに。保もたないのはシリウスも同じだった。

　動くたびにじゃらじゃらと銀の装飾が警告する。思い切り抱き締めたい衝動を必死に抑えて唇を貪った。代わりに指を絡めて手を握り合う。

　今度ははじめから離れる気などなかった。アステラの体の一番深い部分でシリウスは熱と欲を注ぎこむ。初めての時よりもなぜか強く、その瞬間の激情がシリウスの胸に鮮烈に刻み込まれた。

　この感情がなんなのかは、誰に教えられなくとも知っていた。









第六章　凶星の王子
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『──〝凶星〟の真の意味を、知っておるか？　シリウス』




　幼い頃。今と寸分違わぬ容姿のキオンは、シリウスにとって師であった。

　いろんなことを教えてもらった。身に余る魔力の扱いや創星の歴史、女神のこと。それから自分が生まれ持った〝凶星〟のことも。

　凶星は破滅の星だ。何度もそう言われてきたし、記録に残る歴代の〝凶星〟を持つ者たちの末路は悲惨なものばかりだった。

　母親はシリウスを産んですぐに亡くなっている。それが一番はじめの〝罪〟だとシリウスはそう思っている。存在自体が禍の象徴なのだと。

　唯一そうではないと言ったのがキオンだった。

『さまざまな事柄に例えられる〝星〟とはな、未来であり、希望であり、それらの断片的なすべての事象を紡ぐ〝縁えにし〟のようなものじゃと、わしは思っておる』

『……縁……？』

『そして星ひとは常に天上でささやいておる。地上に残された生きとし生けるものへ、愛のうたを』

『……愛』

　シリウスにはよく分からなかった。誰も教えてくれなかったから。

『奪うよりも与えることのほうが、はるかに難しいことなのじゃよ』

『……』

『おぬしの中にもそれは確かにあるはずじゃ、シリウス。〝凶星〟はすべてを壊すものではない。すべてを変えることのできる力じゃ。おぬしが望むほうへと──な』





　　　＊＊






　先に目を覚ましたのはアステラの方だった。

　軋む体と気怠さに顔をしかめながら身じろぎをする。あたりはまだ薄暗いけれど、月の明かりもどこか遠い。

　眠い目を擦って瞬きするとすぐ目の前に眠るシリウスの顔があった。

　どきりと心臓が跳ねて、思わず出しそうになった声を慌てて両手で押し込める。

　アステラがいたのはシリウスの腕のなか。頭の後ろに回された腕と、もう片方はアステラの腰元をしっかり引き寄せている。足元はもつれて絡み合いちょっとやそっとじゃ抜け出せそうにない。

　息を潜めて目の前の寝顔をじっと見つめる。なんだかふしぎな光景だった。

　あのあとシリウスと何度体を繋げて何度果てたのかあまりよく覚えていない。ただシリウスの求めるままに応えていた記憶だけはぼんやりある。

　こうして抱き締められたままどのくらい眠っていたのだろう。とても小さなふたりの世界の、分け合う熱の温かさに胸が詰まる。

　情事の最中以外に初めてまともに見る顔があどけない寝顔で少しずるいと思った。

　このまま時を止めてしまいたい。先送りにした問題から目を背けたまま。

　じっと見つめ過ぎていたのか、シリウスの目元が微かに動いてゆっくりと瞼を持ち上げその瞳がアステラを映した。

「……アステラ……？」

「ごめん、起こしちゃった？　まだ寝てて大丈夫だよ、外、暗いから」

　とはいえ夜明け前には起きて修道院に送ってもらいたい。消灯時間後にひっそり抜け出してきたので、できるだけはやく帰りたい気持ちはある。

　けれども今はまだ、もう少し。この腕のなかで微睡んでいたい。

「起きたら、送るから……ひとりでいなく、ならないでね……」

　余程疲れて眠いのか、シリウスはそう呟くと開ききらない目でアステラを見やり、回していた腕に力をこめた。

　心配性だなぁと思いながら苦笑いが漏れる。ひどく懐かれてしまった気分。

　けれどこれは多分刷り込みと同じだとアステラは思う。ずっとひとりだったシリウスの世界がようやく開かれて、そのきっかけがアステラだった。だから思いが強く残ってしまうだけ。

　そうであって欲しい。けれど。広い世界を知ってもまだ、アステラ自分がいいと言ってくれたなら──。

　不毛な思いにアステラはそっと瞼を閉じる。やはりこの問題も、先送りだ。

　そもそもアステラひとりでは帰れないし、この腕の中から自力で出られる自信もない。「大丈夫だよ」と小声で返せば、シリウスは安堵の笑みを浮かべて口づけをしてきた。

　シリウスはどうやらかなりキスが好きだ。行為の最中もほとんどずっとしていた気がする。けれども足りないようにこうして何度でも口づけを強請って顔を寄せてくるのだ。

「シリウスは、キスが好きだね」

「……そう、かな……そう、かも」

　やりとりをしている合間にも、ちゅ、と小さな音をたてながら、唇だけでなくアステラの頬やこめかみのあたりにその優しい口づけは降り注いだ。

　ひどく眠そうなのに余念がない。思わずふふ、と笑みを零して、時折アステラもそれに応えた。

「わたしも……好き」

　アステラの、わざと主語を外したその言葉に。

　一瞬の間を置いてシリウスの目がぱちりと見開かれる。それからアステラを腕に抱いたまま、がばりと勢いよく体を起こした。

「い、今、なんて？　なんて言った？　もう一回──」

　訊き返そうとした、その時。

　コツコツと何か固いものが窓を叩く音が室内に響いた。

　はっとシリウスが警戒に身を硬くし、その金色の瞳が魔力を湛えて煌めくのがアステラにも見えた。思わずぎゅっとシリウスの腕にしがみつくように身を寄せる。

『──わしじゃ、シリウス』

　キオンの声だ。ほっと胸を撫で下ろし警戒を解く。

　シリウスが溜息と共に髪をかき上げながら窓に向かって手をかざすと、黄色い鳥が室内へと飛び込んできた。ベッド際の蝋燭立てにとまり、ふたりを見る。

『すまんの、良いところを邪魔して』

「いいよ、どうしたの……？　こんな時間に……って、時間、分からないけど」

『夜明けまでにはまだ少し時間がある。用があるのはアステラの方なんじゃが……シリウス、今すぐアステラを修道院に連れて帰れるか？　わしはいま動けそうになくての』

「……？　いい、けど……ずいぶん急だね。何か、あったの？」

　シリウスの言葉にアステラも同じ気持ちだった。

　胸がざわめく。嫌な予感がする。

　キオンの声音がいつもよりもひどく心許なさそうに聞こえたから。今は鳥の姿なので実際のキオンの表か情おはわからない。

　キオンが小さく零した言葉が暗い夜に影を落とした。




『レグルスが、女神の袂に旅立つようじゃ。見送ってやってくれ』





　　　＊






　震える指先をなんとか抑えながら、アステラは急いで身支度を進める。状況をまだうまく飲みこみきれていない。黄色い鳥キオンはすぐにまた姿を消してしまった。

（旅立つ……先生が……？）

　女神の袂に旅立つという表現はこの国では比較的よく使われる言い回しだ。

　つまり、レグルスはもうすぐ──。

「アステラ」

　天井から垂れさがる薄いカーテン越しに声をかけられ、アステラの体がびくりと跳ねた。気遣わしげなシリウスの声が届く。

「……大丈夫……？　僕は転移魔法の準備をしてくるね。用意が終わったら声をかけて」

「……うん、わかった」

　返事をして髪を結う手に力をこめる。見た目だけはなんとか整えて、シリウスの待つ蝋燭の明かりのほうへと重たい足取りで踏み出した。

　シリウスは部屋の扉の前に無理やりスペースを作り、魔法陣の描かれた大きな紙を広げてそこに何やら書き足していた。蝋燭の明かりに照らされるその横顔を僅かに離れた場所から見つめる。

　濃紺のローブにフードを頭から目深に被り、口元にはまたストールをぐるぐると巻いた見慣れたいつもの姿だった。

　シリウスはアステラの姿をちらりと確認し手を動かし続けたまま声をかけた。

「待ってね、もう終わる。できる限りの中継地点を省いて、最短で行けるようにするから」

　持っていた羽ペンを床に転がしじっと目の前の紙を見据える。それからおもむろに立ち上がったシリウスはアステラの方へと歩み寄り、その手に持っていた黒い布を広げてアステラの体を包みこんだ。

　ローブだ。魔術師用のものとは違い丈は少し短めで、金の釦ボタンと裾には同じ色の刺繍がある。サイズはアステラにちょうど良い。シリウスのものとは思えないから、わざわざ用意してくれたのだろうか。

「これ、着てて。ごめん、アステラの着ていたコートは汚しちゃったんだ」

「それはぜんぜん、構わないんだけど……」

「寒さ除けと防護の魔法もかけてある。移動にはけっこう負荷もあるから、その軽減の効果も」

「そうなんだ……ありがとう、借りるね」

「あげる。僕といるあいだは着てて。なるべく、脱がないでおいて」

　ローブの首元の釦ボタンを留めながら、シリウスがひどく真剣な顔で念を押してくる。その気迫に押されるままにアステラも頷いて承知し、ローブの合わせをぎゅっと握った。

「行こう」




　いくつかの中継地点を経由して、あっという間にふたりは修道院に帰ってきた。

　裏庭の畑のあたりに浮遊感から着地する。ちょうど先日もシリウスが現れたあたりだ。

　シリウスの胸に抱き留められるかたちで移動してきたので、よろめく足元はシリウスがそのまま支えてくれた。

　夜中だというのに修道院から明かりが漏れている。人が起きている証拠だ。

　レグルスが普段寝起きしている寝室は修道院内にある一室で、おそらくそこにみんなが集まっているであろうことが予測できた。

「……シリウス、送ってくれてありがとう……ここまでで、大丈夫」

　言って掴んでいた手を離そうとしたけれど、シリウスは努めて穏やかにそれを拒んだ。繋がったままの手に更に力をこめる。

「僕も行くよ」

「……え」

「キオンがいるのかと思ったけど、近くにその気配は感じないし……ひとりにはできない。僕も行く」

　シリウスのその提案を、アステラは躊躇いがちに頷いて受け容れた。

　気を抜くと涙が溢れそうになるアステラの手をシリウスがひく。明かりの方へ。

　そうしてもらわなければこの足は、いつまでも根を張ったように地面にくっついて歩き出せなかったかもしれない。

（──認められない。受け入れられない。先生が死ぬだなんて）

　けれど真夜中にこうこうと光る修道院の明かりを見て確信を得た気持ちもあった。

　周りは平地で夜は星がよく見えるこの修道院が強い光を放って場違いなほどに存在を主張しているさまは、どこか儀式めいて見える。まるで現実味がないのに、とうとうこの時が来てしまったんだなと悟る自分もいる。

（本当に、最後なら……言わなくちゃ。ちゃんとお礼と、さよならを──）

　胸の内で自分に言い聞かせているあいだにも、馴染んだ修道院の扉が開かれ室内へと進んでいく。

　シリウスはふしぎと迷うことなくレグルスの私室に辿り着いた。一度も来たことなどないはずなのに。

　レグルスの部屋の扉は開け放たれていて中には家族のみんながいた。部屋の真ん中にあるベッドを囲み、そこに横たわるレグルスがいる。

　一歩足を踏み入れたシリウスに、扉の一番近くにいたスピナが思わず悲鳴を上げた。

「……きゃあ！　だ、誰!?　って、アステラ……!?」

　目を赤く腫らしたスピナが、シリウスの後ろから現れたアステラに驚きつつも駆け寄って抱き締めた。「どこに行ってたの、先生が……！」という悲痛な悲鳴にアステラの胸も限界を迎える。

　部屋には子ども達の嗚咽とあちこちから先生と呼ぶ涙声が溢れていた。

　ベッドの反対側にいたアークはシリウスの存在に驚き警戒したものの、深くは言及してこなかった。

　アステラはスピナに手をひかれ、促されるままにレグルスの伏せるベッドの枕元に膝をつく。それから枕元にあった節くれだった手をそっと握り声をかけた。

「……先生」

　震えるアステラの呼びかけに、レグルスはうっすらと瞼を持ち上げる。

「……良かった、アステラ……きみへの言葉が、最後だ」

「……最後だなんて、言わないで、先生……」

「引き継ぎが、間に合わなくてね……ひとりだけ、ここの司祭を引き受けてくれる、友人がいる。だが、ぼくの体が保たなかったようだ……僅かばかり、空白ができる。その間は、キオンの元にいたほうがいいだろう」

「……分かりました。そうします、先生。だから、安心して。わたしなら大丈夫だから」

「きみは、大丈夫しか言わないからね……いつか大丈夫でなくなる日が、来ることを願っているよ、アステラ。願わくばそのとき隣に、寄り添い合える誰かが、いることを」

「……先生」

　段々とレグルスの言葉の語尾が小さく儚く消えていく。握りしめたその手はもう握り返してはくれなかった。

　一年前。砂漠でキオンに拾われたあと、古い友人であるというレグルスの元に預けられそれからとても良くしてもらった。

　家族として受け入れられ仕事という役割をもらい、「アステラ」と呼ばれることで居場所ができた。この世界のこの場所に。

　なのに自分は何も返せず最期まで心配をかけてばかり。

　伝えたい言葉はたくさんあるのに、喉の奥でつっかえて上手く出てこない。涙ばかりが溢れてくる。

「ようやくぼくも、女神の袂で……あの子に、会える……」

　そっと瞼を閉じたレグルスの言葉の意味は、アステラには分からなかった。けれど以前にシスター・アルルから聞いたことがある。レグルスは若い頃に亡き別れた恋人がいたと。

　その時、開け放たれていた窓から黄色い鳥が室内へと飛び込んできた。

　──キオンだ。

　室内を一周しシリウスの肩にとまる。

　シリウスが黄色い鳥キオンに僅かに耳を寄せ、それから顔を上げてこちらに向き直る。そして瞼を閉じ今にも天上へ旅立とうとするレグルスの傍へと近づいてきた。

　それまで見守っていたアークが「おい」と声をかけるも、シリウスに止まる気配はない。

　シリウスはアステラの隣に同じように膝をつき、周りには極力聞こえないていどの小さな声音でレグルスに話しかけ始めた。思わず固唾を呑んで見守る。

「はじめまして、レグルス司祭殿。僕は、シリウス・マレク・ヴィラトリアといいます」

「……シリウス、様」

　その名前にレグルスは一瞬思考を巡らせ、それから目の前の人物に思い当たったようだった。灰色の瞳が僅かに細められる。

「あなたの、亡くなった恋人は……黄色いワンピースを好まれていましたか」

「……ええ、ぼくが贈った、黄色いワンピースを……彼女は、気に入ってくれて」

「扉の方を見られますか。〝彼女〟が、います」

「……彼女……」

　シリウスのささやきは向けられたレグルスと隣にいるアステラにかろうじて聞こえる程度。思わずアステラも開け放たれたままの扉を振り返る。

　誰も、いない。

　レグルスもひかれるように、おそらく最後の力で扉を見つめる。けれど彷徨わせるその視線にアステラと同じ戸惑いを見た。

　思わずシリウスのローブの裾をぎゅっと握る。シリウスの意図が分からなくて。

「……シリウス……？」

「長い亜麻色の髪を三つ編みにした、紫色の瞳の若い女性です。アステラと同じくらいの年頃の。黄色いワンピースに、白いエプロンをつけた」

「……！」

　シリウスが言葉を紡ぐ内に、レグルスの目がどんどん見開かれていく。

　それからただ握られるだけだったレグルスの手が強く握り返された。その強さにアステラは息を呑んで目を瞠る。

　レグルスの視線がある一点で止まる。シリウスの言う通り扉のあたりだ。

「……ライラ」

　冬の夜の寒い風が通り抜けるだけのそこには、やはり誰も見当たらない。少なくともアステラの目には。

　けれどレグルスの目は誰かの存在を確かに認めたようだった。その目に僅かに光が戻る。

「少し、怒ってます。あなたが約束を、守らないからと」

「……やく、そく……」

　レグルスの眦から雫が零れる。誰もが息を呑み見守る中、シリウスが小さく言葉をつづけた。

「ちゃんと、自分がいなくなったあとも恋をして、幸せになると約束をしたと」

　シリウスの言葉にレグルスは微かに口元を緩めた。その視線は揺らがず一点へと注がれたまま。そこにいる相手へとレグルスは言葉を紡いでいる。

「……君も、分かっているんだろう……？　僕はずっと……幸せだった」

　レグルスの視線がベッドを囲うそれぞれへと向けられた。最後の力を振り絞るようにゆっくりと、ひとりひとりに微笑みかけながら。

「幸せだった。ありがとう、みんな」

　やがてゆっくりとその目が伏せられ、レグルスは静かに息をひきとった。

「……先生……先生……！」

　わっとベッドの周りにいた子どもたちがもう返事を返さないレグルスに縋り泣く。アステラはそっとレグルスの手を置きベッドを離れた。

　同じように距離をとったシリウスがそっとアステラを抱き締める。その腕の優しさに縋ることしかできない。今この腕をふりほどく勇気はアステラにはなかった。

　シリウスの肩にとまったままだった黄色い鳥が小さく鳴く。古い友人に別れを告げているように。

　それから黄色い鳥キオンは翼を広げて来た時と同じ窓から外に飛び立っていった。

　シリウスが顔を上げる気配が腕の中のアステラにも伝わる。

「……キオンが、呼んでいるみたいだ。行ける？　アステラ」

　小さく問うシリウスにアステラは頷き、そっとレグルスの部屋を後にした。

　もしかしたらこれが最後かもと後ろ髪をひかれる思いがしたけれど、レグルスが亡くなった以上あまり長居できない事情がある。

　裏口から裏庭に出ると少し離れた大きな樹の下にキオンがいた。黄色い鳥の姿ではない、いつもの少年の姿だ。苦い笑みを浮かべてゆっくりと手を広げる。

「アステラ」

「……キオン……っ」

　その姿を目に留めた時、アステラは思わず駆け出していた。

　次の瞬間、ゆらりとキオンの輪郭が溶けて少年のかたちから青年のかたちへと変貌し、アステラを抱き留める。

　キオンのこの姿を見るのはひどく久しぶりで、そしてそれだけ差し迫った状況であることが嫌でも察せられた。アステラも数えるほどしか見たことがない、膨大な魔力を使う際にだけ見せる〝砂漠の賢者〟キオンの本来の姿だ。

「キオン……？」

　シリウスの戸惑いを孕んだ声が後ろから小さく届く。シリウスは初めて見る姿だったのかもしれない。

「すまぬな、アステラ。レグルスのことはわしにはどうにもできんかった」

「いいんです、それはキオンの領分じゃないって、わかってます」

「レグルスから聞いたかもしれんが、この場所の引き継ぎが僅かばかり間に合わんかった。じきに結界も解かれるじゃろう」

「先生は、キオンのところへ行けって」

「わしもそれで良いかとは思っておったんじゃが……ちと事情が変わっての。おぬしを護る役目はシリウスに引き継ぐことにする」

「……シリウスに？」

　その言葉と共にアステラの視線がシリウスへと向けられる。突然指名されたシリウスは、状況を全く呑みこめていない。口元にストールを押し付けながら、「ぼ、僕……!?」と狼狽えている。

「シリウス、アステラはワケあってここには長く留まれん。わしも傍についててやれんし、このローブの効果もひどく限定的じゃ。おまえの所で匿ってやってくれんかの」

「……ま、まって、ぜんぜん話が、見えないんだけど……匿うって、何から……？」

「詳細はアステラから聞け。どうせアステラも話すつもりはあったんじゃろう？」

　いつもと目線の違うキオンに問われて、躊躇いながらもアステラは頷く。

　自分の素性や事情をいずれシリウスには話すつもりでいた。力を貸してもらう為の前提として必要だと思ったから。けれどすぐにはそれができなかったアステラの迷いまで、キオンには見透かされていた。

「良いか、アステラ。月の形を見失わぬようにな。この機会を逃したらまた一年後じゃ。その時にわしがどうなっておるかは、わし自身にもわからん」

「……キオン」

「いまこの国にメルトルグの者が来ておる。王族の者じゃ。相手はまだ把握できておらん。まさかとは思うが、用心しておいた方が良いじゃろう」

「……！」

　いつもの調子とは打って変わった真剣な面持ちのキオンの言葉に、アステラの顔がさっと強張り青くなる。キオンのローブを思わず強く握りしめて。

「シリウスとよく話せ。きっとおぬしの望みを叶えてくれるじゃろう。こやつはそういう星の男じゃからな」

　そう言ってキオンは一度アステラを抱きしめ、その腕を解く。それから改めてシリウスに向き直った。

「シリウス。わしはメルトルグの王族とは接触ができん制約決まりがある。何かあったら、アステラを守ってやってくれ」

「……何か、って……？」

「さぁのう。わしにも読めん。わしは女神から嫌われておるからの」

　自嘲にも近いその笑みにシリウスはますます戸惑いを顕わにする。

「……どうして？」

「はるか昔に、女神の申し子たる〝聖女〟を地に堕とした報いじゃ。それ以来わしの魂は死しても空にかえることは許されず、ずっと地上に繋がれたまま。そうして年月だけが過ぎ、いつしか賢者と呼ばれるようになっておった」

「……〝聖女〟？」

「メルトルグに昔からあるひみつの儀式じゃよ。ヴィラトリアの者はほとんど知らんじゃろうな。ずっとメルトルグの王族のみに継承され、秘匿されて来たものじゃから」

「待って、じゃあ、キオンは……」

「……そう。わしはかつてメルトルグの王族じゃった。もう随分昔の話じゃがな。そして、一番最初に……〝扉〟を繋いでしまった贖いを、今も探し続けておる」

　哀しみと贖罪と感傷と。その灰色の瞳には様々な感情が宿っている。その瞳をふたりに向けてキオンは笑った。

「シリウス、おぬしはわしと同じところに来てはいかんぞ。アステラを、頼む」
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　夜明けを待ってから修道院を後にしたのは、アステラが修道院の仲間たちと僅かばかりの別れの時間をとる為だった。キオンが一時的ながらその猶予を残しておいてくれたらしい。

　シリウスは裏庭の畑でアステラの別れが済むのを待っている。

　ふと覚えのある魔力の気配を辿れば、以前にシリウスが植え替えを手伝ったあの花があった。

　ひかれるように歩み寄り膝を折る。きちんと根を張り新しい居場所を得たこの花は、今も子ども達に歌を歌ってもらっているのだろうか。

　持ち上げた左腕の手首には七色の組紐が結ばれている。修道院の子ども達とアステラがお礼にと紡いでくれたものだ。そういえば直接お礼を言えたら良かったけれど、とてもそのような場合ではない。ぎゅっと手首ごと組紐を握りしめる。

「──シリウス」

　自分を呼ぶ声に顔を上げると、小さな鞄を持ったアステラが少し離れた場所に立っていた。視線が合うのを確認してから再び歩を進める。シリウスも濃紺のローブの裾をはらって立ち上がった。

「もう、いいの……？」

「うん、大丈夫」

　そう言ってアステラははにかむように笑うけれど、大丈夫なはずないということはシリウスにだってわかっていた。

　家族同然の身内を亡くし住んでいた場所を離れるのだ。それなのに小さな鞄ひとつに収まるものしかアステラは荷物を持ち合わせていないのだという。

　──アステラはこの国の人間ではない。

　それはつい先ほど聞いた事実だった。

　アステラは特殊な事情のもとキオン経由でレグルス司祭に預けられていたが、正式なルートでの入国ではないという。

　修道院など国の管理する施設にはそこを庇護する結界があり、人の出入りは把握されている。レグルスがキオンと協力して国の結界の内側に更に独自の結界を張り、アステラの存在を隠していたのだ。

　けれどレグルスの死によりその結界は解かれてしまった。キオンの時間稼ぎの結界が作用している内に修道院を出なければいけない。

　レグルス個人の独断とはいえアステラの存在が国に知れると修道院はしかるべき処分を受ける可能性がある。だからアステラは迷いなくこの場を離れることを選んだ。他の皆を巻き込まない為に。

　そしてその間はシリウスの元へ身を寄せることになった。アステラという存在への疑念は多々あったけれど、シリウスはそれを受け容れた。キオンに託されたのもあるが、今アステラと離れたらもう会えない気がしたからだ。

「来る時ほどの無茶はできないから、帰るのに少し時間がかかるかもしれない」

「大丈夫、ここを離れられれば、それで」

「……わかった、行こう」

　確かめなければいけないことはたくさんある。けれど今はただアステラの言う通り、この場を早急に離れた方が良いだろう。

　来た時と同じようにアステラを腕の中に強く抱いて、シリウスは転移魔法を発動させた。





　　　＊






　ぐん、と強く何かにひっぱられる感覚がして、シリウスは自分の術式への干渉に顔を顰めた。アステラを抱く手に力をこめつつ防護の呪文を咄嗟に唱え、来たる衝撃に備える。

「……！」

　体勢を崩しながらもなんとか地面に着地し、シリウスは息をついた。

　腕の中のアステラも無事だ。突然の衝撃に動揺し事態の異変を感じ取ったように体を強張らせている。

「大丈夫？　アステラ」

「だ、だいじょうぶ……」

「ごめん、何かに邪魔された」

　目的地であるシリウスの部屋まであと少しというところだった。魔法の発動中にむりやり干渉をされるなんて初めてのことだ。

　アステラをゆっくりと地面に下ろしながらさっと辺りに視線を巡らせる。どうやら王城の敷地内には帰りついていたようだ。見覚えのある建物が周りに連なっている。

「……裏門の近くだ」

　裏門からの石畳の道は正門とは異なり秘密裏な客人用の通路だ。必要時しか使われないし、滅多に必要ともされない。

　隠す気もなく漂う魔力の残滓にシリウスがはっと振り返る。そこにシリウスの魔法を阻害した相手がいた。砂塵の向こう、風になびく銀髪と刺すように鋭い赤い視線。

　アステラを背に庇い口元のストールを押し上げる。

「誰だ……！」

　気をつけないと。迂闊に言葉を吐くわけにはいかない。相手が誰かも分からない以上は、余計に。

　これでもシリウスはヴィラトリア国の王子だ。相手が王城内にいるとなればただの一般人ではありえない。言葉ちからを向ける相手は慎重に見極めなければ、取り返しのつかない問題に発展しかねない。

　こつこつと響く足音が距離を詰めてくる。風が吹いてその姿が顕わになり、シリウスはごくりと唾を飲んだ。

　見た目はおそらく同じ年の頃の青年だ。その装いは王族の正装にも見えるが、少なくともヴィラトリアのものではない。ようやく互いの顔の見える距離で相手も口を開く。

「……まさか、とは思っていたが」

　相手の声を聞いた瞬間、背後のアステラから息を呑む気配がシリウスの背中に伝わった。

「……どうして、ここに」

　零れた声が震えていた。その緊迫をシリウスも感じ取りストールを握る手に力がこもる。

　青年の視線は目の前にいるシリウスではなく、その後ろにいるアステラへと注がれていた。シリウスなどまるで眼中にない。

「やはり、生きていたんだな……アイラ」

　そんな名前の人物はここにはいない。そのはずなのに。

　返事はシリウスの後ろから返ってきた。

「……アリデ……！」

　咄嗟にその名を零した後、ローブを掴みながら膝をついて呼吸を荒げるアステラにシリウスが驚いて抱き寄せる。

「アステラ……!?」

「……〝アステラ〟？　そうか、名を偽っているのか」

　アリデと呼ばれた青年が、一歩距離を詰める。咄嗟にシリウスがローブの内側に覆い隠すようにアステラを庇った。その様子に青年は歩みを止め片目を眇める。銀のフレームの眼鏡が朝日に反射して、一瞬その表情が見えなくなった。

　彼がこれ以上近づくのを止めたくて、アステラを庇ったまま問いかける。

「彼女と、知り合いですか……？　ひどく、怯えているようですが」

「……そういうあなたは？　彼女とはどんな関係が？」

「僕は、彼女の……」

　その赤い瞳で見据えられ、あまつ質問を質問で返され、思わず言葉に詰まってしまう。

　自分とアステラの関係。そんなものこっちが聞きたいくらいだ。

　けれど今分かるのはこのふたりは確かに面識があり、そしておそらく何らかの確執があるということ。少なくともアステラのこの反応を見るに良好な関係とは言えないだろう。腕の中で震えるアステラは明らかな拒絶を訴えている。

　そんな相手からアステラを護る為の自分の立場とは。

　想いを交わし合ったわけでもないただの〝他人〟の自分に表明できる、名前のある関係なんて。

「──強いて言うなら、友人です。だけど僕にとっては、友人以上に大事なひとだ。その大事な人が、あなたに怯えている。できればそれ以上、近づかないでください」

　言葉尻が震える。どう言葉を選んでも、できるだけ能力を抑えようとしても、魔力も思いも言葉に宿る。強制力を伴って。

　シリウスの言葉に青年の足がぴたりと止まった。不測の挙動に目が見開かれる。

　けれど青年が足を止めたのはほんの一瞬で、一呼吸後には再び歩き出していた。

「……！」

　シリウスの言霊の能力は対象によっては干渉にも差異がある。魔力の質や量、そして扱いに長けた者や耐性によって作用が分かれたりもする。けれど、初対面の相手にこれほどまで軽くあしらわれたのは初めてだ。

　シリウスの方で加減や抑制を施しても、相手への干渉は抑えられるものではない。それが言霊の能力だ。一時的な効果は見られたことからアステラのように魔力を持たない人間というわけでもないだろう。

　であれば目の前の人物は〝別格〟の可能性が高い。発動中のシリウスの魔法に干渉してきた前例もある。

　──厄介な相手だ。

　咄嗟に思って唇を噛み締めた。

　青年は物珍しげに自分の足元を見、それからその視線をシリウスに向ける。

「なるほど、これが噂の」

「……」

「名乗るのが遅れて申し訳ない。ヴィラトリアのシリウス殿下とお見受けする。私はメルトルグの第七王子、アリデルト・クロウス・メルトルグです」

「……！」

（──メルトルグの、王子）

　キオンが言っていたことを思い出す。メルトルグの王族が入国していると。

　来ることは把握していた。ただ、予定よりはやい。

　国家間議会は二日後。メルトルグ側の入国ははやくても明日あたりだと聞いていた。

　いやそれよりも、どうして隣国の王子がアステラを知っているのか。

　そこまで考えてシリウスはこれまでの情報を思い出す。

　この国ヴィラトリアの人間ではないアステラ。キオンはずっとアステラを何かから護り、隠していた。

　シリウスははじめ、隠したい相手はこのヴィラトリア国自体かと思っていた。それも間違いではないのだろう。しかし。

　何かから追われるようにそれまでいた場所を離れた切実な事情。その〝追っている〟相手が目の前の人物だとしたら──。

　特にヴィラトリアとメルトルグは冷戦状態だ。入国には相応の理由と許可が必要となる。

　アステラはおそらくメルトルグから来たのだろう。メルトルグの王子と知り合いとなると、その可能性が強まってくる。国に追われた存在なのだろうか、アステラは。

　ただふたりの間の空気は王子と一般人という距離感にはとても思えなかった。

　名前……そう、名前まで偽って。

　シリウスはけっきょく何ひとつ、アステラのことを知らないのだ。その事実に打ちのめされそうになる。

　──それでも。もう俯いてはいられない。

「……アリデルト、殿下。僕は、シリウス・マレク・ヴィラトリアです。魔力の干渉による行動の強制は、僕自身にも抑えきれず……無礼をお詫びします」

「いえ、シリウス殿下の並外れた能力の噂は聞いています。此度の議会には参加されるとも聞いていたので、ある程度の対応を考えて来た甲斐がありました。交渉の場では、フェアでないといけませんから」

「……」

　その通りだとシリウスも思う。シリウスが王族として重要な議会に出席したことはこれまで一度もない。公務をほとんど放棄しているせいでもあるが、ある意味では〝参加できない〟からでもあるのだ。

　シリウスの能力は公然だ。むしろヴィラトリアの保有する能力ちからとして最強の手札でもある。

　極端な言い方をすれば、シリウスの一言ですべて意のままにすることも不可能ではない。

　その場にいる全員を黙らせて、公式な書類とサインさえあれば国は傾く。

　シリウスの能力はそういうものだった。

「その、シリウス殿下が──なぜ彼女と一緒に……？　本当に友人というだけのご関係なのですか」

　それはこっちが聞きたいくらいだ。ぐっとストールの下で歯噛みする。

　感情的になると抑制も制御も容易く箍が外れてしまう。相手は敵国にもなりえる国の王子だ。自分もこの国の王子である以上、些細なことでも国同士の問題に発展しかねない。

　私情は挟むべきではない。互いにそれは解っているはずだ。

　でも。

「……それはこちらがお聞きしたい。あなたは、彼女と……どういう関係なのですか？　アリデルト殿下」

「……おれと、彼女は──」

　問われたアリデルトが一瞬だけ間を置いて、口を開いたそのとき。ぶわりと彼の纏う空気が色を変えた。

　再びアリデルトがこちらへと歩を進める。明確な意思をもって。

　風もないのに空気が揺らいで、その銀色の髪が靡いていた。眼鏡と長めの前髪で隠れていたが、左右の目の色が違う。右目が赤い色で、左が灰色。どこかで見たことのある色だ。そうだ、キオンと同じ──。

「少なくともあなたとの関係よりは、深い関係であることは確かです。それはおれのものです。今すぐに返して頂きたい」

「……！」

　明らかな敵意を向けられてシリウスは思わず息を呑んだ。

　これまで漏れ出ていた魔力の質も量もぜんぜん違う。意図的に見せつける無言の重圧。

　ぐっ、っとアステラを抱く腕に力がこもったのと同時に、その手が強く握られる。

　腕の中からアステラが叫び声をあげた。

「違う！　わたしはあなたのものじゃない……！」

「……アイラ」

「呼ばないで……！　けっきょく要らなくなって、棄てたくせに……！」

　アステラが叫んで肩で息をする。こんなに感情的なアステラを見るのは初めてだった。こんな、子どものように泣き叫ぶ彼女を。

　痛みに耐えるように自分の体をかき抱いてその顔を歪めている。

「わたしのことはもう放っておいてよ……！」

　その内容はふたりがただならぬ関係であることに他ならない。明らかに一国の王子と一国民の間柄ではない。アリデルトの執着がそれを裏付けている。

　アステラの主張にアリデルトは顔を顰めて歩みを止めた。

「──違う。おれじゃない。おまえを手放す気など、おれはなかった」

　アリデルトの言葉に今度はアステラが目を瞠る。予想外の言葉だったのだろう、シリウスの腕を掴む手が一瞬だけゆるんだ。

「誤解があるようだ。話したい。おれはおまえが生きていてくれて──嬉しい。おいで、アイラ」









第七章　隣国の王子
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『──なんの役にも立てないなら、ここにいても意味がないでしょう……？　お願い、帰して、元の世界へ』

　帰りたいとただ泣いた。無力だったわたしは泣いて訴えることしかできなかった。

『それはできない。召喚の儀式が成立した以上、おまえはあくまでこの国の〝聖女〟だ。たとえその能力を何も持たずとも、利用価値はまだある』

　もう何度目かも分からないその問答に泣きながら、どうしてこんなことになったんだっけと霞む頭でぼんやりと思い出す。

　──あの日は。

　満月がとても綺麗な夜だった。買い物からの帰り道、まんまるい月が夕立の名残の水たまりに映っていて。なんとなく覗きこんだらふと体が傾いて、そのまま引き寄せられるようにとぷんと落ちた。

　大学入学を控えた春の夜。もうすぐ新しい生活が始まるはずだった。

　気がついたらまったく知らない世界にいた。

　知らない場所、知らない顔、知らない名前、知らない力。

　別の世界に自分は〝聖女〟として呼び出されたのだという。

　しかし〝聖女〟に魔力が皆無だと知ると、冷たい石の牢屋に無能の聖女を半ばむりやり監禁し、しばらくしてから別の王子が『おまえを引き取る』と言って迎えに来た。

　連れて来られたのはその王子の私室だった。

『魔力がない役立たずとはいえ、〝聖女〟としての資質を残したままおまえをここに置いておくわけにはいかない』

『……どういう、意味……？』

　銀色の髪が暗い夜で微かに光っているように見えた。眼鏡のレンズ越しの瞳は不気味なほどに赤く、その声音は平坦で抑揚がない。隻眼なのかもう片方の目は眼帯で隠していて見えなかった。

　空気が変わる気配を感じた。ぞわりと何かいやなことが起こる予感がして放られたベッドの上を後ずさったけれど、すぐに壁に行き着いて逃げ場などないことを知る。

　どうして扉に鍵をかけるのか。どうして手袋を外すのか。どうして上着を脱ぎ捨てて近づいてくるのか。

　必死にわからないふりをする。けれどそれは現実逃避に過ぎない。『来ないで』と叫ぶけれど相手は意にも介さない。

『女神に捧げる〝純潔〟がなければ、聖女もただの女でしかない……そうだろう？』

『……や、だ……来ないでってば、やだ……！』

『メルトルグの救世をかけた聖女召喚は〝失敗〟に終わった。おれもその責任をとらされるだろう』

『知らない、そんなのわたしのせいじゃない……っ』

『力がないのなら──その体で支払ってもらう』




　──その日、星の女神に仕える〝聖女〟は地に堕ちた。

　そしてただの〝女〟になった。
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　アリデルトと名乗った王子の元にいたのはおそらく三週間ほどだったと思う。

　なにしろほとんど彼の私室に監禁状態だったので、時間の流れは把握できなかった。

　部屋には開かない窓と扉がひとつだけ。自分の意思で出られる部屋ではない。

　お風呂もトイレもアリデに申し出れば魔法で扉の向こうに繋がった。

　食事はアリデが持ってきてくれる。食べないとむりやり口移しされるので仕方なく食べるようになった。そうすると今度はアリデがふたり分の食事を持ってきて、なぜかふたりで食べるようになった。

　アリデの部屋での生活に慣らされていることに日々焦燥感を募らせていた。彼の目的がぜんぜん分からなかったから。毎夜抱かれるので単に欲の捌け口として生かされていたのかもしれない。

　アリデもずっと部屋にいるわけではなくて、日に数時間ほど公務で不在の時がありその間は窓の外を見上げて過ごした。

　扉には鍵がかかっていてアリデが出ていく時に必ず重たい施錠音がする。魔力も筋肉もない非力な女子が出られる手立てはなかったし、だんだんとこの状況を受け入れ始めている自分がいた。

　そしてあの日──彼の兄王子が部屋を訪れた。

　わたしは部屋の奥に隠されていたけれど、アリデ以外の人の声が珍しくて耳を澄ませたのを覚えている。

『──何を考えている？　アリデルト。無能の元聖女を傍に置いて何の意味がある』

『……おれにはおれの考えがあるまでです。兄上方には迷惑をかけていないはずですが？』

『お前の役目は無能の聖女の〝処分〟役だ。殺すのが惜しいなら娼館にでも捨ててこい。口を封じてな。その為に仕込んでいるのか？　おれが具合を見てやろうか』

　下卑たその声音にぞくりと悪寒が背筋を滑った。

　そしてようやく腑に落ちる。そうか、売られる為にさんざん抱かれて来たのだと。

　死なないように食事を与えて、逃げ場を無くして体に覚え込ませて。ただの道具に仕立てられただけ。

　悔しさと哀しさで胸が押し潰されそうになった。

　勘違いしていた。少なくともここにいれば最低限の身の安全は保障されるのではないかと思っていたのだ。そう思わされていただけだったのに。

『……場所を変えて話しましょう、兄上』

　そう言って扉の向こうへとふたつの足音が消えていく。もしかしたら戻ってきたらすぐにでも売られてしまうのだろうか。声を押し殺して泣きながら、ふと違和感が掠めた。

（……鍵音は、したっけ……）

　いつものあの、重たい施錠音が聞こえなかった。

　がばりとくるまったシーツごと体を起こす。

　気のせいかもしれない。すぐに戻ってくるのかもしれない。けれど無意識に足が動いていた。

　ひやりと冷たい床を素足で歩く。音を立てないように息を殺して。

　もしも、鍵が開いたままなら。逃げ出すなら今しかない。こんな部屋着の簡素なワンピースひとつでどこまで逃げられるのかも分からないけれど……。

　けれどこの部屋から出て、誰も自分を知らない場所まで行ければ──少なくともここにいるよりはきっとずっとましなはずだ。

　はやる心臓をおさえながら扉の取っ手に手をかけようとしたその時。すんでのところで、先に扉が開いた。

『……！』

　しまった、と。そう思うよりもはやくに、扉の向こうの相手と目が合う。

　──アリデではない。

　次の瞬間、首の裏に強い衝撃と痛みが走り視界が弾けた。

『──無能の聖女なんぞ、利用価値も分からんが……あいつに不要な駒を持たせておくわけにもいかん。ただでさえ魔力だけは飛び抜けているからな。不安要素は潰しておいた方が良いだろう』

　遠のく意識の中で向けられたのはひどく冷たい声音だった。自分へか、それともアリデへ向けたものだったのかは分からない。痛みに薄れた記憶はずっと遠くにあって混濁していた。

『砂漠に捨ててこい。あいつに見つからないようにな。これであいつはまた、ひとりだ』

　──そうだ、彼アリデはいつも、ひとりだった。

　一緒にいた時間の中でアリデが話してくれたのは、彼が国王の愛妾の子である為に継承権を持たない末端の王子であるということ。王位に興味はないけれど、離れて暮らす母の為にどんなに周りに疎まれてもこの場所に居続けなければならないということ。

　聞いた時はほんの少しだけ同情した。彼の生き難さと寂しさを垣間見てしまった気がしたから。

　アリデの目的は最後まで分からなかったけれど──。

『この先はおまえも道連れだ。おまえはおれが呼んだんだからな。──アイラ、おまえはおれのものだ』

　そう言って向ける瞳はどこか優しいものに思えて、彼を憎めば良いのか心を許してしまって良いのか分からなかった。彼の傍にいることで絆されかけていたのだろう。

　けれどけっきょくアリデにとって自分は都合の良いものでしかなかったのだ。

　機を窺っていただけ。はなから利用するつもりでしかなかった。

　この世界にいる限り一生アリデからは逃げられない。彼の傍を離れても、本当の意味で自由にはなれないのだ。背中に彼のものである証があるかぎり。




　そうして棄てられた砂漠で〝賢者〟と出会った。
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『──かわいそうに。死にかけておる。おぬし、どこから来た？』

　──分からない。気がついたらここにいた。昼は焼け付くように暑く、夜は凍てつくように寒い、この砂漠の真ん中に。

『なるほど、ではわしが拾っても構わんな。この砂漠はわしの領分。そこで彷徨っていた者を持ち帰っても誰にも文句は言われんじゃろう』

　キオンと名乗った〝砂漠の賢者〟は、見た目はまるで少年で、なのに喋り方は年寄りみたいで、満月と同じ髪の色をしていた。

　それから烙印を押された背中を見て哀しそうな顔で抱き締めてくれた。どうして彼がそんな顔をするのか分からなかった。

『この烙印……おぬし、メルトルグから来たんじゃな。聖女召喚の儀式が行われていたことはここにいてもわかったが……そうか、おぬしが。挙句に放り出されたのか。まったく変わっておらんようじゃな、あの国は』

　その呟きはあまりに小さくて、あっという間に夜の砂漠に埋もれてしまう。

『これはわしにも解けぬ古い契約じゃ。この烙印がある限りおぬしはこの世界では自由には生きられん。本当の名は決して他人には明かさぬこと。一度捨てて身を隠せ。元の場所に戻りたいのなら、わしが力を貸してやろう。良いな、今日からおぬしの名は──アステラじゃ』





　　　＊＊






「おいで、アイラ」

　約一年ぶりに再会し、自分の本当の名前をその声で呼ばれると、泣き叫びたい気持ちに駆られる。あの時のいろんな感情が抑えきれずに溢れ出してしまうから。

　彼のことはどうしても嫌いになりきれない。許せないこともたくさんされたけれど、彼なりの優しさや情も確かにあったことを知っているから。

　──けれど。

　彼はアステラの望みを決して叶えてはくれない。アリデルトとアステラを繋いでいるのは目に見えない鎖でしかない。彼の手をとることはできない。

「──嫌。わたしの望みは、彼が……シリウスが叶えてくれる。わたしはあなたの元には、戻らない」

　彼への拒絶を言葉にするたびにじとりと嫌な汗が滲む。

　アリデルトは気分次第でアステラをいかようにもできる。彼の言葉に背けば罰として痛みを与えることも、命令すれば意のままにすることも。それがふたりの関係だ。

　けれど、意思までは奪えない。

「……そうか。それがおまえの答えなら……仕方ない」

　アステラの返答にアリデルトの纏う空気が一瞬で色を変えた。魔力を持たないアステラでさえも、そのただならぬ空気を感じるほど。

　ぶるりと思わず身震いする。アリデルトが再び一歩距離を詰めた。赤い視線に強く射抜かれる。

「ひとつだけ訊く。抱かれたのか？　そいつに……おれ以外の男に」

　びくりとアステラの肩が揺れ、その衝撃がシリウスにも伝わる。

「そいつにすべてを見せたのか？」

　彼の言うすべてとは、他ならぬこの背中にあるもののことだろう。今まだなおアステラがシリウスに隠しているもの。

　知られたくない。シリウスには。

「や、やめて……！」

　ぎゅっとアステラが自身を抱いて叫び崩れた。同時にものすごい突風に煽られる。

　アリデルトの怒りにじわじわと背中を焼かれるような錯覚がする。それ以上は何も口にすることができなかった。

「来ないのならおれが迎えに行く。おまえは、おれのものだ」
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　すべてをまるごと攫っていくかのような、魔力を孕んだ強い風があたりを吹き荒らしていた。咄嗟にシリウスがアステラを抱く腕に力をこめる。

　バチバチとした空気が肌を切りつける。彼女を傷つけるのもお構いなしの暴挙に怒りが込み上げた。

「……ッ、出て、来ないでね、アステラ」

　腕の中で小さく頷いたアステラを確かめて、意識を集中させる。

　膨れ上がるアリデルトの魔力にシリウスも防護の魔法を展開するも一瞬遅れ、風圧に乗った魔力の刃がシリウスの頬や髪を切りつけた。微かな痛みと血に顔を顰める。

「シリウス……っ」

「……っ、大丈夫」

　しかしこれで大儀名分は立った。先に手を出したのはあちらだ。

　シリウスの瞳が金色の魔力を湛えて揺らめく。けれどいつものように緻密な制御が追い付かない。

　先ほどのアリデルトの言葉が意識の片隅にちらついて精神を揺さぶる。相手の思うつぼだと分かっていても振り払えなかった。

　王城に張り巡らされていた結界が、異常事態の警告を耳鳴りでシリウスに伝えた。

　明確な意思をもって魔力を相手に向ければそれは攻撃だ。容赦する道理はない。

　けれど今の自分の状態が非常に不安定な自覚はあった。なんとか残る理性で交渉を試みる。心のままにすべてを吹き飛ばしてしまう前に。

「魔力を収めてください、アリデルト殿下。これ以上は両国の関係悪化に繋がります。お引取りください。僕があなたに怪我をさせてしまう前に」

「奇遇ですね、シリウス殿下。おれも加減できそうにない」

「……」

「もとより此度の議会は宣戦布告も同義。貴殿もそのつもりはあったはずだ。現場指揮官はあなただと推測されている。あなたには実績もありますし、その能力ちからは戦いくさ場ばでこそ真価を発揮する」

　アリデルトの言葉に、しがみつきながらシリウスの胸元を握っていたアステラの手に力がこもる。

　彼女は戦争のことを知らない。できれば知られたくなかったし、あまり物騒な言葉を彼女に聞かせたくなかったのに。

「……避けられるのなら、避けるべきだと僕は思っています。議会はその為の交渉の場だったはずです。まだ我々は敵同士ではない」

「いいえ、少なくともおれにとってはもう──あなたは敵です」

　アリデルトの言葉に迷いはなかった。揺らめく銀色の髪と眼鏡のレンズの向こうの赤い瞳が、異様な魔力を纏って矛先を向ける。

　それを真っ向から受けてシリウスは逡巡する。

　魔力で押し負ける気はしないが、アステラを庇っているぶんこちらの分が悪い。相手にとってもアステラという存在は価値のあるもののはずだ。拒まれてもなお諦めないその執着は傍から見ていても度を越えている。それでもなお相手の魔力は膨れ上がるばかりだ。それほどまでに、今の状況が気に喰わないのだろう。

　シリウスがこれまで生きてきた中で直接的に対峙してきた人間は決して多くはない。誰かに対してこんな感情を抱くのは初めてだった。

「彼女は返してもらう。それはおれの所有物ものだ」

　繰り返される彼の主張にふつふつと胸の内で得体の知れない感情が滲み出る。

（──あぁ、そうだ。気に喰わない）

　アステラを物のように扱うその口ぶりも、当然のようにこの腕の内なかから彼女を奪おうとすることも。

　抱き締める腕に力をこめながら、視線を逸らさずシリウスは叫んだ。

「絶対に、嫌だ……！」

　シリウスの返答にアリデルトの掲げた魔力が大きくうねりを上げた、その時だった。

「そのあたりで勘弁願おうか、アリデルト殿下」

　凛と響く声にシリウスとアリデルト双方の動きがぴたりと止まる。

　カツンと石畳に響く足音が連なり、その場の空気が一瞬で変わった。

　いつの間にか現れた、ひとりの青年。金色の髪に青い瞳。詰めた襟と丈の長いフロックコートには装飾品と王家の紋章が煌めいている。

　後ろからは他にも数人の人間が続き、何人かはシリウスと同じ色のローブを纏った魔術師だった。一定の距離を置き、発動した魔法で主の防護に努めている。

「……兄上」

「……ルギウス殿下」

　その光景に眉根を寄せたアリデルトが、ゆっくりと魔力をおさめていく。それを確認してシリウスも途中まで展開していた術式を解いた。

　突如現れたルギウスの存在に混乱しながらも、ようやく解かれたふたりの戦意にアステラの体から力が抜けていくのが伝わってくる。

「城内でのひとり歩きは控えて頂きたいと、最初にお願いしたはずですが。アリデルト殿下」

「……」

「突然いなくなられたので皆さん探しておられますよ。今なら不問と致します。どうぞ、お引取りを」

　ルギウスの有無を言わせない圧力に、ようやくアリデルトが一歩退いた。そしてそのまま口を開く。

「ルギウス殿下。こちらにわが国の民が紛れ込んでいるようです。早急に引き取りたいのですが、シリウス殿下に拒まれ困っていたところです」

　アリデルトの言葉に腕の中のアステラが息を呑んで再び体を強張らせる。

　あくまでアステラを見逃す気はないようだ。シリウスがアリデルトに非難の目を向ける。

　アリデルトの言葉を受けたルギウスだけが、どこか楽しそうに言葉を返していた。

「メルトルグの民、ですか」

「明日の議会で改めて返還を求めます。それまでにご確認を」

　冷たく鋭い声音で言い置いて、アリデルトは踵を返して城のほうへと戻っていった。

　シリウスはその背中を見えなくなるまで見届け、どっと脱力し崩れそうになるのをなんとか堪えながら非常に気まずそうにルギウスに向き直る。

「……兄上……」

「やぁシリウス。日の光の下でおまえを見るなんてどれくらいぶりだろうね、槍でも降るのかな」

　まるで温度の異なるやりとりにシリウスも口だけで笑みの形をつくった。

　目の前にいるのはルギウス・ベネク・ヴィラトリア。この国の王太子殿下であり、シリウスの兄だ。

　あれだけ派手に魔法を使っていたのだ、いずれ異変は伝わるだろうと思っていたが、取り返しのつかないことになる前に来てくれて良かった。

　シリウスが息をつくのと同時に腕のなかでアステラが声をかけた。

「……シリウス、わたしも、出ていい……？」

「あぁ、うん、もう大丈夫だよ」

　アステラはシリウスの腕の中から出て立ち上がり、ルギウスに対峙する。それから躊躇いつつ礼の形をとった。

「……はじめまして、ルギウス殿下」

　ルギウスは無言でその挨拶を受け、それからおもしろそうに目を細めた。

「本当だ、なかなかおもしろい娘を連れているね、シリウス。私の〝瞳め〟で〝視る〟ことができない。キオンから聞いてはいたけれど……メルトルグから来た民というのは、あなただね」

「兄上、でも……！」

「今ここで話していても仕方ない。ついておいで、このまま査問に入らせてもらう。現状の説明と言い訳はそこで聞こう」

「……わかり、ました……」

　ルギウスが仲裁に出向いてくれたことは有難かった。自分ではあの場を実力行使以外で上手く収めることは難しかっただろう。

　だが、この状況もあまり宜しくない。アステラの存在が明るみになることは一番避けたかった展開のはず。

　前方はルギウスと魔術師数人、後方はルギウスの護衛騎士数人に挟まれるかたちで裏門から入城し、秘密の通路を経由して城内に入る。僅かに距離を空けながら、隣を歩くアステラに小さく声をかけた。

「アステラ、大丈夫……？　ごめん、こんなことになって」

　一瞬だけ目を合わせたアステラは表か情おを歪め、緩く首を振る。

「ううん、こっちこそ……」

　その声音から不安が滲み出ているのが分かる。シリウスはアステラの手をとりぎゅっと握った。

「大丈夫。兄上はちゃんと話を聞いてくれる人だ。それに、あの人……アリデルト殿下にも……彼にきみは渡さない。絶対に」

　語尾を強くするシリウスの手を、アステラが微かに握り返す。

「……うん」

　やがて見えてきた扉の前でルギウスが足を止める。

　護衛騎士のひとりが扉を押し開きルギウスを筆頭に入室した。シリウスとアステラも重たい足取りで続く。

　赤い絨毯の敷き詰められたそこは玉座の間だった。ぎくりとシリウスの体が強張る。

　部屋の一番奥、檀上にある椅子にルギウスが当然のような仕草で腰かけた。

　本来ならそこは国王の席。王太子といえど気安く座ることなど許されない場所だ。けれどこの場にいる誰もルギウスを咎めない。

　それはすなわちその場所が、彼の場所であることが約束されているという証なのだとシリウスは受け止めた。ルギウスの戴冠はきっとそう遠くはないだろう。

　そしてこの場を私用で使うことなどありえない。つまりこれは、本当に公式な尋問の場なのだ。

　気がつくとルギウスに檀上から見下ろされるかたちでシリウスとアステラは並んで立っていた。

　ルギウスに仕える騎士も魔術師たちも、皆壁に添うように並び気配を消している。玉座に座るルギウスの傍にただひとり、記録役の宰相補佐が控えるだけ。

　シリウスでも知っている顔だ。現宰相の息子で将来もその位置を約束されている。

「さて、この場における権限と責任はすべて私に一任されている。質問には嘘偽りなく答えること」

　ルギウスの冷たい声音に思わず息を呑む。兄弟という立場に甘えて水面下で話をつける状況ではとっくになくなっていたのだ。

「状況の確認をしたい。まず、君は誰かな」

　言葉と視線がアステラに向けられる。繋いだままの手に力がこもり、咄嗟にシリウスがアステラの前に出た。ルギウスの〝瞳め〟から庇うように。

「兄上、説明なら、僕が」

「……おまえと目を合わせるのなんて、どれくらいぶりだろうね」

「アステラはメルトルグから来たかもしれない、けど──」

「私が話したいのはおまえではないよ」

　その一言に空気が揺れる気配がした。

　がしりとシリウスの身体が両脇から強く押さえつけられる。ルギウスの護衛騎士と専属の魔術師だ。突然のことにシリウスは言葉を失う。アステラの手を、離してしまった。

「……っ、兄上……！」

「きみのことはキオンから多少聞いてはいる。けれど、大事なことはなにも言ってはいないみたいだね。……シリウスにも」

「……！」

　拘束を解くことはシリウスには造作もない。一言命じれば良い。

　けれどもはや公式の場で、兄の臣下に自分の能力ちからを容易く向けることは憚られた。今の自分の状態では緻密な制御もままならない。アステラの前で力をあまり使いたくない気持ちも対応を迷わせる。

　なんの力も持たないアステラがひとり、ルギウスの瞳めに晒されていた。
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　ルギウスの言う通りだと、アステラは思わず両手を握りしめる。隠し事はまだ言えていない。できることなら自分の意思で言う時は選びたかった。

　けれど心のどこかで覚悟していたことだ。

　アステラは顔を上げてルギウスの視線を真っ向から受け止める。

「シリウスは、なにも知りません。わたしが勝手に彼を巻き込んだだけ」

「ではここですべてを明かしてもらおう。きみの、名前は？　仮初めではない、本当の名だ」

「……わたしの、名前は……」

　──キオンとの約束が甦る。

　本当の名は明かさないこと。だから名乗ることは少しこわい。この世界の見えない力に支配されている身体が竦む。

　微かに震える拳を強く握りしめた。両腕を抑えつけられたまま振り返るシリウスの、突き刺さるような視線を感じる。

　アステラが口を開いたその時だった。

「──待て、ルギウス。わしを忘れられては困る」

　忽然とアステラの隣に姿を現したのは、キオンだった。

　姿も声音も見慣れたいつもの少年ではなく青年の方の姿。ルギウスも僅かに目を丸くしていたその様子から、馴染んだ姿ではなかったのだろう。けれど彼がキオンであることを疑う者はここにはいなかった。

「キオン……！」

　思わずアステラの口から零れたその声は、半分くらい震えていた。

「……キオン。どうしてここに？」

「この面子にわしがいないほうがおかしいじゃろう」

「いくらキオンでも邪魔は許されないよ。その娘の素性を明らかにしないといけない」

「わしが保証する。この娘はこの国に仇なす者ではない。事情があってここにいるだけじゃよ。むしろおぬしらからすれば恩人にも近い。シリウスをあの部屋から出したのはアステラじゃぞ」

「そのことには感謝しているけれど、生憎私はその事情とやらにはさほど興味がない。私が今知るべきは彼女の〝素性〟であり〝立場〟だ。もちろんここではなくメルトルグでのね」

「……」

「メルトルグの王子が私に向かって〝返還〟を求めると宣言したんだ。このままではヴィラトリアの王族がメルトルグの所有物を奪取したと言われかねない」

「証拠のない戯言じゃろう」

「彼女が本当にメルトルグに属しているのか、いないのか──アリデルト殿下は証明があると言っていた。それを確認する義務が私にはある」

「……ルギウス。もう彼女はメルトルグには属していない。わしの言葉では信じられんか」

「この目で見るまではね。その責任が私にはある」

　両者とも退かないそのやりとりに、アステラはローブの胸元をぐっと掴んで小さく息を吐いた。

　これ以上キオンに迷惑をかけることはできない。元は自分の問題なのだから。

「……わかりました。ルギウス殿下」

　アステラの言葉に問答を続けていたふたりの会話がぴたりと止む。

　キオンとルギウスとシリウス、それぞれの目がアステラへと向けられた。

「……アステラ」

「大丈夫です、キオン」

　言ってなんとか笑みのかたちを作り、それから覚悟してアステラは黒いローブをその場に脱ぎ落した。そのまま修道服の留め具へと自ら手を伸ばす。

　その光景にシリウスの目が見開かれた。アステラの方から視線を逸らす。本当は見られたくなどない。けれどそうはいかないことも解っていた。

「ルギウス殿下、先に失礼をお詫びします」

　きっぱりと言い置いて、そしてくるりと玉座に背を向けたアステラが修道服を肩からゆっくりと下ろして肌を露わにした。肌着ごとずらすようにしてその背中が晒される。

　そこにあったのは、メルトルグ追放の証と契約の烙印。アステラが隠したかったことのすべてだ。

「わたしの、本当の名前は……アイラ・ヒナセといいます。今から約一年ほど前にメルトルグの王城で〝聖女〟として異世界より召喚されました。けれど魔力を持ち合わせていなかった為に無能の聖女としてメルトルグを追放され、砂漠をさまよっていたところをキオンに拾われました」

「……聖女、ね。噂だけは聞いたことがあるけれど」

「これは、メルトルグ追放の烙印と……術式に刻まれた人物への隷属の焼印です。わたしはもう、メルトルグに属する者ではありません。この背中の刻印において国から排除された者です。ただ」

　そこで言葉を区切ったアステラが、小さく深呼吸をしてから続ける。

「この隷属の契約によって、わたしはわたしの身体の所有権を有していません。わたしは彼に……逆らえない」

　アステラの背中に刻まれたものを冷めた瞳で見つめていたルギウスが、「彼、とは？」と追い打ちをかける。

　唇を噛み締めて、それから小さくまた息を吐いた。ここまで来たらもう腹を括る他ない。

「契約者は……アリデ……アリデルト、殿下です」

　自分の背中に刻まれた烙印の詳細を聞いたのは、キオンの元に拾われてからだった。

　追放の烙印は聖女召喚に失敗した事実を隠す為の処置で、隷属の契約はアリデルト個人の独断で施されたいうのがキオンの見解だ。

　施行力の強い隷属の契約の方が勝り、追放の処置をとられた後もアステラはアリデルト個人の所有として国内に留まっていた。

　アリデルトのもとで囲われ始めの頃はまだ逃げることを諦めていなかった。術式に組み込まれている制限や命令に反するような行為を行うと、背中の烙印が反応しすぐさま罰が与えられる。雷に打たれるような、もしくは全身を刺すような痛みに動けなくなるのだ。契約者であるアリデルトは言葉ひとつで命じるままに痛みを与えたり自由を奪うこともできる。

　自分の身体の所有権などまるでなくなってしまった。本来の用途である奴隷のような扱いを受けないだけましなのかもしれないけれど、そう割り切れるものではなかった。

　人としての尊厳と自由を奪われ、それまで味わったことのない苦痛を与えられ、容易く気持ちは折れてしまった。

　そしてそれはずっとアステラを苛み続けてきた。

「この烙印がある限り、わたしはこの世界で自由と安心を得ることはありません。わたしの望みはただひとつ。元の世界に帰りたい──それだけです」





　　　＊






　アステラの説明が上手く頭に入ってこない。

　とても大事なことを話している。ふるえる声で、小さな背中で。

　なのにそれよりも気になることがあって、シリウスの意識はどこか散漫だった。

　この場には自分以外にも大勢の男がいて、アステラの背中や肌が、兄やキオンを含む男の目に触れている。

　自分との情事の最中でさえ見ることのかなわなかったその背中の秘密。彼女が隠したかったものが、彼女の意思に関係なく晒されているのだ。

「……る、な」

　あの時は聞けなかったアステラの望み。ようやく聞けたのに、それよりも今は。

「だれも、見るな……！」

　短く、だけどはっきりと叫んだその言葉は、シリウスの感情のすべてを孕んでいた。

　それをいちはやく察知したキオンがいつの間にか持っていた杖を大きく鳴らす。重たく鋭い金属音に、部屋中に魔力の火花が散った。シリウスの身に付けていた銀の装飾も、音をたててあたりに砕け散る。

　シリウスを抑えていた男たちも、壁際で立っていた男たちも、ルギウスの隣にいた男も。呻き声を上げ目元を押えてその場に蹲った。

　唯一キオンとルギウスだけが目を細めるに留まる。おそらくキオンのおかげだろう。

　魔術師のローブを着ていた男たちはある程度の耐性があったのか、すぐに立ち上がりシリウスに杖を向けた。攻撃を受けたのだから当然の反応だ。

　それでもここにいる人間が束になったとしてもシリウスの力にはかなわない。対抗できるのはキオンくらいであることは周知の事実だった。

　ルギウスが右手で制するその仕草に魔術師たちは杖をおさめる。キオンも仕方なさそうに呆れた声を上げた。

「これシリウス、全員の目を潰す気か」

「……ッ、もう、いいでしょう……！」

　ふらりとシリウスがアステラの傍に歩み寄り、はだけていた服をぐいと持ち上げて晒されていたアステラの肌を隠す。震える手で服を着せようにも着せ方が分からず、ただ首元で握り締めるしかできなかった。

「……シリウス」

「着て、アステラ。もういい……もう、いいから」

　アステラがそっとシリウスの手に自分の手を重ねシリウスの意志を引き継いだ。開かれた修道服の合わせを引き上げて、胸元を閉じる。それを見届けながら足元に落ちていた漆黒のローブを拾い上げてアステラの肩にかけた。

　どくどくと熱い鼓動が耳の奥で鳴っていた。ローブの上から細い肩ごと抱き締める。力の加減もできないままに。

「……これで分かったじゃろう、ルギウス。アステラはメルトルグの国民ではない。あちらの意思で追放されたのじゃ。所有権を主張する資格など本来ないはずじゃ」

「……そうだね。確かに認めた。つまり彼女は、アリデルト殿下個人の所有というわけだ」

「……嫌な言い方をするのう」

「追放は国の処置、占有は彼個人の意思ということかな。何にせよ相手が悪い。彼の場合は一個人では済まされないからね」

「そうかのう？　むしろ個人の私情にしか思えん。机上にも上がらん要求じゃ。追放した時点でメルトルグに一切の関与権はないはずじゃからの」

「けれど隷属の刻印を消していないということは、所有者である彼の主張は正当なものだ。私もこの手の契約には疎いけれど、契約者はいつでも術を放棄できたはずだ。契約に縛られるのは術者も同じ。けれど彼はこの一年それをしなかった。どこにいるのかも……生きているのかも分からないのに」

「……まぁ、そうじゃろうな。わざわざ返還を求めるくらいじゃ、ヤツ個人が手放したつもりはないんじゃろう。おそらくアステラを砂漠に棄てたのは別の者の仕業じゃ。メルトルグは今王族内の覇権争いが苛烈と聞く。権力が傾く可能性をおそれた誰かがアステラを砂漠に捨てたのじゃろう。無能といえど〝聖女〟の利用価値は看過できるものではない。……まぁ、使い方によるがな」

「その者は何故棄てるという選択を？　利用価値があるのなら手元に残しておけば良いものを」

「隷属の契約のせいじゃろうな。他人には決して解けぬ古いにしへの術じゃ。自分たちの手に扱えぬものを持つより手の届かない場所にやるほうが合理的だと思ったんじゃろう。砂漠なら二、三日もあれば命そのものをなかったことにできる」

「……もうひとつ、訊いていいかな」

　ルギウスはキオンに向けていた目を再びアステラに向ける。アステラは体勢を僅かに変えて受けながら、こくりと頷いて応えた。

「一年前、と言っていたね。メルトルグに伝わる〝聖女召喚の儀〟に関してはキオンから少し聞いたことがある。儀式には膨大な魔力を要すると。きみが召喚されたというその場に緑色のローブを着た魔術師はいなかったかい？」

「……緑色の、ローブ……」

「深みのある緑かな、どちらかと言えば」

「いた、と……思います。確か、緑色だったような……四人、くらい。儀式の魔法陣を囲んでいて……そういえば確かに、この国のローブを着ていたかも……」

　アステラの返答にキオンがわざとらしいまでに大きなため息を零しがりがりと自身の頭をかいた。ひどく不機嫌そうに、憤りを隠しもしない声で「ほぼ、決まりじゃな」と零す。少年の姿よりも低いその声音は重たい響きを含んでいた。

「一年前にメルトルグに派遣したヴィラトリアの魔術師たちは、魔力の補填として召喚の儀式に使われたんじゃろう。はなからそのつもりだったんじゃろうな」

「……なぜ？　他国の魔術師の力をわざわざ？」

「それほどまでに切羽詰まっておったんじゃ。メルトルグに生まれる魔術師はだんだんと減っておる。国そのものの魔力が枯渇しておるんじゃ。まさに国の危機とやらじゃな」

「……魔力が枯渇するなんてことがあり得るのか……女神に嫌われてしまったのかな？　メルトルグは」

「さぁのう。とにかくメルトルグから亡命した者の話によると、今現在のメルトルグの国民たちに関してはほとんどが魔力を有していないという状況じゃ。王族と一部の才ある者だけの魔力では補えきれんかったんじゃろう」

「それで聖女召喚の儀にあわせてヴィラトリアの魔術師たちの派遣を要請したというわけか……」

「貴重な人材じゃ。死んではおらんじゃろう。まぁ何かしら利用されてはいるかもしれんが」

「となると交渉の材料は揃うことになるね。もとより今回の議題は派遣した魔術師たちの返還。これが最後の要請であり通告で、決裂すれば戦争も視野にいれていた。けれどもし、その交換条件としてアリデルト殿下が彼女の返還を求めるのなら──」

「させない」

　ルギウスの言葉を遮って、言い放ったのはシリウスだった。

　アステラをまだその腕に抱いたまま、はっきりと強い声音でシリウスは言葉を続ける。

「だったら僕がメルトルグごと滅ぼしてやる」

　ぐっと、更にその腕の力が強くなる。

　シリウスの発した言霊が魔力を内包したまま地面を這っているようだった。

　腕のなかのアステラが息を呑んで体を強張らせるのに、シリウスは気付かない。

「それが一番手っ取り早い。どうせ戦争する気だったんだ。ヴィラトリアの魔術師を奪還して、城は僕が落としてくる」

「……ばかなことを言うでない、シリウス。おぬしにそんなことはさせられんよ」

「僕ひとりでいいよ。ひとりでできる。隷属の契約も契約者が死ねば無効のはずだ。僕が──」

「そうやってすべてを壊すつもりか？　その傲慢な望みのままに……アステラの帰りたい世界までも……？」

　キオンのその言葉にシリウスが金色の目を瞠る。

　元の世界に帰りたいというアステラの望み。それだけの為にすべてを差し出してここまで来た彼女の望みを、叶えると約束したのは他ならぬ自分だ。

　元の世界って？　なに、アステラ。そんなの聞いてない。

「もう充分じゃろう。ルギウス、ふたりを解放してやれ」

「……そうだね。少し時間をあげよう。けれどシリウスは必ずあとで私の執務室に来るように。明日の対策を考えなければいけない」

　ルギウスの言葉に無言で返し、シリウスはアステラを抱き上げた。突然の行為にアステラは慌ててシリウスの首にしがみつく。

　それから脇目もふらず大股で部屋を後にしようとするシリウスの背中に、キオンが声をかけた。

「──シリウス。アステラが元の世界に帰る為の条件は三つ。空から月がなくなる〝月蝕の間〟、〝扉を開けることのできる魔力量〟と、そして道となり得る〝不可侵の砂漠〟。これらがひとつでも欠けるとアステラは帰れなくなる。次の月蝕は──二日後じゃ」









第八章　密色の告白











　王城からシリウスの部屋のある北の塔までは文字通り一瞬だった。玉座の間を出て次の瞬間にはシリウスの部屋の扉の前にいた。

　触れる間もなく扉が開いて、アステラを抱いたままのシリウスが一切歩みを止めることなく突き進む。ふたりの入室後やはり扉は勝手に閉まった。

　そのすべてをシリウスに抱き上げられながら見届けて、アステラはシリウスにかける言葉を必死に考える。

（──ごめん、は違うよね。隠してはいたけど、嘘をついたり騙していたわけじゃないし……）

　それにいずれ言うつもりはあったのだ。きちんと自分の口で。今回のようななし崩しに暴かれるのはアステラ自身も不本意だった。

　けれど迷っている間に一番最悪のかたちで知られてしまったのも事実だ。

（あの時、言ってしまえば良かった……）

　シリウスから訊いてくれたあの時。すべて話してしまえば良かった。

　けれど後悔しても遅い。シリウスの沈黙がアステラの胸を締めつける。

「……シ、リウス……あの、」

　見慣れた部屋の光景に僅かばかり緊張が緩み、アステラがおずおずと声をかける。と同時にシリウスの足がぴたりと止まった。それからゆっくりと床に下ろされる。

　アステラの呼びかけに耳を傾けてくれたのかと思ったら、どうやら目的地に到着したらしい。

　すぐ傍にはベッドがあった。その傍らで手を取られながら立たされて、シリウスと対峙する。

　金色の瞳が長い前髪の隙間からアステラを見下ろしていた。こうして見上げると身長差からその顔がずいぶんと遠い。

　表情は目深に被ったフードの奥に押し込められたままでよく見えない。けれど立ち込める気配からは哀しみと憤りが滲み出ているようだった。

「シ、……」

「元の世界って、なに……？　アステラ」

「……それ、は」

「きっと、すごくすごく……遠いよね」

　いくつかの言葉を呑み込んでシリウスは微かに笑った。

　むりやり作ったその笑みは歪で今にも泣き出しそうに見えて、アステラは思わずその頬に手を伸ばす。けれど確かめる前にシリウスにその手にとられてしまった。

「……言って、アステラ。もう一度ちゃんと、僕に。きみの……望みは、なに……？」

　まるであの日をやり直すようにシリウスがアステラに訊ねる。

　金色の瞳にまっすぐ見つめられ、逸らすこともできずにただとられた手を握りしめる。

　すべての事実を知った上でなお望みを叶えてくれるだろうか。

　約束はしてくれた。シリウスは誠実なひとだ。きっと応えてくれるだろう。でも。

　変化や別れに怯える彼を傷つける覚悟はできていなかった。

（──違う。また、口にできない言い訳ばかり）

　もう誤魔化せないだけだ。自分の気持ちを。

　覚悟を決めて、口を開く。

「……帰りたい……」

　答える声がどうしても震える。それだけで別れを予感させた。その望みはふたりの決別を意味している。

　その一言ですべてを悟ったのだろう、見つめた先のシリウスの瞳が狂おしそうに細められた。握られたままの手に銀の指輪が食い込んで痛い。まるで彼の痛みを伝えるように。

　けれどそれはアステラ自身が望んでそう感じているだけなのかもしれない。

「でも」

　大事だって、言ってくれた。それが本当はとても嬉しかった。

　もう誤魔化せない。嘘はつきたくない。

　伝わってほしくて掴まれていた手に力をこめる。

　痛くてもいい。ひとりじゃないから。

「離れたくない」

　シリウスの目が大きく見開かれた。

　それが今アステラに言えるせいいっぱいの本心だった。

　僅かな間を置いて掴まれていた手がゆっくりと解かれる。ドキリとしたのは一瞬で、次の瞬間には視界が彼でいっぱいになっていた。

　手を伸ばす。ふたりの境界を寂しさで埋めるように。
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　荒々しく唇を重ねながら、ベッドにふたり倒れ込んだ。

　唇を繋いだまま、重たいローブも口元を隠していたストールも自ら脱いで、身に付けていた銀の装飾もすべてかなぐり捨てる。半ばむりやりに剥ぎ取るものだから、次々に砕けて床に散らばった。

　指輪も腕輪も首元や耳の飾りもぜんぶ邪魔だ。これがあると思い切り彼女を抱き締められない。

　銀の装飾はシリウスの大き過ぎる力を少しでも制御し分散する為のものだった。収まりきらない膨大な魔力を銀の受け皿に逃がしていたのだ。力が暴走してしまうことだけは避けたかったから。

　精も力もすべて吐き出してしまえばいいとこれまでの夜伽で学んだ。けれどこれはもう夜伽じゃない。本当の気持ちを口にはできない自分たちの、これらの行為はなんと呼ぶのだろう。

「……ッ、シリウス、まって……！」

「まてない」

　それ以上の抗議を再び唇で塞ぐ。

　アステラをうつ伏せに組み敷きうなじや首筋に口づけを落としながら、その背中を光の下に晒した。

　もう一度自分の目で確かめたかった。確かめてどうするのかなんて自分でも分からずに。

　その背中に刻まれた過去に彼女が受けた仕打ちの痕と、他の男の名前。触れた指先が微かに震える。

　腹の内を焼くようなおそろしいまでの嫉妬を孕んだ激情と、アステラの身に起きた出来事に目を背けたくなるような憐憫と、すべてを消してしまいたい衝動に思考がぐちゃぐちゃだった。

　このままここに繋いでしまいたい。どこにも行けないように繋ぎ止めてしまいたい。自分から彼女を奪うすべてのものを、壊してしまいたい。

　力ですべてを奪うことはできるけれど、それは自分の望みであってアステラの望みではない。けっきょく自分の無力さが露呈するだけだった。

　動きを止めたシリウスに肩越しに振り返ったアステラが仕方なさそうに笑った。

「そんな顔で、襲わないで」

「……っ、」

「泣かないで……シリウス」

　泣いてない、は嘘になる。

　嘘は言えない。それが生まれながらにはめられた枷だから。

　けれど本当のことも言えなかった。

　口にしても叶わないかもしれない望みがこわくて仕方ない。今まで口にしたことは嫌でもすべて叶えられてきたのに。

　きみだけが唯一この枷を外してしまう。僕を無力なひとりの男にする。

　きみの望みはなんだって叶えると約束したのに。それを果たせない自分も許せなかった。

「触って、シリウス」

　触れたままだった下腹部にアステラが自ら腰を押し付けてきて、シリウスは思わず息をもらした。途端に膨れ上がる熱に眉根を寄せる。既に硬くなっていた自身はなによりも欲望に忠実だ。

「今だけでいい、ぜんぶ、忘れさせて」

「……ずるい、本当に」

「シリウスにだけだよ」と、場違いなくらいに明るく笑うからシリウスもつられて少しだけ口の端を持ち上げる。そのまま吸い寄せられるように唇を重ね、ふたりの影が重なった。




　帰したくない。離れたくない。手放せない。

　けれどきみの望みを叶えてあげたい。




　好きなんだ、アステラ。

　僕を置いて行かないで。





　　　＊






　背中にそっと口づけを落とすと、僅かに魔力の残滓を感じた。

　無理やりにでも術式を壊して解放してあげられたら良かったけれど、身体と魂を縛るこの術は生憎強固だ。シリウスでも解くことはできない。

　それに身体に直接施された術は他の介入を強く拒むものが多い。むりやり干渉すれは被授者アステラへの反動や危害があるかもしれない。

　なにより術自体が禁術故に知識や情報が足りない。結果的に何もできない自分が恨めしくなる。

　今だけでもその存在を消したくて、上書きしたくて、その背中に赤い痕を散らしながらアステラの残る下着もすべて剥ぎ取っていく。ふとひとつの予測に目を見開き、だけど今だけは目の前の行為に耽りたかった。

　それから自分も体を起こしてすべての衣服を脱ぎ捨てた。長い黒髪がシリウスの白く薄い裸体に影をおとす。

　それからそそり立つ自身をアステラの肌に触れさせた。臀部の割れ目に添わせるように輪郭をなぞりながら下りていくと、くちゅりと濡れた感触に辿り着く。

「っ、」

「……すごく、濡れてる……いつから……？」

「し、らない……ッ」

「うそ、だってこんなに、びしょびしょ」

　その密度と場所を確かめるように何度も往復させると愛液がシリウスのものを纏っていくのがわかる。だんだんと激しくなる水音にアステラが耳や首筋を赤く染めながら必死に声をおさえる姿にひどく興奮した。それなのに自ら腰を揺らして押し付けてくるさまはいやらしく煽情的で、なけなしの理性が溶けていく。

　わざと狙いをはずしたままアステラの脚の濡れた隙間を行き来する。途中でアステラの敏感な芽を擦り上げるたびに腰が跳ねてアステラが甘い声を漏らした。びくびくと細い背中をしならせながら、肩越しに睨まれる。

「い、じわる……！」

「……なに、が……？」

「や、だ、シリウス……ほ、しい……！」

「……う、ん……でも、僕もちゃんと、言ってほしい」

　ぐちゅん、とまた。僅かに食い込んだ先端であわいを擦る。

　アステラの啼き声が腰に響いて本当は一秒だって惜しいのに。

　シリウスは言葉を続ける。それは切望にも近い請い。

「言って、アステラ……言葉にして、今だけ」

「……っ」

　ぐぷりとまた、入口だけ。そこでシリウスはわざと腰を止める。

　堪らずアステラ自ら動こうとするその腰を、両手に押さえ込んで質問を繰り返す。

「……これが、いいの……？」

「……っ、あ、はい、っちゃ……」

「ちゃんと言って、アステラ……誰のが欲しいか、言葉にして」

　ず、っとシリウスが腰をひくとアステラは喘ぎながらそれを拒んだ。

「やだ、抜かないで、シリウスの、が、欲しい……！　ちゃんと、奥まで、っぁ──」

　聞き終わる前にひいた腰をいっきに押し進める。アステラの言葉の最後は悲鳴混じりの嬌声だった。

　最奥に行き当たりシリウスのものがすべて収まるのと同時に、アステラの内側がおおきくうねりながら絡みついた。追って小刻みな収縮の波にシリウスが眉根を寄せてその快楽に耐える。

「……くっ、だ、め、アステラ……、そんなに、締め付けないで……」

　待ち侘びた熱にアステラの体が歓喜に震えているのが分かって、その快楽にシリウスも目を閉じて耽る。それから彼女の望むままに腰を振った。

「あっ、あぁ、んんッ」

「気持ち、良さそうだ、ね……こんなに、おしり、突きだして……」

　シリウスの動きにアステラの腰も勝手に動いていた。その動きに合せるように、自らイイところに擦りつけるように。

　最中のアステラは欲求に素直だ。いやらしくて堪らなくかわいらしい。思う存分堪能したいのに。

　アステラの背中に存在を主張するその名前が、視界の端を掠める。おそらくこうなる前のアステラを知っている相手。

　また嫉妬に胸を焦がしそうになるけれど、そんな気持ちを掻き消すのはいつだってアステラが与えてくれる快楽だった。

　僅かに動きの鈍ったシリウスに気付いたのか、それとも焦れたのか。

　アステラが両手をついて上半身を持ち上げたかと思ったら、自ら腰を動かし始めた。

　先ほどまでの揺らすだけの行為とは違う。自ら前後に体を動かし、一度ギリギリまで引き抜いたシリウスの肉欲を、自らの意思と加減でまた押し込める。

「……くっ、は、やばい、くらい……やらし……自分でしちゃうの、アステラ……」

「シリウス、も……いっしょ、に……っ」

　震えながら振り返る、アステラの濡れた瞳に射抜かれる。どくりと心臓が鳴って突き抜ける欲情に顔を歪めた。

　できるだけ長く繋がっていたかったのに。けれどとても保たない。アステラの律動にシリウスも覚悟を決めて、再びその腰を掴んで引き寄せた。

　素肌と素肌が合わさり幸福感に満たされる。隔てるものも、傷つけるものも何もない。

　この口から吐き出す言葉も彼女の紡ぐ言葉も、シリウスの言霊呪いに囚われることのない本心だ。

　何にも縛られず、疑わず、心のままにいられるということ。それがシリウスが何よりも望んでいたことだった。

「……そうだ、ね……イこう、いっしょに」

　──果てるまで。





　　　＊






　先に目を覚ましたのはシリウスだった。

　窓の外の太陽はとうに真上を過ぎている。どれくらい眠っていたのだろうとぼんやり考えるけれど、思考はまだ微睡んでいた。

　腕の中には抱き締めたままの温もりと微かな寝息。覚醒しきらない頭でその寝顔を見つめ、もう一度その温もりを確かめる。

　互いに一糸纏わず生まれたままの姿で抱き締め合って眠っていた。ようやくこの胸に強く抱き締めることのできる感慨に耽り、胸が詰まる。すり寄せた肌に泣きそうになるほど。

　このまま時を止めてしまえたらどんなにいいだろう。

　けれど、起きてルギウスの元に行かなければ。

　それにキオンの言葉を思いだす。

『次の月蝕は、二日後』

　この機を逃したらアステラの望みが叶うのはまた当分先になってしまう。

　いや、もっと最悪な可能性もある。

　アステラとキオンが交わしていた会話。あの時は意味が分らなかったけれど──。

『この機会を逃したらまた一年後じゃ。その時にわしがどうなっておるかは、わし自身にもわからん』

　薄々感じていた。キオンの力の変化──陰りのようなものを。確かめたことはないけれど、賢者とはいえ不滅でも不変でもないのかもしれない。

　アステラが元の世界に帰る為の場は砂漠でなくてはならない。そして砂漠はキオンの領分だ。アステラが元の世界に帰る為にキオンの存在はおそらく不可欠だろう。

　もし次の機会までにキオンが保もたなかったら──。

　そこまで考えてぎゅっと目を瞑る。それは今考えても仕方のないことだ。

　惜しむ気持ちを抑えながら起き上がりベッドから出る。床に散乱していた衣服や装飾品の破片の山からストールを拾いあげ、しばし考えた後にそれを眠るアステラにそっとかけた。

　このストールには多くの呪まじないがかけられている。シリウスにとって最も強固な守りの盾でもあった。部屋にいる時でさえ今まで手放せなかったもの。

　自分の部屋とはいえアステラを一人残していくことへの懸念はある。せめてもの防護が必要だと思った。

　それから新しい衣服を身に付け銀の装飾品を纏いいつものローブに袖を通す。ふと目についた手首に巻かれたままの組紐をぎゅっと握りしめた。あのときに願った思いはまだ胸にある。

　フードは被らずに顔を晒したままシリウスは部屋を後にした。





　　　＊






「遅い」

　顔を合わせて開口一番の台詞にシリウスは気まずげに視線を彷徨わせる。

　反論せずに会釈で謝罪し、改めてルギウスに向き直った。執務室の机に肘をついてシリウスを迎えたルギウスは不躾に見つめて感嘆する。

「変わったねぇ、シリウス。おまえが顔を隠さずにここに来るなんて」

「……おかげさまで」

　元を辿ればシリウスの夜伽の発端はこの戦争だ。その総指揮官は目の前にいる兄なのだから、嫌味のひとつでも言いたくなる。

　シリウスの反応にルギウスは書類で口元を隠しながら心底おかしそうに目を細めて笑い、それからこほんとひとつ咳払いをした。

　この部屋にはふたりだけ。キオンがいるかと思ったが不在のようだ。いつもルギウスの傍らにいる護衛騎士も宰相子息の側近もいないのは珍しい。

「さて、では本題だね。あれから正式にメルトルグから明日の議会においての議題内容が提示されたよ。こちらの要求である派遣した魔術師たちの返還と協定は先に提示済みだったのだけれど……その要求を呑む代わりに、彼女……アイラ・ヒナセを引き渡せと。それがあちらの要求……交換条件のようなものだね」

「……」

　その名前はシリウスには馴染まない。けれど間違いなくアステラのことなのだ。見過ごせる問題ではない。

「メルトルグに彼女を要求する権限はないのでは……？」

「アリデルト殿下個人の要望、とのことだ。彼女の背中に所有者の名が刻まれているんだ。その権利はまだ有していると言わざるをえない」

　言ってルギウスが一枚の紙をシリウスに差し出す。メルトルグの王印とは別にアリデルト個人のサインが刻まれた要望書だ。シリウスは顔を顰めながらそれを一応受け取って目を通した。そのまま燃やしてしまいたくなるのをなんとか堪えてルギウスに返す。

「断れば、戦争ですか」

「そうだ。しかしそれを回避できるのならすべきだと私は思う。戦争になると必ず血が流れるからね」

　同感だとシリウスも思う。

　シリウスも過去に数度、同盟国の戦線に駆り出されたことがある。表だった公務を放棄する代わりのシリウスの裏の仕事だ。シリウスの能力を知らないその相手国は、シリウスの能力のおかげで殺し合う間もなく鎮圧され降伏した。シリウスの言霊力の為せる業だ。

　けれど上手くいくことばかりでもなかった。この力が人を傷つけたこともある。それは決して寝覚めの良い経験ではなかった。

「相手方が交渉に応じる姿勢を見せているんだ。しかも明らかにこちらの方が優位。ならば迷う必要はない。彼女は……この国の民ではないのだろう？」

　ルギウスの青い瞳に射抜かれて、シリウスの思考がぐらぐらと揺らいでいく。意図せずして頷きそうになったがはっと目を瞠り、ふるりと首を振った。それから目の前の兄をきつく睨む。

　──これが、ルギウスの能力だ。

　生まれながらに女神より承りし恩恵。ヴィラトリア王家に継承される人を従える力。

　ルギウスのその〝瞳め〟で見られると、ほとんどの者は抗えないのだ。シリウスの言霊のように。

　シリウスと違うのはルギウスはきちんとその力を制御できているところ。つまり今のは、意図的わざとだ。

「やはりおまえには効きが悪いね。……王族としての責務を果たしなさい、シリウス」

「……」

　解っている。けれど受け容れられるものではない。

　秤にかけられるものではないのだ。彼女の存在は。

「兄上──」

　なんとか反論しようとした、その時だった。

　バタンと大きく執務室の扉が開き、ふたりの視線が注がれる。

　そこにいたのはキオンだった。馴染んだ少年のほうの姿だ。しかし顔色がだいぶ悪い。

「まずいぞ、シリウス」

　キオンの言葉にはっとシリウスが顔を上げる。

　大きな魔力がシリウスの結界に強く干渉している。この王城敷地内の一部──シリウスの部屋だ。そこにいるのは。

「アステラ……！」

　耳鳴りにも似た警告音。誰かが防護の結界を破り魔法を奮っている。だとすればその人物はひとりしかいない。

　魔力を集めて神経を集中させるとアステラの気配が他者の魔力の圧に掻き消された。王城に張り巡らされていた結界をかいくぐり、魔法の感知を外れていく。

「……！　くそっ……！」

「油断しておった。まさかこのような強硬手段に出るとは……」

　キオンが苦い顔で息を吐きだす。

　自分もだ。油断していた。

　始めからあちらには交渉する気などなかったということだ。

　けれどこれがメルトルグ国の総意とは思えない。アリデルト個人の凶行にしか思えなかった。

「兄上、彼女が……アステラが連れ去られた。おそらくアリデルト殿下です。僕は彼を追います」

「……何やら慌ただしくなってきたね。さてどうしようか」

「戦争でもなんでも好きにしてください。命令されれば戦線にも出る。ただ、彼女は交渉の駒じゃない。僕の──大切なひとなんです。兄上」

「……」

「行きます。王都から出られると見つけるのが難しくなる」

「それは王子としての責任を放棄するということかい、シリウス」

「……好きなように受け取ってくださって構いません。僕がいてもいなくてもこの世界は変わらない。けど」

　王都の結界に神経を研ぎ澄ませてみれば、微かに移動する気配を感じる。鮮明に主張するそれは、シリウスのストールにかけられている呪まじないの作用だ。

　おそらくアステラが咄嗟に掴んでいったのだろう。その事実を思うと胸が締め付けられる。

「僕の世界には、彼女が必要なんです……！」

　叫ぶ言葉にルギウスはそれ以上言葉を重ねることはせず、わざと視線を外して長い溜息をついた。それからその青い目を細める。

「私相手とはいえ、おまえが躊躇わず、言葉を選ばず、心のままに話すところを随分久しぶりに見たな。まるで別人だね、シリウス」

「……そうかも、しれません。だとしたら彼女のおかげです」

「……そうか。覚えておこう」

　僅かに表情を和らげるシリウスにルギウスも眩しそうに目を細める。

　それ以上の言葉がないことを兄としての温情と捉え、シリウスは深く頭を下げて背を向けた。

　部屋から出ていこうとするシリウスを扉のところでキオンが呼び止める。扉に肩をついたまま、至極真剣な顔で。キオンのこれだけ疲弊した姿を見るのは初めてだ。

「シリウス、聞け。あやつ──アリデルトとかいう男。わしは直接確認しておらんが、瞳の色が半分違ったじゃろう。つまりあやつも女神の禁忌に触れ魂の半分を女神に差し出した男じゃ。地上での制約を受ける代わりに規格外の魔力が供給される。おぬしの魔力とは相性が悪いやもしれん」

　地上での制約──それはキオンの〝仕事〟だと聞いたことがある。キオンには死者の魂が見え、その魂を天上に葬お送くる役割があるらしいのだ。

　魂など見えないシリウスにとっては半信半疑であったけれど、レグルスの一件でそれは改められた。

「おそらく連れ去りの目的はアステラを砂漠から遠ざけることじゃろう。あやつはアステラを呼び出した男。儀式の仔細は心得ておる。アステラを元の世界に帰さない為に連れてったのじゃ。この世界に繋ぎ止める為に」

「……！」

「アステラを取り戻したら砂漠に来い。わしはそこで待つ。月蝕の時間は僅か数分。その間しか扉は繋いでおけん。その時間までに、必ずアステラを連れてくるのじゃ」

「……わかった」

「わしの任が解かれ始めておる。おそらくこの機を逃したら……もうアステラを帰してやれないかもしれん。──永遠に」









第九章　最後のアステラ











「起きろ、アイラ」




　──それは自分の名前のはずなのに。一瞬でもためらうくらいには、〝アステラ〟という名は自分に馴染んでいたんだと自覚する。

　うっすらと目を開けると窓際に立つアリデルトの姿がおぼろげに見えた。

　外を警戒しているのだろう、姿を見せないように窓の外の様子を窺い、そしてゆっくりとカーテンをひく。

　壁の半分ほどある大きな窓はひび割れており建物の老朽具合が窺えた。破れたカーテンの隙間から漏れる夕日で部屋は橙色に染まり、じきに夜を連れてくる。

　この時期の日暮れはあっという間だ。どれくらいの時間が経ったのだろう。移動の途中で強制的に眠らされていたので分からない。

「……どこ、ここ……」

「ヴィラトリア王都の端にあるメルトルグ国の視察用の屋敷だ。とはいえ使われていたのは友好関係が結ばれていた随分昔だから、だいぶ放置されていたようだがな」

　その場でアリデルトが小さく何かをささやき、ふわりと彼が魔力の風を纏う。

　何かしらの魔法を使ったのだろうけれど、分からない。心なしか隙間風は和らいだ気がする。

　意識を失っているあいだアステラは古いソファに横たえられていたらしい。体を起こし僅かに身じろぐだけで軋んだ音をたてる。

　それからはっと気づいて反射的に手を握り込むと、その手にはシリウスのストールがあった。突然部屋に押し入ってきたアリデルトに連れ去られる間際に咄嗟に掴んできたものだ。

　それを確かめてほっと息を漏らし、そのままぐるりと自分の首元に巻いた。いつも彼がそうしていたように。

　自分の居場所がアリデルトに知られていた理由は至極簡単だ。背中に刻まれた隷属の契約のせい。よほどの距離がない限り被授者の居場所は契約者に把握されるとキオンに聞いて知っていた。なのにこの事態を予測できなかった。

　アリデルトの執着と行動力を甘く見ていたせいもある。まさか相手国の城内でこんな強行に出るとは思いもしなかったのだ。

「……こんなことして、大丈夫なの……？」

　隣国の賓客としてアリデルトはヴィラトリアの王城を訪れていたのではないか。それはきっと大役のはず。

　少なくともアステラが知るアリデルトはメルトルグ国内でも末席の王子として粗末な扱いを受けていた。国王の血をひいているとはいえ妾の子として、決して優遇されているとはいえない立場。彼自身もそう口にしていた。

　だから隣国──しかも戦争を視野にいれている国との大事な交渉の場にその権限を持って訪れていたことにアステラははじめ驚いたのだ。

　なのに大事な議会の直前に相手国の城内から人攫いという暴挙。これは自国への謀反ではないのか。

　アステラの懸念に窓の傍の壁に背を預けるアリデルトがふ、と鼻で笑う。

「おれがどうして今回の議会に来たと思う？」

「え、どうしてって……国の、代表でしょ……？　何か、大事な会議があるって……その採択の為に来たんじゃないの？　アリデ以外にも誰か来てるの？」

「いや、おおむねその認識で合っている。しかし今回の議会の決定権はおれにはない。おれは所詮かたちだけだ。もし交渉が決裂して戦争となった場合、おそらくおれが戦線に立つ。そして知っているか、アイラ。戦争というのは大将は決して前線には出てこない。戦線に送られるのは捨て駒だ」

「……」

　──知らない、そんなこと。

　アステラには関係のないことだ。それなのに。

　相変わらずアリデルトは悲劇の渦中に身を置いていることが嫌でも分かってしまう。

「メルトルグは今国力そのものが大きく傾いている。魔術師どころか魔力を持つ者がいつからか生まれなくなった。女神に見放されたのだと国民は嘆き、怯え、怒り、そして疲弊している」

　──メルトルグの唯一の希望は〝聖女〟の存在だった。それはかつてアリデルトに聞かされたことだ。

　メルトルグの王族にのみ受け継がれてきた召喚の儀式。史実には過去何度か国の危機を救い、国の厄災を祓った乙女の記録が残されている。

　しかし召喚は確かなものではない。それでも懸ける他ない所まで王族は追い詰められていた。

　そして、聖女は召喚された。

　ただし魔力を有さない彼女は、とても国の危機を救うに値しない無能の聖女だった。

「メルトルグもかつての魔法大国だ。国民には上級魔術師としての気高い見栄と下らない誇りが深く根付いている。それは王族やその臣下にも」

　戦わずして負けることを良しとしない。それでは国民への示しがつかない。大国メルトルグの尊厳が地に堕ちる。

　けれど今のメルトルグにはヴィラトリアに勝てる兵力はない。負け戦になることは分かっていた。

「だから差し出せる首としておれが選ばれたんだ。王族の中では抜き出た魔力の才を残し、なんの後ろ盾も柵しがらみもない、けれど確かにメルトルグ王家の血を引くおれなら例え戦に敗れて失ったとしても……大国として善戦したのだと、国としての体裁を誇示できる」

　ヴィラトリアに下くだる建たて前まえが必要だった。交渉をすべて受け入れて協定を結ぶのではなく、メルトルグとしての大国の権威を残したまま、けれど戦争に負けることこそが──国を存続させる最後の選択だった。

「……アリデは、それでいいの……？」

　国の内情や実状はアステラにはよく分からない。

　けれどアリデルトがいいように利用され、そして棄てられようとしていることだけはわかる。かつての無能の聖女自分のように。

「……まぁ、どこかで責任はとらされるとは分かっていたからな……こういう役も予想はしていた。いつ死んでもいいと思っていた。だが」

　言ってアリデルトが、その瞳をアステラに向ける。

「おまえだけが、心残りだった」

「……っ」

　その言葉はささやくように小さく落とされ、かろうじてアステラに届いた。

　距離を埋めるようにアリデルトがアステラのいるソファへと歩み寄る。古びた床がぎしりと重たい悲鳴を上げた。

「……あの日、兄上たちにおまえを奪われてから、ずっと探していた。おまえは死んだのだと言われたが納得いかなかった。どんなに範囲を広げて探ってもおまえの気配は掴めず、けれど術はおれの中から消えていない。ならばどこかで生きていると──手の届かないところにいるだけならと、それだけを頼りに生きてきた」

「……アリデ」

　広くはない屋敷のふたりの距離はすぐになくなる。

　逃げようとは思わなかった。それができないことをアステラの体は知っていたから。

　埃だらけの床に膝をついたアリデルトが、ソファに体重をかけながらアステラの体をきつく抱きしめる。

「けれど、もう一度会えたから」

　アリデルトもその哀しそうな瞳も、独り善がりな腕も、何かをずっと切望する声も。あの時から何も変わらないと思った。

　けれどそれはアステラも同じだ。アステラには受け止めることはできない。ただ胸に痛いくらいに突き刺さるだけだ。

「おまえがいてくれさえすれば、すべてを捨ててもいい」

　利用されているだけだと思っていた。彼の気持ちの種類をはかりかねていた。その想いがアステラの想像とは違っていたとしても。

　アリデルトの気持ちには応えられない。彼の生立ちや身を置く環境に同情はすれど、抱き締め返すことはアステラにはできなかった。

　部屋がだんだんと薄闇に呑まれていく。もうアリデルトにアステラの声は届かない。

　アステラの首元に埋めた彼の唇がストールを押し退けてアステラの肌に触れ、思わず身を竦める。

　シリウス以外の腕に抱かれていることが嫌だ。抗えない自分も嫌だ。

　触らないでと思うのに、拒むことも振り解くことも自分にはゆるされないのだ。この契約を体に刻んでいる限り。

　彼は気付かない。この対等ではない関係で手に入るものなど何もないということを。

　アリデルトの肩越しに窓の向こうを見上げる。カーテンの切れ目の隙間から、帳の下りた夜空に丸い月が見えた。

　今夜は満月だ。

（──もう、帰れないかもしれない）

　そう思うと涙が滲んだ。

　月を見上げるたびにもう何度も帰りたいと願ってきた。ずっとその時を待ち望んでいたのに。

「……アイラ。離さない、もう二度と」

　──アステラと呼ぶ、彼の声が耳によみがえる。

　会いたい。離れてしまうと余計にその想いが募ることを知った。

（……たすけて、シリウス）

　すべてを諦める時がくるのなら、その場所は自分で選びたかった。

　──その時。

　月明かりが大きな影で遮られ、突如室内が暗闇に包まれる。その直後、窓ガラスが大きな音と共に破られ強い風が吹きこんだ。

「……！」

　アリデルトがはっと息を呑む気配がすぐ傍で聞こえ、アステラを抱きしめる腕に力がこもる。室内には他に光源はなく、視界を奪われたアリデルトが突然の攻撃に身構えた。

　咄嗟にアリデルトが視界確保の為に浮かべた魔法の光が相手の狙いだと、後から気付いた時にはもう遅い。暗闇を引き裂く一筋の閃光にアリデルトの体が吹き飛ばされる。

　ソファから背後の壁にかけて強い衝撃と共にぶつかる音。建物自体が大きく揺れ、びりびりと悲鳴を上げた。

「……っ、ぐ、あ……！」

「……っ」

　なにが起こったのかも分からずに、アリデルトの腕から解放されたアステラは必死に目を凝らしてあたりの状況を窺った。

　突然の出来事に心臓が早鐘を打つ。これに乗じて逃げだせるだろうか。けれどアリデルトが命令すれば自分は逆らえない。すぐに捕まって終わりだ。

　アステラはぎゅっと首元のストールを握りしめて身を竦ませる。

　その時だった。

「……アステラ」

　ささやくような、小さな声だった。

　けれど決して聞き違えることのないその声。

「……シ、」

　顔を上げると、月明かりを背負った窓際に濃紺のローブをはためかせたシリウスがいた。

　長い黒髪が溢れ出る魔力に煽られ、金色の瞳が闇の中からアステラをまっすぐ見つめる。

　それからゆっくりとその両手を広げた。

　言葉はなくともその腕がアステラを呼ぶ。

「シリウス……！」

　蹲っていた床に手をついて立ち上がり駆け寄る。それからその腕の中に思いのままに飛び込んだ。抱き留めてくれると疑わずに。

「……シリウス……っ、ぅ、」

「怪我はない？　ごめん、探すのに思ったより、手こずった」

　そう漏らしたシリウスは珍しく肩で息をしている。腕の中から見上げるとその顔は青白く、なのに汗ばんでいた。

「行こう、キオンが待ってる」

「え、でも……」

　シリウスがアステラを抱き寄せ、割った窓から外に出ようとした時だった。

「待て、アイラ……！！」

　アリデルトの鋭い声が響き、びくりとアステラは体を強張らせる。

　壁に肩をつけながら立ちあがったアリデルトが魔力を漲らせて淡い光と共に敵意を放っている。片目を押さえるアリデルトの足元には砕け散った眼鏡が転がっていた。

「……行くな……！　アイラ、ここにいろ。そいつから離れて、こっちへ」

　魔力の込められたその言葉は術で縛られた命令だ。反射的に背中に刻まれた痕が疼いて訴える。従わなければと。

　──でも。

　ぎゅっとシリウスの腕を握りしめて、アステラはアリデルトに向き合った。

　抱き締められていたその腕から一度離れて、だけどその手を掴んだまま。

「……もう、やめて……！」

　痛みを覚悟して訴える。これが最後だと思ったから、伝えなければと思った。

「アリデはけっきょく、逃げてるだけだよ……どうにもならないことから一番楽な方法を選んでるだけ……！」

　アステラの叛意にアリデルトは赤い瞳を見開く。血の滴る反対の目は、おそらくもう世界を映せない。

「わたしを逃げ道にしないで……！　わたしは一緒にはいられない……あなたの傍で、わたしは生きられない……！」

　泣きながら叫んで、はぁっ、と息を吐き出す。

　後ろからシリウスに抱き寄せられて、アステラもその腕を抱きしめ返した。

　覚悟していた痛みは、こない。

　興奮状態のアステラはまだそのことに気付いておらず、先に気付いたのはアリデルトだった。

「……どうして……」

　呆然とアリデルトが呟く。その疑問がどの部分に向けられているのかは分からない。アステラの拒絶にか、隷属の契約に背く反動が現れないことへか。

　代わりにシリウスが答える。ひどく落ち着いた口調で。

「僕に、この契約は解けない。でも、上書きはできるかもしれないと思った。もっと高度で上級の術を刻んで、隷属の契約ごと取り込んで、僕の術の一部にした」

「……そんな、ことが……できる、わけ……」

「術は、より高度な魔力で相殺できる。僕の魔力がきみの術を上回るのか、いちかばちかだった。結果もこの時まで分からなかったけど、成功したみたいだ。ここにあるのはもう……隷属の契約じゃない」

「……」

「契約は消せても、彼女が今まで負った傷も痛みも消えない。消せない。僕はそれを、決して許さない」

「……おまえに許される、いわれはない」

「あぁそうだ。僕と君は、違う。君が選んだ道を、僕は選ばない」

　シリウスはアステラを抱きしめたまま、アステラの背中に刻んでいた自らの術を解いた。その下に刻まれていたアリデルトの隷属の契約を内包したまま、アステラを縛るすべてから解き放つ。

　淡い光を放って服越しに解かれていく術式が夜の闇に溶けていく。アステラはそれを呆然と見送っていた。

　信じられなかった。自分が解放されただなんて。

「彼女は自由だ。そして彼女の願いは──僕が叶える」

　アリデルトから立ち込めていた敵意と魔力の影が薄れていく。それからそっとその瞼を下ろした。もう見たくないとでも言うように。

　アステラを抱きしめたままシリウスは、窓から夜の帳に飛び立つ。

　引き留める声はもうしなかった。





　　　＊






　アステラを抱えたシリウスが夜空をものすごいスピードで駆けていく。

　転移魔法とは違う。文字通り風のようにシリウスは目的地へと飛び続けた。

　アステラの居場所を探すのに予想以上の時間と魔力を消耗した。複雑な術式の魔法は今使えない。意識はただキオンの待つ砂漠へ向かうことと、夜空の月とへ注力する。

「……ごめん、アステラ……じきに月蝕が、はじまる……」

「……！」

　夜空の月はもう満ちている。月が完全に隠れるまでは時間の問題だ。既にその一部が欠け始めている。

　月の明かりがだんだんと消え、地上に影を落としていった。

「だめ、間に合わない、もういいよシリウス、お願いムリしないで……！」

「大丈夫、もうすぐ着く……！」

　月が完全に隠れるのはわずか数分間だけ。その間しかキオンは扉を繋げないと言っていた。まだ猶予はある。

「もう、いい……シリウス、わたし──」

　アステラの言葉は最後まで続かず、がくんと一瞬の抵抗を感じたあとふたり揃って地面に投げ出される。肩で息をしながら体を起こそうと手をついたそこに、ざらりとした感触がした。

　──砂漠だ。キオンの、砂漠。

「……シリウス、大丈夫……!?」

　倒れ込んだシリウスがかろうじて身を起こすけれど、荒い呼吸のままに返事もできない。その肩を支えて起こしながらアステラが空を仰いだ。

　月の明かりが完全に失われ、辺りは闇に包まれる。月蝕が始まったのだ。

　異様な気配に身体が震える。暗闇の中で無数の星だけが瞬いていた。

「……キオン！」

　叫んだのはシリウスだった。

　途端にバチンと電流が走り、シリウスの耳元にあったピアスが弾け飛ぶ。その膨大な魔力が制御下を外れようとしている。

「キオンはここだよ」

　けれど予想とは反する声の主にシリウスは目を瞠った。そこにいたのは兄であるルギウスだった。護衛騎士や側近も連れている。

「……兄上……？　どうして、ここに」

「……頼まれたんだよ、キオンに。ここに連れてきてほしいと。それに嫌でもここに来なければいけない理由ができてね」

　言ってルギウスが遠くを見つめる。思わずシリウスがその視線を追うと、月明かりを失った砂漠の向こう、暗闇のなか地上で光る灯ひが見えた。魔力と人工的な明かりの入り混じる無数のそれは──。

「メルトルグの軍勢だ。アリデルト殿下が失踪し、それをヴィラトリア側の不始末として責任を追及され、結果一方的に宣戦された」

「……そう、ですか……」

　気付けばこちら側の遥か後方にも多くの魔法の灯りが見える。ヴィラトリアの軍だろう。数も戦力も明らかに違う。戦わずとも結果は瞭然だ。

　隣のアステラがその光景を呆然と見つめていた。無数の戦意が灯りとなって煌めいている。まるで砂漠に落ちたの星のように。それは皮肉なほどに美しい光景だった。

「まぁこちらは私がなんとか収めるさ。おまえはちゃんと自分の役目を果たしなさい。一度選んだのだから、何を犠牲にしても最後まで」

「……はい」

　すべてを見通すような、そして揺るぎないルギウスの瞳に見つめられシリウスは強く頷いた。

　ルギウスがそっと手を差し出す。そこには横たわる黄色い小鳥がいた。

「……キオン……！」

　シリウスの声にアステラがはっと意識を引き戻す。ルギウスから受け取った黄色い鳥キオンはぴくりとも動かない。

「……っ、キオン、わたし……！」

　シリウスの手のなかにおさまるキオンを見た瞬間にアステラの涙が溢れ出す。そしてその声にひかれるように、ちいさな小鳥は目を開いた。ピィとか細く鳴いた小鳥が起き上がり、小さく羽ばたいたかと思ったらアステラの肩にちょこんととまる。それからアステラの頬に頭を擦りつけた。その涙を拭うように。

『──大丈夫じゃ、アステラ。わしがちゃんと、送ってやる』

　そう言った瞬間、小鳥の体が淡い光を放ち夜空に飛び立った。

　そして月のない夜の砂漠に一筋の光が堕ちた。

　天上から導かれるように〝扉〟を繋ぐ。

「でも、もう……！」

　夜空の月はほとんどもう形を取り戻している。

　月蝕の時間が終わる。もう間に合わない。

　キオンの拓いた道が閉じようとした、その時だった。

「大丈夫だよ、アステラ」

　はっきりとした口調でシリウスがささやく。涙に暮れるアステラをまっすぐ見つめ、揺るぎのない光をその瞳に湛えながら。

「まだ、終わらない」

　シリウスの放つ言葉と同時に、シリウスの身に付けていた装飾品がまたバチンと音を立てて弾け飛ぶ。

　ただならぬ空気がシリウスから立ち込めていた。辺り一帯──この空さえも覆うほどの。

「僕が望むかぎりこの空に……月の光は戻らない。君の願いは、僕が叶えるから」

　また、バチンと。シリウスの身体から次々に銀の装飾が砕け散る。

　胸元の首飾りも、指にいくつも嵌めていた指輪も、そのすべてが粉々になって砂漠の砂に溶けていった。

　シリウスの言葉の意味をようやく理解したアステラが、咄嗟にシリウスにしがみついた。

「だめ、何してるのシリウス……！　それ以上したら、体が……！　もういいよ、やめてシリウス、血が……！」

　銀の守りを失い今度はその力がシリウスの身体に刻まれる刺青の護りを侵し始めていた。

　左腕の刺青から血が滲み出し、その内に収まりきらない魔力がシリウスの体を傷つける。

　言霊を通して干渉する対象があまりにも大き過ぎた代償だ。

　けれどシリウスにとってそれはすべて承知の上。できる確証があった。

　なぜなら自分は──〝凶星〟を持つ王子だから。

　月が再び欠けていく。シリウスの言葉のままに。

　夜空はまた暗闇に包まれキオンの残した光の道だけが空と大地を繋いでいた。

　この夜を、月すらを支配してシリウスは、腕にしがみつくアステラに微笑みかける。

　これが最後なら笑わなければと思ったのだ。

「キオンが言っていた……僕が生まれ持った〝凶星〟は、すべてを壊す力じゃない。世界を、変える力だ」

　その言葉の意味を今ようやく理解する。

　そして受け容れた。拒むばかりだったこの力のすべてを。

「ずっと……ずっとこの力が疎ましかった。母を殺し、世界に厭われ、誰とも解り合えず……生まれたことの意味すらも分からずに、この世界を憎んでいた」

　降り注ぐ一筋の光がアステラの身を包みこむ。

　きっと自分の為に泣いているその泣き顔すらいとおしい。さよならなんて本当は言いたくない。でも。

「どうして僕だったのか……何の為にこの力を持って生まれたのか……生きる意味すらも、分からなかった……けど」

　──今ならわかる。

　きっとこの瞬間の為だった。

「けれど、ようやく分かったよ、アステラ。きっと全部、きみの為なんだ。きみに出逢う為……そしてきみの願いを叶える為に、僕は生まれてきたんだ。この星を持って」

　疑わないでほしい。この言葉はすべて、紛れもない自分の本心だから。

　きみと出会えたから、今この言葉を躊躇わずに伝えられる。

「……好きだ、アステラ。ずっときみを、想ってる」

　ふるりとアステラが何かを訴えるように首を振る。その瞳から大粒の涙を溢れさせながら。

　直後、ふわりとアステラの体が宙に浮く。空へとひかれるように淡い光に包まれながら。

　小さな鳥の鳴き声がアステラを呼んでいる。

「……っ」

　繋いだままの手を握りしめるアステラにシリウスは微笑む。

　アステラは残る力を振り絞るように、シリウスの唇に噛み付いた。

　見えない引力に邪魔されながらも強引に唇を押し付けて、一度離して鼻先で見つめ合う。シリウスの目が丸くなり、熱い吐息を唇で感じ、そして互いがもう一度それを求め合った。

　空いていた方の腕できつく抱き締めあいながら互いの舌先を擦り合わせて絡ませ、きつく吸う。

　けれど見えない力にそれ以上は抗えず唇が離れてしまう。濡れた感触だけを残して。

「……シリウス……っ」

　それから繋いでいた手をシリウスがそっと解いた。

　アステラの体が空へと吸い込まれ消えていく。

　シリウスはいつまでもその姿を見送っていた。




「さよなら、アステラ」







　それが〝アステラ〟の異世界での、最後の記憶となった。









エピローグ











〝アステラ〟の本当の名は、比名瀬アイラだ。

　一年前いなくなった時と同じ場所に倒れていたアイラは、通りすがりの人に保護され病院に運ばれた。そこでようやく一年ぶりに家族と再会できた。

　おおらかで優しい両親と、年の離れた過保護な兄と、年が近く親友みたいに仲の良い妹。祖父がオーストラリア人で明るい髪色や瞳などどこか日本人離れしている容姿は、家族の誰よりも祖父の血が濃い証だった。子どもの頃はそれで周囲から少し浮いたりもしていたけれど、家族がいたから笑って過ごせた。

　アイラが姿を消したあと、家族みんな本当に必死に探してくれていたらしい。入院中に面会を許されたごく僅かな人たちが涙ながらに語ってくれた。

　本人たちは気遣いからかアイラがいなくなっていた間のことを口にしないけれど、皆目に見えて線が細くなっていた。海外にいる祖父母もアイラの戻りを泣きながら喜んでくれた。

　アイラが異世界にいた一年間のことは『記憶がない』で通している。誰も深く追求することはせず新しい生活への準備がすすめられていった。

　一年間の療養期間を経て大学に再受験した。なんとか合格し無事念願の大学生になった。

　つまりは同じ一年生でも皆より二つ年が違うのである。

　大学ともなると年の差はさほど珍しくもないけれど、それでもやはりどこか距離感と温度差はあって、あまり本音で打ち解けられる友人はいない。

　同じ講義を受ける友人たちとのなんとなくのグループに属しているだけで、いたって平凡でささやかだけど幸せな毎日を送っている。

　望み通りようやく自分の世界に帰ってこられたのに、心の内なかは何かが欠けたように穴が空いたまま。

　ふと気づくとまた、アイラは窓の外の月を見上げている。特に満月の夜は彼の瞳を思い出す。あの世界にいた一年間が今では夢のようだ。

　いつまでも色褪せてくれない、遠い夢。





　　　＊






「アイラは、もっと人を疑った方がいい。ほいほい連絡先なんてもらっちゃダメよ！　興味ないなら突き返さなくちゃ」

「……そうだね、気をつける」

「むしろ誰かいないの？　気になる人とか……男に興味がないわけ？　自由な大学生活なんてあっという間に終わっちゃうよ？」

「まだ入学したばかりだよ、せっかちだなぁ」

「違うよ、アイラが無頓着過ぎるの！」

　大学内のカフェテリアの一角。胸元まで下ろした栗色の髪を指先でいじりながら、アイラは友人の小言を苦笑いで聞いていた。

　数少ない友人の一人である莉り緒おが、頬を膨らませ不満そうな瞳をアイラに向ける。同じテーブルの席につく他の同級生たちはふたりのやりとりをまたかという顔で眺めるだけだった。

　今はランチの時間で食堂と隣接するこのカフェテリアは人で溢れている。

　講義の中休みや空いた時間に集まるメンバーはだいたい決まっていて、アイラも莉緒に誘われるままに一緒にいるようになった。比較的明るいメンバーが集まって会話を聞いている分には楽しい。だけど自分のことを話すのは苦手だ。

「カレシ、欲しくない？　紹介するよ？」

「……彼氏、かぁ……」

　唯一あの世界から持ち帰って手元に残してある彼のストールをお守りみたいに持ち歩いている内は、きっと次の誰かなんて現れないだろう。

　それでも良いと思っている。

「今は、あまり興味ないかも。授業や日常についていくので、手いっぱいだし」

「アイラは真面目過ぎるくらいだよ！　モテるのにもったいない……！　しかも〝今は〟ってことは忘れられない相手がいるんでしょー!?」

「え、マジで、俺らの知ってるやつ？」

「少なくともおまえじゃねーよ」

「もううるさいな。私がアイラと話してるんだから、はいってこないでってば!!」

　けっきょく会話の最後はいつもこんなかんじだ。

　男女入り混じる気さくな面子はお節介とお調子者半々で時々気持ちのギャップを感じることはあるけれど、基本的にみんな良い子が多い。

　本当に別の世界だったんだなと、時折どうしても比べてしまう自分が嫌になる。

　馴染めないのは自分のせいだという自覚もあったので苦笑いしか返せなかった。

　アイラは今日の授業はここまでなので、ランチを食べたら帰るつもりだ。他のみんなもそれぞれの用事に席を立つ。

　莉緒も荷物を肩にかけながら最後に残ったアイラに顔を寄せた。

「いい？　この前もひとりで座ってて声かけられたでしょ？　隣座っていいですかって訊かれたら、帰りますのでどうぞって言って席を立つのよ、絶対相手にしないこと！」

「わかった、わかったから」

　莉緒は面倒見の良い心配性で、油断するとすぐひとりになろうとするアイラをいつも気にかけてくれる優しい友人だ。その忠告を有難く受け取って笑って見送り、残っていたランチの皿を片づける。

　ひとりになりたい時はわざと人ひと気けの多い場所を選んだ。寂しさに胸を焦がさないように。喧噪の中にいると気持ちが紛れる。

　誰も彼も自分のことで手いっぱいだ。忙しない日々はアイラの傷を僅かばかり慰めてくれる。

　ほんの少しだけ感傷に浸り、それからふぅと息をつく。

　そろそろ帰ろう。ひとり暮らしだけれど門限がある。

　大学の時間割は家族で共有されていて、過保護な兄と妹にしつこく在宅確認をされるのだ。泊まりに来るのなんて日常茶飯事。不在だった一年間はおおいに心配をかけたので甘んじて受け容れている。

　荷物をまとめて席を立とうとしたその時だった。真っ白なテーブルに人影が落ちる。

「──ここ、いいですか」

　しまった、のんびりし過ぎたと。残りの荷物をできるだけ手早く鞄に詰める。

　と同時に耳に残る低い声。鼓膜を震わせるような甘い響きがした。

　一瞬思考を止めつつ、莉緒の忠告を思い出して止めていた手を動かす。

「どうぞ、わたしはもう、帰るので──」

　席を立とうとした、その時。

　テーブルについて立ち上がろうとしたアイラの手が掴まれる。

「まって、それは、困る」

　自分よりも大きなその手の指には、いくつかの指輪が嵌められていた。

　そしてその手首には見覚えのある七色の組紐。今にも切れそうに擦り切れている。

　どくんと大きく心臓が鳴る。まさか、と胸の内側で。

「やっと、見つけたのに」

　──その声は、聞き覚えのある声だった。

　喧噪にも呑まれずにアイラの耳に届く凛とした声音。

　掴まれた手が震える。振り払うこともできずに。

　ほんの少しだけ持ち上げた視界に映ったのは予想した濃紺のローブではなかった。

　当たり前だ。彼は違う世界の人なのだから。ここにいるわけのない人。そう思うのに。

　なぜだろう顔を上げられない。

「座っていい？」

　訊ねておいて相手はアイラの返事も待たずに隣の席に腰を下ろした。

　びくりと肩が揺れる。膝先が触れ合いそうなくらいに近い距離。ざわざわと喧噪がやけに耳につく。

　顔を上げたいのに。確かめたいのに。そんな、まさかという気持ちがどうしても勝る。

　真っ白なテーブルの上の繋がれた手からただ目を離せなかった。

　そんなアイラの視界に飛び込んできたのは一羽の黄色い小鳥だった。ふたりの繋がれた手の傍にちょこんととまり、アイラをじっと見据えている。

　ひどく見覚えのあるその姿は──。

「……え、まさか……キオ、ン……？」

　思わず口をついて出た名前。黄色い小鳥は応えるようにピィと鳴いた。

（……う、そ……本当に……？）

　キオンはあの時……〝アステラ〟を帰す為に力を使い果たし、姿を消してしまったのが最後の記憶だ。もう会えないと……つまりは死んでしまったものだと思っていた。

　けれどそれを確かめる術はなかったので、アイラの中で未消化な思いのひとつだったのだが。

「う、嘘だぁ……」

　さすがに情報の処理が追い付かない。黄色い小鳥はパタパタとまた飛び立ってしまった。

　思わず零れたアイラの本音に隣の席に座るひとがふっと笑みを零した。

　くすくすとおかしそうに笑う声に背中を押されながら、ようやく観念して顔を上げる。

　じっと待っていてくれたその金色の瞳がアイラの泣き出しそうな顔を映していた。

「また、会えたね……アステラ」

　この世界で自分をそう呼ぶひとはいない。

「……うそ、……」

「嘘じゃないよ。僕は、嘘はつけないから」

「……シリウス……？」

「……うん」

「本当に……？」

　震える声で尋ねるアイラにシリウスが頷く。強くその手を握りながら。

「あのあといろいろあったんだ。けど結果だけ言うと、一年に一度だけ自由に〝扉〟を繋ぐことが可能になって、この世界に繋げて……会いにきた」

「……省略、し過ぎだよ……」

　とはいえ今細かく説明されてもきっと理解しきれないだろう。今の説明すらよくわかっていないのだ。

　一年ぶりに会うシリウスの髪は随分と短くなっていた。あんなに長かった髪が今は肩につくていど。

　相変わらずフードを目深に被っている。けれど見慣れた魔術師のローブではない、ありふれたこの世界でのパーカーだ。

　前髪だけは相変わらず長くて、だけど以前よりずっと明るい表か情おをしている気がする。

　服はちゃんと〝こっち〟の世界に準拠しているのに記憶に残る彼の印象と結びつかなくて、なんだか違和感だらけで少しおかしくて。

　けれど胸がつかえて上手く笑えない。

　込み上げる思いに視界が揺れて零れてしまいそうで、瞬きだけはできなかった。

「……ごめん、きみを諦めきれなかった」

　代わりにシリウスが笑う。

　アイラが選べなかった選択を、未来を。彼は乗り越えて来てくれたのだ。

　その事実だけで胸がいっぱいになる。

「キオンが言うには、この世界では僕の力も魔法もほとんど使えないし、僕自身は何も持たないけれど……きみがいる世界を、選びたくて」

　初めて会ったときとは比べものにならないくらい、シリウスはまっすぐにその想いを口にしてくれる。俯いていた彼はもうどこにもいない。

「そして、できれば……一緒にいたい。こんな僕でもよければ、だけど」

「……ふふ、なにそれ……」

　急に弱気になるシリウスの告白に、思わずアイラは笑ってしまった。

　と同時に涙が零れる。緩んだ涙腺から堰を切ったように溢れて止められない。

〝アステラ〟の願いを全力で叶えてくれたのは他でもないシリウスなのに。時折こうして情けない顔をする、彼のことが好きだと思う。

　けれど、そうだ。アイラの気持ちは言えないままだった。ちゃんと言葉にしないと伝わらないのに。

「良かった、やっと笑った」

　掴まれたままの手が熱い。もう片方の手がアイラの頬に触れる。

　確かに感じる温もりが目の前の存在を現実だと告げていた。

「時間も経ったし、会わない方が良いのかもなって、思ったけど……きっと僕のことなんか、忘れた方がいいんだろうなって思ったけど。どうしても、だめだった」

　その指先を伝って涙が滴る。

　遠巻きに集まる視線など気にしていられない。

　目が合った瞬間に視界がシリウスでいっぱいになる。

　本当はもっとはやく、抱き締めてほしかった。

「手放せなくてごめん……きみが好きなんだ」

　きつく抱き締められてようやく。夢じゃないのだと実感した。

「……好きなんだ」

　震える声でもう一度、シリウスがその言葉を甘くささやく。もう何に阻まれることも隔てられることもない世界で。

「……わたしも」

　ようやく言葉にできる。伝えられる。

　星すらも越えてまたここから、新しい未来を紡いでいける。




「好き、シリウス。誰よりも、あなただけが」







　わたしだけの輝ける星。











〈終〉










星の砂漠で最愛を捧ぐ


孤独な凶星王子は地上に堕ちた異世界の聖女を手放せない
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